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本書は， トヨタ 7M-GTEUエンジンの整備要領を説明したものです。このエンジンの正確，迅速な整

備を実施するための資料としてご活用ください。

本書は，昭和61年 2月現在の生産車両にとう載のエンジンを対象に説明しであります。したがって，その

後の生産車両にとう載のエンジンについては，仕様などの変更により本書の内容が合わないことがあります

のであらかじめご承知おきください。

昭和61年 2月(1986-2)

トヨ司自動車検式会祖

ザ-I!;;C部
r--

/" 

F 



。

J棚ヘ

帽跡、

0・1

総 説

本書の見方…・・… H ・H ・......・ H ・-・・ H ・H ・.....・ H ・....・ H ・-…...・ H ・..…・ 0-2I・E
作業にあたっての心得および注意…H ・H ・-……一… 0-4

略語説明・・・.......

車種構成一覧表・........

一般規格ボルト・ナット締め付けトルク… H ・H ・-… 0-6



0・2

~ 

シリンダ，ブレーキマスタ

総説一本書の見方

本書の見方

修理作業の説明範囲

修理作業は大別すると「診断J，r脱着，分解・組み付けおよび点検・調

整作業」および「完成検査」の 3工程に区分することができます。

本書は第2工程の「脱着，分解・組み付けおよび点検・調整作業」につ

いて説明したものであり，第 1工程の「診断」および第 3工程の「完成

検査」については説明が省略してあります。

説明内容の見方

注意事項

(1) 該当するセクシヨン独自の注意事項について記載しました。

2 準備品

(1) 作業前に準備すべき SST，工具，計器およひ'油脂等について

掲載し，あわせて各々の使用目的について説明してあります。

ただし，準備品のうち，トヨタ メカニツク スタンド，ジャ

ッキ，スタンドなど一般整備工場に常備されていると思われる

準備品については掲載を省略してあります。

3 作業手順

位) 各セクシヨンのはじめに構成図.断面図を掲載し，構成部品の

取り付け状態が把握できるようになりました。

(2) 構成図の中に再使用不可部品，プレコート ボルト，締め付け

トルクを明記しました。

(3) イラストまたは写真にて，作業部位および作業内容を掲載しま

した。

記載例

(紳
、、

スイッチ ASSY，レベルウオーニンデウイズキャップ I ~ 

ストレーナ，マスタ シリンダ リザーパ

.N.l ピストン，プレーキマスタ シリンダ

.? リング，;;1.ナ・yプ

.Aプリング ブーツ，マA? シリンダ

.・・・・・・再使用不可部品 ‘・・…・プレコート ボルト E二ユ……締め付けトルク (kg・cm)

C1637 61513 
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イラスト:

作業部位および作業内容
調司ヘ

叫

総説一本書の見方 0・3

(4) 各メカニツクの熟練度に応じた構成としました。

(5) 説明文では，細部にわたる作業方法，情報，規格および注意な

どを掲載しました。

---小タイトル
ホースとチューブの脱着----

作業項目
ホースとチューブ接続 a

(1) ホースとチューブを子で仮り付けする。

(2) ホース側をスパナで，チューブ側を s..sTでそれぞれ固定

してホースとチューブを締め付ける。'"

5 5 T 09751・360J1 説明文:
ヘ ¥ 細部にわたる作業方法

T = 155kg・cm ~ 

~ 情報
規格

4 トラブル シユーテイング

(1) 不具合原因を容易に検索するため， トラブル シユーテイング

の表を掲載しました。

5 本書に省暗されている内容

(1) 本書には次の要素作業の記載が省略してありますが実作業にお

いては実施してください。

① ジャッキ作業およびリフト作業

② 必要に応じて行う取りはずし部品の清掃，洗浄

③ 目視による点検

用語の定義

基準値…・…・・点検，調整時の許容範囲を表すf~f.をいいます。

限度・… ・・点検，調整時に超えではならない最高値または最低値を表

す値をいいます。

参考値……・・基準値を知るための測定方法がいちじるしく凶難なため実

際上不具合発生の恐れのない場合の簡略測定法における基

準値を表します。

偏 差…・…・最大すき間と最小すき間の差を表す値をいいます。

‘置3・・ H ・H ・-禁止作業等，行つてはいけないことについて掲載してあ

ります。また作業要領で特に注意すべき事項を掲載してあ

ります。

〈参考>.........作業を容易にするための補足説明を説明文から分離させて

掲載してあります。



0・4 総説一作業にあたっての心得および注意

身だしなみ

常に清潔なトヨタ メカニ

ツク ウエアをま(HHする。

申11子，安全靴を必ず活用す

る。

工具，計器等の準備

作業前にトヨタ メカニツ

クスタンド.SST.T共，

計器. ~出)j旨， ウエス I芽使

用不可部品等を準備する。

作業にあたっての心得および注意

取り替え部品の整理

取り替え部品は必ず取り符

え部品紡に柊理する。

安全作業

ジャッキ アップしたとき

は必ずスタンドでささえる。

またリフト アップしたと

きは必ず安全装置を掛ける。

車両の保護

作業前にフエンダ カバー，

シート カバーを必ず装着

する。

*工場内は常に整理・整頓し働きやすい作業環境にする。

A 1928 、

(板，.(;事式)

Z5875 

85035 

一般的な注意点

バッテリ ターミナルの脱着

(1) 電気系統作業を行う場合は，ショートによる焼損を防ぐため事

前にバッテリの@ターミナルを取りはずす。

(2) パツテリ ターミナルを取りはずす場合は，パツテリ端子を損

傷する恐れがあるので，ナットを完全にゆるめて取りはずし，

車色対ーにこじらない。

2 各ホース クランプ(板パネ式)の脱着

(1) 各ホースを再使用する場合，クランプは必ずホースのクランプ

闘;，こ耳Zりf寸ける。

(2) 取り付け後，矢印の方向に力を加えてクランプ跡になじませる。

fII'" 

(Iii'" 



総説一暗語説明 0・5

略語説明

略 語 説 明 略 語 説 明

A/C エアコンデイシヨナ MP  マルチパーパス

ASSY アツセンブリ N D  日本電装鞠

BTDC 上死点前 NGK 日本特殊陶業鮒

DLI ディストリビュータ レス イグニツシ O/S オーバーサイズ

ヨン システム P/S ノTワーステアリング

ECU エレクトロニック コントロールユニット RH  右側

ECT エレクトロニツク コントロール トラ r pロ1 回転数

ンスミッシヨン SST 特殊工具

EFI エレクトロニツク フユーエルインジ STD スタンダード

エクシヨン T =  締め付けトルク

細梅民 EX  エキゾースト TDC 上死点

FIPG 液状成型ガスケット U/S アンダーサイズ

IG イグニツシヨン VSV バキューム スイッチングパルプ

IN インテーク (負圧切り替え弁)

弘 長さ φ 直径

LH 左側

車種構成一覧表

トランスミッシヨン型式
車 名 車 両 型 式 エンジン型式

A340E 

HCPVZ 
E-MZ20 

トヨタ HCPZZ 

刷、 ソアラ

E 乱1221 HCP2Z 

7M-GTEU 

トヨタ
E-MA70 BLPVZ 

スープラ



0・6

六角ボルト

lヘキサゴンl
ボルト

( 標準座面)

六 角 ボルト

(つぱ付き座面)

六角ボルト

(標準座面)

六角ボルト

(つぱ付き座面)

六角ボルト

(標準座面)

六角ボルト | 

総説一一般規格ボルト・ナット締め付けトルク

一般規格ボルト・ナット締め付けトルク

形状と強度区分の見方

頭部に数字の浮き出

Cヲし，または刻印があ

るボルト。包E 印

。組正 印

。頭部に浮き出し線が

2本あるボルト

Oi頭部に浮きーま
2本あるボルト

。頭部に浮き出し線が

3本あるボルト

締め付けトルクの把握方法

ボルトの締め付けトルク把握方法

(1) ボルトの締め付けトルクは，下表よりそのボルトの強度区分を

把握し，後述の締め付けトルク表からその値を知る。

2 ナットの締め付けトルク把握方法

(1) ナットの締め付けトルクは，相手となるボルトから前述の方法

で把握する。

ボルト強度区分の識別方法

現晶による識別方法

強度区分 形状と強度区分の見方 強度区分

4=4T 
5=5T 
6=6T 
7=7T 

生正 ド1I 4T 

4T 
植込ボルト

lス タ ッ ドl
ボルト

4T 
一方もしくは両方の

l 端面に約 2mmのくぼ 6T 

:みがある

5T 

6T 
溶接ボルト

之ゴもlウエルドl 4T 

ボルト

7T 

84459 

2 品番による識別方法

品番例 91111-40620 品番例 921 3 2 - 4 0 6 2 0 [語ltl'II ~ (mm) 
(mm) 

[誌記{帽}

嘩四コ別 側日目1(酬剛師寸呼ぴ径
fnu.1 I~ _. .1 

首下長さ 長さ

Z4743 

f炉

F 



強度区 分 呼び径

6 

8 

10 
4 T 

12 

14 

16 

6 

8 

10 刷、 5 T 
12 

14 

16 

6 

8 

6 T 10 

12 

14 

6 

8 

10 
7 T 

12 

14 

晴風、 16 

シール ロック剤

総説 一般規格ボルト・ナット締め付けトルク 0・7

(mm) ピ

R4460 

締め付けトルク褒

標準締め付けトルク (kg・cm)

、ソ チ (mm) 

調剛 き画 申剛標準座面

1.0 55 60 

1.25 130 145 

1.25 260 290 

1.25 480 540 

1.5 760 850 

1.5 1，150 

1.0 65 

1.25 160 

1.25 330 

1.25 600 

1.5 930 

1.5 1，400 

1.0 80 90 

1.25 195 210 

1.25 400 440 

1.25 730 810 

1.5 1，100 1，250 

1.0 110 120 

1.25 260 290 

1.25 530 590 

1.25 970 1.050 

1.5 1.500 1，700 

1.5 2，300 

A 3426 A3427 

プレコート ボルト (ネジ部にシール ロック剤が

塗られているボルト) について

次の場合，プレコート ボルトはそのまま使用しない

(1) プレコート ボルトを取りはずした場合。

(2) 締め付け点検等でプレコート ボルトが動いた場合。(ゆるみ，

または締まった時)

〈参考〉 トルク チェックは締め付けトルク許容範囲の下限の納で

確認し，動』冶た場合は下記要領で再度締め付ける。

2 プレコート ボルトの再使用方法

(1) ボルトおよびネジ穴を洗浄する。(交換する場合もネジ穴を洗浄

する。)

(2) エア吹き付け等により十分に乾燥させる。

(3) ボルトのネジ部に指定されたシール ロック剤を塗布する。
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t エンジン調整
ペザ..~.

準備品・…....・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1-2 

エンジン調整……..…H ・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・-……..…H ・H ・-… t.--:-:3 

V ベルトたわみ量点検，鵠盤・…・…..…・・……H ・H ・.t-5幽ーー
パルプすき同点検，調整…一…H ・H ・-……H ・H ・...……"1-6・u・
点火時期点検，調聾…

CO， HC漉度点検…

ダッシユポット点検，調整…H ・H ・...

ターボ チャージヤ点検…・・…・…

コンブレツシヨン点検…



1・2 エンジン調整一準備品

準 備 晶

SST 戸~ 09248崎 70012
ツール，バルブ クリアランス

パルプすき問調整用
アジャスト

エ具 スパーク プラグ クリーナ スパーク プラグ清掃用

義主 テスタ， トヨタ エレクトリカ
09082-00012 谷部点検用

，1-

~ 09843・18010
ワイ守へタコ re，レス ピック

アップ
凶転計接続用

『 09990・00111 チェッカ.0， センサ アイドル点検用

F 

ζピ忌 82992・20010 ワイヤ.0，センサチェッカ 02 センサチェッカ接続用

計器

九
側パンザイ

扱い マイテイパック 手宇部点検問

T B -501 

卑?心
(械パンザイ

ゲージ，ターボ チャージヤ
扱い ターボ チャージヤ点

OD 
プレッシヤ

TCP-2TB 

経ず
(械日本電装

扱い
ゲージ，ベルト テンシヨン V ベルト張力測定用

ND品番

95506・00013

直定規，プッシユ プル ゲージ V ベルトたわみ量a(lJ~主用
F 

CO・HC メータ CO・HC濃度測定用

コンプレツシヨン ゲージ 圧縮圧力測定用

泊目旨
封 印テ ープ 点火時期調整用

その他
シールパツキン ブラック シリンダヘッド カバー塗布JlJ



エンジ ン調整ーエンジン調整 1・3

F5134 

岬旬ヘ

82320 

C6045 

iJ青色のライン

(3本)

綱、

GSOl14 

エンジン調整

冷却水点検

基準 冷却水量がラジエータ リザーパタンクの FULL+->

LOW内にあるニと

冷却水濃度が30%(寒冷地は50%)以上であること

オイルなどの混入がないニと

エンジン オイル点検

基準 レベルゲージの F<->L内にあること

著しい汚れがなく，適度な粘度があること

冷却水，ガソリンなどの混入がないこと

バッテリ液点検

基準 液量 UPPER LEVEL+->LOWER LEVE 

L内にあるニと

比重 1.25~1.27(液温20"C)

〈参考> MF  バッテりはインジケータにて点検する。

エア クリーナ点検，清掃

スパーク プラグ点検

信墨書・白金プラグを使用しているため，ギャップ調整は新品目寺(走

行1000km以下)以外は符わない。

・清掃は白金チップを損傷する恐れがあるので行わない。た

だし， くすぶり等により清掃が必要な場合は電極の保護の

ため，短時間 (20秒以下)で行う。

.OLIを採用しているため左に示す識別用の青ライン(3 

本)を確認してから取り付け，型式の違うプラグは絶対に

イ吏用しない。

oo 

-

-

N

 

4
'

一、切一

o
o
-
-

r
一
五
一
P
一
」

ヤ
一
一
ト
一
一
u

r
-
-
t

』

A

a

m

-

-

i

i

一
Fo

z
-

一A
U

一

と
一
一
ロ
一

R

I
E
l
i
-
-
〔
-

l

↓
ェ
一
型
一
刈
一

P

型
一

-
E
一
C

グ一

B

ラ一プ
「

、J
-

考
一

参
一，、- 4年司主fi/((mm) 

0.7-0.8 

0.7-0.8 

V ベルトたわみ量点検，調整

(S 1ー 5参照)

一一一一-fア
新品取り付け時

点検時(mm)
(mm) 

オルタネータ用 (押カ10kg) 10~12 15~17 

P/S ポンプ用 (押カ10kg) 7~8 9~11 

A/Cコンブレツサ用(押力10kg) 9~11 11~15 



1・4 エンジン調整ーエンジン調整

エンジン暖機

基準 冷却水温 80~90・c

タペット異常音点検

基 準 タペット異常音がないニと

基準値外の場合はパルプすき聞を調整する。 (S1 -6参照)

点火時期点検，調整

(S 1 -12参照)

基準値 T-E，端子短絡時 B T 0 C 9~llï650rpm 

T-E，端子開放時 BT DC 12・以上/650rpm

アイドル回転数点検

基準値 600~700rpm 

インテーク マニホルド負庄測定

基準値 400mmHg以上

CQ， HC濃度点検

(S 1 -13参照)

基準値 CO浪度 1.0%以下

HC漉度 800ppm以下

ダッシユポット点検，調整

(S 1ー 16参照)

基準値 ダッシユポット タッチ回転数 1800~2200rpm

作動時間約 1秒

ターボ チャージヤ点検

(S 1ー 17参照)

P/S ア イ ド ル ア ッ プ 点 検

P/S アイドル アップ点検

(1) アイド JI回転でステアリング ホイールをロックするまで据切

りしたとき，アイドル回転が不安定にならないことを確認する。

F、

F 



岬穂町

鳴隆司

エンジン調整-v ベルトたわみ量点検，調整 1・5

V ベルト 噛l
V ベルト

V リプドベルト

材j桝嶋ト
x 0 x 

ウオータ

ブーリ

たわみ量

クランクシヤ7 ト プーリ

89656 

81668 

F5103 

目1669

V ベルトたわみ量点検，調整

ベルトたわみ量点検

(1) ベルトが各プーリの溝に正しく取り付けられていることを確認

する 0

6墨書・ V リブド ベルトの取り付け時は，山かけミスのないよ

う正しくはまっているニとを確認する。

• r鳴き」やrすベり」がある場合は，たわみ量の点検のほかベ

ルトとプーリ接触面の摩耗，損傷，破損およびプーりの傷

付きを点検する。

(2) 図に示す箇所に直定規などを当てる。

(3) プーリ問中央のベルト背面に10kgの押力を加え，たわみ量を測

定する。

(4) 図に示す箇所に直定規を当てる。

五一一一ゴー
新品取り付け時

点検時(mm)(mm) 

オルタネータ用 (押カ10kg) 10~12 15~17 

P/S ポンプ用 (押カ10同) 7~8 9~11 

A/Cコンブレツサ用(押カ10kg) 9~11 11~15 

..・ベルトのたわみ量は定められたプーリ間で測定する。

・新品ベルトに交換時は「新品取り付け時」の基準値の中央

値に調整する。

• 5分以上使用したベルトの点検は r点検時」の基準値で点

検する。

• 5分以上使用したベルトの再組み付けは「点検時」の基準

値の中央値に調整する。

〈参考〉・テンシヨン ゲージを使用した場合の張力基準値

よーベヨ竺 新品取り付け時(k!J) 点検時(k!J)

オyレタネータ用 70-80 30-45 

P/S ポンプ用 55-65 25-40 

A/C コンブレツサ用 55-65 35-45 

-ベルトの張力はどのプーリ聞で測定しでもよい。



1・6 エンジン調整ーパルプすき間点検，調整

F5104 

F5105 

86595 

F5106 

F5107 

2 オルタネータ用ベルトたわみ量調整

(1) ボルト A. Bをゆるめる。

(2) ナット Cでたわみ量を調整し，ボルト A. Bを締め付ける。

(3) ベルトたわみ量を確認する。

3 P/S ポンプ用ベルトたわみ量調整

(1) ボルト A. Bをゆるめる。

(2) ハプナット レンチを使用して，ベルトを張り，ボルト Bを

締め付ける。

(3) ボルト Aを締め付ける。

(4) ベルトのたわみ量を確認する。

..  てこ棒での張り調整は個人差が大き<.猿カに過不足が起

ニりやすいため，必ずたわみ量またはベルト テンシヨン

ゲージでの張力の点検を行う。

4 A/C コンプレツサ用ベルトたわみ量調整

(1) ナット Aをゆるめる。

(2) ボルト Bを回してたわみ量を調空襲する。

(3) ナット Aを締め付ける。

(4) ベルトのたわみ量を確認する。

バルブすき間点検，調整

..パルプすき間点検，調整は冷問時に行う。

シ リンダヘッド カバー取りはずし

(1) ナットをゆるめ，アクセルレータ ワイヤを取りはずす。

(2) ナットをゆるめ，スロットル ケーブルを取りはずす。

(3) クランプ 2個をはずし，エア クリーナホース No.lを取り

はずす。

f"'" 

F 



刈..，

婦、

エンジン調整ーパルプすき間点検，調整 1-7 

F5108 

F5109 

F5110 

F5111 

F5112 

(4) クリップ4個をはずし，エア ホース 3本およびベンチレーシ

ヨン ホースを取りはずす。

(5) クリップ2個をはずし，エア ホース 2本を取りはずす。

(6) ボルト 2本をはずし，アイドルスピード コントロールパ

イプを取りはずす。

(7) ボルト 2本およびクリップ3個をはずし，ベンチレーシヨン

ホース 3本およびベンチレーシヨン ノTイプを取りはずす。

(8) クリップをはずし，ベンチレーシヨン ホース No. 3を取りは

ずす。

(9) オイル フイラ キャップを取りはずす。

(10) ナット 5個をはずし，イグニツシヨン コイルカバーを取り

はずす。



1・8 エンジン調整ーパルプすき間点検，調整

F5113 

F5114 

F5115 

F5116 

F5117 

(11) ボルト 2本およびクランプ2個をはずし，インテーク エア

コネクタおよびスロットル ボデー ホースを取りはずす。

(12) ボルトをはずし，アース線を取りはずす。

(13) ナットおよびコネクタをはずし，イグニツシヨン コイル ウ

イズ レジステイブ コードを取りはずす。

(14) スクリユ12本をはずし，シリンダヘッド カバー No.1およ

ぴNo.2を取りはずす。

2 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(1) クランクシャフトを正回転させ， No.1 シリンダ圧縮上死点に

する。

3 パルプすき間点検

，fIi"" 

(1) 1 N側 1， 4番およびEX側 1， 5番のカム ベース面とパル F 

ブ リフタ上にあるアジヤステイングパッド面のすき聞をシ

ツクネス ゲージを使用して測定する。

基準値 I N O.20::!:O.05mm(冷間)

E X O.25::!:O.05mm(冷間)

基準値外の場合はパルプすき聞を調整する。



No.3シリンダ庄績よ死点

IN 

EX 

バ咽ヘ

棚、

エンジン調整ーパルプすき間点検，調整 1・9

F5116 

F5116 

F5594 

(2) クランクシャフトを240'正回転方向に回す。

(3) 1 N側 3， 5番およびEX側 3， 6番のパルプすき聞を(1)の要

領で測定する。

(4) クランクシャフトをさらに240・正回転方向に回す。

(5) 1 N側 2， 6番およびEX側 2， 4番のパルプすき聞を(1)の要

領で測定する。

4 バルブすき間調整

(1) クランクシャフトを回し，基準値外シリンダのカムをほぼ真上

に向ける。

(2) S STを使用し，パルプ リフタを押し下げる。

S S T 09248・70012

..押し下げる前にリフタの切り欠きをθ薄刃ドライバが使用

可能な位置にしておく。

(3) アジヤステイング シムをパルプ リフタの切り欠きからθ簿

刃ドライパで持ち上げ，マグネットを使用して取りはずす。

(4) 取りはずしたアジヤステイング シムの厚さを測定し，下記の

計算方法によりアジヤステイング シムを選択する。

選択シム厚さ=取りはずしたシム厚さ+

( jJtIJ定パルプすき間一基準パルプすS間)

〈参考〉・インテークのパルプすき聞が0.30醐で，取りはずしたシ

ム厚さが2.50mmの場合

選択シム厚き =2.50+(0.30-0.20)=2.60醐

すなわちパルプすき間基準値との差の分だけ今までより厚

いシムを選択する。

・シムは2.50-3.30の範囲で0.05ごと17種類の補給がある。

(5) 選択したシムを取り付け，パルプすき聞を確認する。



1-10 

シール，(ツキン ブラック

エンジン調整ーパルプすき間点検，調整

F5118 

F5115 

F5114 

F5328 

F5118 

5 シリンダヘッド カバー取り付け

(1) シリンダヘッドのへツド カバー ガスケット接触面.へツ

ド カバー ガスケットおよびへツド カバーのガスケット溝

を清掃する。

(2) カムシャフト ベアリング キャップ Nn1のコーナ部にシー

ルパツキンブラックを塗布する。

(3) スクリユ12本で，シリンダヘッド カバー Nn1およびNn2

を取り付ける。

(4) ナットで，アース線を取り付ける。

(5) ナットおよびコネクタで，イグニツシヨン コイル ウイズ

レジステイプ コードを取り付ける。

e語レジステイブ コードの取り廻しは，左図のように行う。

(6) ボルト 2本およびクランプ2個で，インテーク エア コネク

タおよびスロットル ボデー ホースを取り付ける。

F、

~ 



層、

鳴騰、

エンジン調整ーバルブすき間点検，調整 1 -11 

F5112 

F5111 

F5110 

F5109 

F5108 

(7) ナット 5個で，イグニツシヨン コイル カバーを取り付ける。

(8) オイルフイラ キャップを取り付ける。

(9) クリップで，ベンチレーシヨン ホース Na3を取り付ける。

。。 ボルト 2本およびクリップ3個で，ベンチレーシヨン ホース

3本およびベンチレーシヨン パイプを取り付ける。

(11)ボルト 2本で，アイドルスピード コントロールパイプを

取り付ける。

ω クリップ2個で，エア ホース2本を取り付ける。

(13) クリップ4個で，エア ホース 3本およびベンチレーシヨン

ホースを取り付ける。



1-12 

ロックナット

(，--ー...----"

エンジン調整一点火時期点検，調襲

F5107 

ω クランプ2個で，エア クリーナ ホース Nu目 1を取り付ける。

6 アクセルレータ ワイヤ取り付け

(1) アクセルレータ ワイヤを取り付ける。

(2) アクセルペダルをいっぱいに踏み込み，スロットルパルプ

が全開していることを確認する。

全開しない場合はロック ナットを回して調整する。

7 スロットル ケーブル取り付け

(1) スロットル ケーブル取り付ける。

(2) スロットル ケーブルがスロットル レバーに確実に取り付け

円 106 られ，ケーブルに曲がりのないことを点検する。

B3483 

F5119 

(3) スロットル パルプ全開時，ケーブル調整用マークの先端とプ

ーツ先端の長さを測定する。

基準値 O~ 1 mm 

基準値以外の場合はロック ナットを回して調整する。

点火時期点検，調整

エンジン暖機

基準 冷却水温 80~90.C

2 回転計取り付け

(1) チェック コネクタの 1Gθ端子にタコパルス ピックア

ツプ ワイヤを介して.回転計を取り付ける。

〈参考〉 二次信号検出タイプの回転計は誤動作する恐れがあります

ので，一次信号検出タイプのDRD対応型回転計を使用し

てください。

5 H-18-1 

fii"" 

F 



相、

婦、

エンジン調整-CO，HC濃度点検 1-13 

F5120 

SH・18-1

F5121 

F5122 

F5119 

3 タイミング ライト取り付け

(1) No. 6 シ リ ン ダ プ ラ グ コードにタイミングライトのピツ

ク アップを取り付ける。

4 アイドル回転数点検

基準値 600~700rpm 

5 点火時期点検，調整

(1) チェック コネクタのT-El端子を短絡する。

..短絡位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違え

ない。

(2) 点火時期を点検する。

基準値 BTDC 9~IIO 

基準値外の場合は，カム ポジシヨン センサを動かして基準

値の中央値に調整する。

(3) T<-+El端子を開放する。

(4) 点火時期が基準値内であることを確認する。

基準値 BTDC 12。以上

(5) 点火時期を調整した場合はカム ポジシヨン センサ取り付け

ボルトを封印テープで封印する。

CO， HC濃度点検

〈参考> ECUにより空燃比が補償されているため調整の必要はあ

りません。

エンジン暖機

基準 冷却水温 80~90.C

2 回転計取り付け

(1) チェック コネクタの 1G8端子にタコパルス ピックア

ツプ ワイヤを介して，回転計を取り付ける。

〈参考〉 二次信号検出タイプの回転計は，誤動作する恐れがありま

すので，一次信号検出タイプのDRD対応型回転計を使用

して〈ださい。



1-14 

@02セ〉サチzゆ

申

⑥ @g 

てヲ

エンジン調整-CO，HC濃度点検

SH・18・1

F5123 

F5124 

@ 

Z7041 

F5123 

3 タイミング ライト取り付け

(1) No. 6 シリンダプラグ コードにタイミングライトのピツ

ク アップを取り付ける。

4 点火時期およびアイドル回転数点検

(S 1 -12参照)

5 C0， HC調度点検

|O2 センサ チェッカによる点検| 炉

(1) チェック コネクタに計器(チェッカ ワイヤ)を取り付け，

02 センサ チェッヵを取り付ける。

(2) エンジン回転を2500rpmで約90秒間保持し， 02 センサを暖機

する。

(3) 計器のT-El端子を短絡する。

(4) エンジン回転を2500rpmてイ呆持し， 02 センサ チェッカのロ

ータリ スイッチをVF位置にし，指針が 0-5V聞で振れること

を確認する。また， Ox ランプの点滅回数を測定する。

基準 10秒間に 8回以上指針が振れるニと

10秒間に 8回以上Ox ランプが点滅するニと

(5) T-El端子を開放する。

(6) アイドル回転でVF電圧を測定する。

基準値 2.5土 1.25V

F 



岬園町

4司、

エンジン調整-CO，HC濃度点検 1・15

(7) エンジン回転を2500叩 mで90秒間保持した後，アイドル回転で

CO. HC濃度を測定する。

基準値 CO濃度 1.0%以下

HC濃度 800ppm以下

..・測定中はO2 センサ チェッカのOxランプが点滅してい

ること。 Oxランプの点滅州亭止した場合は(2)の作業より操

り返す。

• O2 センサが冷えてしまうため，(2)以降の作業は短時間で

行う。

|トヨタ エレクトリカルテスタによる点検|

e語・内館抵抗の小さいサーキット テスタを使用すると正しく

電圧表示きれないため，トヨタ エレクトリカル テスタ

以外のテスタを使用する場合は内部抵抗40K.Q以上のもの

を使用する。

・チェック コネクタの接続位置を間違えると故障の原因に

なるため絶対に間違えない。

(1) チェック コネクタのVF端子にテスタの@端子を. El端子に

テスタの@端子を接続する。

F5125 (2) エレクトリカル テスタのローカリ スイッチを20V レンジ

SH-18・1

F引26

F5125 

にする。

(3) エンジン回転を2500rpmで約90秒間保持し. 02 センサを暖機

する。

(4) T-E，端子を短絡する。

(5) エンジン回転を2500叩 mで保持し，エレクトリカル テスタの

指示が0-5V聞で変イじすることを確認する。

基準 10秒間に 8回以上変化するニと

(6) T-El端子を開放する。

(7) アイドル回転でエレクトリカル テスタの指示を測定する。

基準値 2_5土 1.25V

(8) エンジン回転を2500rpmで約90秒間保持した後，アイドル回転

でCO. HC濃度を測定する。

基準値 CO漉度 1.0%以下

HCiI的支 800ppml以下



1・16 エンジン調整ーダッシュポット点検，調整

F5120 

SH-18-1 

F剖 06

F5127 

F5128 

ダッシュポット点検，調整
エンジン暖機

基準 冷却水温 80-90・c

2 回転計取り付け

(1) チェック コネクタの 1Gθ端子にタコパルス ピック ア

ツプ ワイヤを介して，回転計を取り付ける。

〈参考〉 二次信号検出タイプの回転計は誤動作する恐れがあります

ので，一次信号検出タキプのDRD対応型回転計を使用し

てください。

3 アクセルレータ ワイヤおよびスロットルケーブル取りはず

し

4 ダッシユポット点検，調整

(1) スロットル レバーを操作してエンジン回転数を3000rpm以上

に保持し，バキューム ホースのVTV付近をつまむ。

(2) その状態でスロットル レバーをもどしたときのエンジン回転

数(タッチ回転数)を点検する。

基準値 1800-2200rpm 

基準値外の場合はタッチ回転数を調整する。

(3) ダッシユポット タッチ回転数を調整する。

..  タ・ッシユポット アジヤステイング スクリユは精密に調

整しであるため，必要以外は闇整しない。

① ダッシユポット アジヤステイングスクリユのロック

ナットをゆるめる。

②スロットル レバーを操作してエンジン回転数を3000rpm

以上に保持し，バキューム ホースのVTV付近をつまむ。

伊、

F 



岬司ヘ

鳴町

エンジン調整 ターボチャージヤ点検 1-17 

③アジヤステイング スクリユで基準値に調整する。

基準値 180砂-2200rpm

④ロック ナットを締め付ける。

(4) バキューム ホースを元にもどしたときアイドル回転にもどる

までの作動時聞を点検する。

基準値 約 1秒

(5) ロック ナットを賞ベンで封印する。

5 アクセルレータ ワイヤ取り付け

(1) アクセルレータ ワイヤを取り付ける。

(2) アクセルベダルをいっぱいに踏み込み，スロットルパルプ

が全開していることを確認する。

全開しない場合はロック ナットを回して調整する。

6 スロットル ケーブル取り付け

(1) スロットル ケーブルを取り付ける。

(2) スロットルケーブルがスロットル レバーに確実に取り付け

円 106 られ，ケーブルに曲がりのないことを点検する。

83483 

EI882 

F5327 

(3) スロットル パルプ全開時，ケーブル調整用マークの先端とプ

ーツ先端の長さを測定する。

基準値 O~ 1 mm 

基準値外の場合はロック ナットを回して調整する。

ターボチャージヤ点検

アクチユエータ作動点検

(1) クランプ2個をはずし，エア クリーナ ホース No.1，エア

クリーナホース No.2 ウイズエアクリーナパイプ

NO.4を取りはずす。

(2) エア フロー メータのコネクタを取りはずす。



1-18 エンジン調整ーターボチャージヤ点検

F5431 

E1883 

F5432 

E 1883 

F54S1 

(3) クリップ5個をはずし，エア ホース 4本およびベンチレーシ

ヨン ホースを取りはずす。

(4) クランプ3個をはずす。

(5) クランプおよびボルトをはずし，エア クリーナ ホース No

7，エアーフローメータおよびエア クリーナキャップ

を一体で取りはずす。

(6) アクチユエータからホースをはずし，アクチユエータにターボ

チャージヤプレッシヤゲージを取り付ける。

(7) アクチユエータに約O.52kg/cm'の圧力をかけたときロツドが動

くことを確認する。

e冨アクチユヱータにはO.8kg/岬以上の圧力をかけない。

(8) クランプおよびボルトで，エア クリーナ ホース No.7，エ

ア フロー メータおよびエア クリーナキャップを取り付

ける。

(9) クランプ3個を取り付ける。

(10) クリップ5個で，エア ホース 4本およびベンチレーシヨン

ホースを取り付ける。

F、

F 



調~

叫

エンジン調整ーコンプレツシヨン点検 1-19 

F5327 

E 1882 

F5433 

F5106 

F5107 

。。エア フロー メータのコネクタを取り付ける。

(12) クランプ2個で，エアクリーナホース No.1，エアクリ

ーナホース NO.2 ウイズエアクリーナパイプ NO.4

を取り付ける。

2 ターボ チャージヤ過給圧点検

(1) プレッシヤ レギユレータのバキューム ホースに 3 ウェイ

を使用してターボ チャージヤプレッシヤゲージを取り付

ける。

(2) エンジン回転2800rpm以上， L レンジ，スロットル全開で走

行し;過給圧を測定する。

基準値 O.41~O.54kg/cm' 

コンブレツシヨン点検

〈参考〉 出力低下や過度のオイル消費がある場合，または極端に燃

費が悪い場合は，シリンダの圧縮圧力を測定する。

エンジン暖機

基準 冷却水温 80~90.C

2 アクセルレータ ワイヤおよびスロットル ケーブル取りはず

し

3 イグニツシヨン コイル ウイズ レジステイブ コード取り

はずし

(1) クランプ2個をはずし，エア クリーナ ホース No.1を取り

はずす。



1・20 エンジン調整ーコンブレツシヨン点検

F5108 

F5109 

F5110 

F5111 

F5112 

(2) クリップ4個をはずし，エア ホース 3本およびベンチレーシ

ヨン ホースを取りはずす。

(3) クリップ2個をはずし，エア ホース 2本を取りはずす。

(4) ボルト 2本をはずし，アイドルスピード コントロールパ

イプを取りはずす。

(5) ボルト 2本およびクリップ3個をはずし，ベンチレーシヨン

f縛続、

ホース 3本およびベンチレーシヨン パイプを取りはずす。f"'"

(6) オイル フイラ キャップを取りはずす。

(7) ナット 5個をはずし，イグニツシヨン コイルカバーを取り

はずす。
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エンジン調整ーコンプレツシヨン点検 1-21 

F5114 

F5129 

F5130 

F5131 

(8) ナットをはずし，アース線を取りはずす。

(9) ナットおよびコネクタを取りはずし，イグニツシヨン コイル

ウイズ レジステイプコードを取りはずす。

4 スパーク プラグ会数取りはずし

5 カムポジシヨン センサ コネクタ取りはずし

6 ソレノイド レジスタ コネクタ取りはずし

7 圧縮圧力測定

..  コンプレツシヨン測定前にスタータを回し，シリンダ内の

異物を排出する。

(1) スパーク プラグ ホールへコンブレツシヨン ゲージを挿入

する。

(2) スロットルを全聞にする。

(3) スタータでエンジンをクランキングさせ圧縮圧力を測定する。

基準値 10.0kg/耐以上(250rpm)

限度 9. Okg/ cm'(250rpm) 

..・触媒コンパータの過熱を防ぐために，できるだけ短い時間

で測定を行う。

・エンジン回転数を250rpm以上に保つために，常に完全充電

されたバッテリを使用する。

(4) すべてのシリンダについて，前記の(1)-(3)の作業を行う。

各シリンダ聞の圧力差限度 1.0kg/耐

(5) 圧縮圧力が限度以下または圧力差が限度以上のシリンダがあれ

ば，スパーク プラグホールから少量のエンジン オイルを

加え，前記の(1)-(3)の作業を繰り返す。

①オイルを加えて圧力が上がれば，ピストン リングとシリ

ンダ壁面に摩耗，損傷している場合がある。

②圧力が低いときは，パルプの焼き付き，パルプの当たり不

良，ガスケットより圧力がもれている場合がある。



1・22 エンジン調整ーコンプレツシヨン点検

F5130 

F5129 

F5114 

F5328 

F5112 

8 ソレノイド レジスタ コネクタ取りイ寸け

9 カムポジシヨンセンサ コネクタ取り付け

10 スパーク プラグ全数取り付け

11 イグニツシヨン コイルウイズ レジステイブ コード取り

イ寸け

(1) ナットで，アース線を取り付ける。

(2) ナットおよびコネクタでイグニツシヨン コイル ウイズ レ

ジステイプ コードを取り付ける。

..  レジステイブ コードの取り廻しは，左図のように行う。

(3) ナット 5個で，イグニツシヨン コイル カバーを取り付ける。

(4) オイルフイラ キャップを取り付ける。

F 

F 
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エンジン調整ーコンプレツシヨン点検 1・23

F5111 

F5110 

F5109 

F5108 

F5107 

(5) ボルト 2本およびクリップ3倒で，ベンチレーシヨン ホース

3本およびベンチレーシヨン パイプを取り付ける。

(6) ボルト 2本で，アイドルスピード コントロールパイプを

耳Zりf寸ける。

(7) クリップ2個で，エア ホース 2本を取り付ける。

(8) クリップ4個で，ベンチレーシヨン ホース 3本およびベンチ

レーシヨン ホースを取り付ける。

(9) クランプ 2個で，エア クリーナ ホース NO.lを取り付ける。



1-24 

ロツ少ナット

エンジン調整ーコンプレツシヨン点検

F5106 

自3483

12 アクセルレータ ワイヤ取り付け

(1) アクセルレータ ワイヤを取り付ける。

(2) アクセルベダルをいっぱいに踏み込み，スロットルパルプ

が全開していることを確認する。

全開しない場合はロック ナットを回して調整する。

13 スロットル ケープル取り付け

(1) スロットル ケーブルを取り付ける。

(2) スロットル ケーブルがスロットル レバーに確実に取り付け

られ，ケーブルに曲がりのないことを点検する。

(3) スロットル パルプ全開時，ケーブル調整用マークの先端とプ

ーツ先端の長さを測定する。(#'

基準値 0-1 mm 

基準値外の場合はロック ナットを回して調整する。

戸時
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2・2 エンジン オーバーホールー断面図

エンジン断面

縦断面

F 

F 

M 50006 



エンジン オーバーホールー断面図 2・3

横断面

凋ーヘ

噌ヘ

M 50005 



2・4

岡中

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

一
9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

エンジン オーバーホール-FIPG(液状成型ガスケット)の取り扱い

FIPG (液状成型ガスケット)

の取り扱い

塗布方法および部品組み付け要領

..  ガスケット除去の際，ガスケットの破片がエンジン内部に

混入しないように注意する。

(1) 各部品および相手部品の合わせ面に油分，水分，ゴミ等の付着

のないよ.うに，ウエス等で清掃する。

(2) F 1 PGは取り付ける部品側に塗布する。

(3) 塗布幅は指示に従い，塗布過多，塗布不足がなく，塗布始めと

塗布終わりは必ず重ね合わせること。

(4) 組み付け後部品を移動させないように注意する。

(5) 塗布後 3分以内に組み付ける。

(6) 組み付け後30分以内には冷却水の注入，オイルの給油およびエ F、

ンジンの始動をしない。

2 塗布箇所および使用 FIPG

シール剤塗布箇所 使用シール剤

シリンダヘッド × カムシャフト ベアリングキャップ Na1 

カムシャフト ベアリングキャップ No.l コーナ部× シリンダヘッドカバーガスケット

シリンダブロック シールパツキンブラック
× シリンダヘッド ガスケット

タイミングベルト ケース上面

シリンダブロック × オイルノTン

シリンダヘッド × スタッド ボルト(インテーク マニホルド用)

ウオータ アウトレツト ハウジング × ユニオン
伊

シリンダブロック × スタッド ボルト(フユーエルパイプサポート用)

アドへシプ 1324 
シリンダブロック × タイト プラグ

シリンダブロック × エクスパンシヨン プラグ

シリンダブロック × ベンチレーシヨン フランジ

シリンダヘッド × ストレート スクリユプラグ

ウオータ アウトレツト ハウジング × ユニオン
アドへシプ 1344 

インテーク マニホルド × ユニオン

タイミングベルト ケース取り付けボルト
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2-6 エンジン オーバーホールータイミングベルト

還要安
竺雪量趨警警F

I得

タイミングベルト
..・タイミング ベルトをねじったり，強〈折り曲げたりしな

⑫ わ
d念写~

-タイミング ベルトおよびプーリに水，油，異物等を付着

させない。

L、。

-タイミング ベルトに過張力(タイミング プーリ固定用

ボルトの脱着，カムシャフトでクランクシャフトを駆動す

る等)を加えない。

81259 

準 備品

プラー，クランクシャフト
09213-31021 

プーリ
クランクシャフト プーリ取りはずし用

伊

通 達D …0020ボデーウイズボルト

d ク ダ附ト00030ハンドル

SST 

クランクシャフト タイミング プーリ取りはず

し月1

09213-00050ボルト セット
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クランクシャフト プーリ取り付けボルト脱着用

リプレーサ，

09223-50010クランクシャフト

フロント オイルシール

クランクシャフト タイミングプーリ取り付け

用
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カムシャフト タイミングプーリおよび

ポンプ ドライブシャフト プーリ脱着用

匡安三三主う 09330-00021 
シール，コン/，ニオン

フランジ ホールデイング
クランクシャフト プーリ取り付けボルト脱着用
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SST 

合わせ

マータ

エンジン オーバーホール タイミングベルト

F5339 

F 5340 

TDC 

F5341 

F 5342 

F5343 

タイミングベルト取りはずし

A/C コンプレツサ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし. A/C アイドラ プーリ ブラケット

を取りはずす。

(2) ボルト 3本，ナット 1個をはずし.A/C コンプレツサ プ

ラケットを取りはずす。

2 タイミングベルト カバー No.3取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，ウオータ アウトレツトおよびサーモス

タツトを耳Zりはずす。

(2) ボルト 5本，ナット 1個をはずし，タイミングベルト カパ

- NQ3を取りはずす。

3 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(1) クランクシャフトを正回転させ，左図のようにNO.1 シリンダ

を圧縮上死点にセットする。

4 クランクシャフト プーリ取りはずし

F、

(1) S S Tを使用して，クランクシャフト プーリ ボルトを取り F 

はずす。

55 T 09213-70010 09330-00021 

(2) S STを使用して，クランクシャフト プーリを取りはずす。

55 T 09213-31021 
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エンジン オーバーホールータイミングベルト 2・9

J 

F5567 

F5344 

F5345 

5 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，エア パイプを取りはずす。

(2) ボルト 3本をはずし，タイミングベルト カバー No.1を取

りはずす。

6 タイミング ベルト取りはずし

(1)タイミングベルト背面にチョーク等で回転方向を明示する。

〈参考〉 組み付け時，タイミングベルトの当たりを変えない

ために行う。

(2) タイミングベルト アイドラ プーリ用ボルトをゆるめる。

(3) タイミングベルト アイドラを外側へずらしてタイミング

ベルトの張りをゆるめる。

(4) タイミングベルト アイドラを固定した後，タイミングベ

ルトを取りはずす。

7 タイミングベルト アイドラ プーリ取りはずし

8 ヵムシャフト タイミング プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用してボルトを取りはずす。

55  T 09278・54012

信冨ボルトの取りはずし時にベルトの張力を利用しない。

(2) カムシャフト タイミングプーリにチヨーク等でストレート

ピンの挿入位置をマークする。

〈参考〉 カムシャフトおよびカムシャフト タイミングプーリを

再使用する場合，関係位置を変えないために行う。

(3) カムシャフト タイミングプーリおよびストレート ピンを

内側 取りはずす。

F5623 

9 ポンプ ドライブシャフト プーリ取りはずし

(1) ドライパを使用して，ポンプ ドライブシャフト プーりを

固定し，ボルトを取りはずす。

..・ボルトの取りはずし時にベルトの張カを利用しない。

・タイミング ベルト ケースのリブにドライパを当ててプ

ーリを固定しない。

(2) ポンプ ドライブシャフト プーリを取りはずす。



2-10 エンジン オー バ ー ホ ー ル タイミングベルト

F5347 

F5348 

二万気!又バf

83907 

ぐ手転三〉χ

83908 

¥¥  点終検

83909 

10 クランクシャフト タイミング プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用して，クランクシャフト タイミングプーリを

取りはずす。

5 5 T 09213-00020 09213-00030 

09213-00050 

11 タイミングベルト カバー No.2取りはずし

(1) ボルト 6本をはずし，タイミングベルト カバー NO.2を取

りはずす。

タイミングベルト点検

不具合状況と関連部品の点検

(1) 切断

〈原因〉・タイミング ベルトの取り付け不良

・タイミング ベルト カバー ガスケットの取り付け不良，

損傷

(2) 歯の欠損，キ裂

〈原因〉・カムシャフト固着

・オイル ポンプ固定

・ウオータ ポンプベアリング破損

(3) 表面の摩耗，ひび割れ

〈原因〉・タイミング ベルト アイドラ固着

・アイドラと片当り，パリ

F、

r"'"' 
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エンジン オーバーホールタイミングベルト 2-11 

83910 

83911 

F2117 

81231 

F5348 

(4) 一部分の摩耗，損傷

〈原因〉・各プーリのアライメント不良

・タイミングベルト ガイド不良

(5) 数箇所におよぶ摩耗

〈原因〉 タイミングベルト カバー ガスケットの取り付け不良，

損傷

アイドラ プーリ点検

回転状態点検

(1) スムースに回転することを確認する。

テンシヨン スプリング点検

自由長測定

(1) ノギスを使用して自由長を測定する。

基準値 69mm 

タイミングベルト取り付け

タイミングベルト カバー No.2取り付け

(1) ボルト 6本でタイミングベルト カバー No.2を取り付ける。



2-12 エンジン オーバーホールータイミングベルト

ピン穴一致

(密)U-ー
。

7ロント

F5S49 

2 クランクシャフト タイミング プーリ取り付け

(1) S S Tを使用して，クランクシャフト タイミングプーリを

取り付ける。

55 T 09223・50010

3 ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(1) ポンプ ドライブシャフト プーリおよびボルトを取り付け

る。

(2) ドライパを使用してポンプ ドライブシャフト プーリを固

定し，ボルトを締め付ける。

T =220kg・cm

..・ボルトの取り付け時にベルトの張カを利用しない。

・ドライパをタイミング ベルト ケースのリブに当ててプ

円脚 ーリを固定しない。

F5350 

F5351 

F5352 

4 タイミングベルト アイドラ取り付け

(1) ピン穴を下にしてタイミングベルト アイドラ プーリを取

りf寸ける。

(2) タイミングベルト アイドラ プーリを右方向に寄せ，テン

シヨン スプリングを取り付ける。

(3) タイミングベルト アイドラ プーリを左方向に寄せ，動か

ない程度に仮締めする。

..仮締め後，テンシヨン スプリングがピンの溝からはず

れていない二とを確認する。

5 カムシャフト タイミング プーリ取り付け

(1) カムシャフト タイミングプーリをカムシャフトに取り付け

る。方向性は図に示す。

|カムシャフトまたはカムシャフト タイミングプーリ交換時|

(2) カムシャフト タイミングプーリとカムシャフトのそれぞれ

中央のピン穴を合わせて，ストレート ピンを挿入する。

|カムシャフトおよびカムシャフト タイミングプーリ再使用時|

(3) 分解時のストレート ピン挿入位置を確認して，ストレート

ピンを挿入する。

F、

(Ii"" 
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F5346 

F5353 

F5567 

F5342 

99257 

(4) S S Tを使用して，ボルトを締め付ける。

55 T 09278・54012

T =500kg.cm 

6 タイミング ベルト取り付け

(1) タイミングベルトの回転方向を確認し，クランクシャフト

タイミングプーリ，ポンプ ドライブシャフト プーリお

よびタイミングベルト アイドラにタイミングベルトをか

ける。

(2) タイミングベルト カバー No.1をボルト 3本でタイミン

グベルト ケースに取り付ける。

T=90kg・cm

(3) エアパイプをボルト 2本で取り付ける。

(4) クランクシャフト プーリを取り付け. S S Tを使用してボル

トを締め付ける。

55 T 09213・54012 09330・00021

T =2700kg.cm 

(5) クランクシャフト プーリが. No.1 シリンダ圧縮上死点に

セットされていることを確認する。
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F5354 

Z4948 

F5355 

89257 

F5611 

(6) カムシャフト タイミングプーリの合わせマークとタイミン

グベルト カバー No.2の合わせマークを合わせる。

(7) タイミングベルトを 1 N カムシャフト タイ ミングプ

ーリ. EX  カムシャフト タイミング プーリ，タイミン

グ ベ ル ト アイドラの順に張りを持たせながらかける。

G 聾カムシャフト タイミングプーリとタイミングベルト

カバー No.2の合わせマークがずれないようにする。

(8) スプリング荷重がかかるように，アイドラ プーリ ボルトを

ゆるめる。

笹墨，・タイミング ベルト アイドラにひっかかりがないことを

確認する 0

・ァイドラが戻った時点て。それ以上ボルトをゆるめない。

(9) 再度ボルトを締め付ける。

T =500kg・cm

(10) クランクシャフトをゆっくり正転 2回転させ，クランクシヤフ

ト タイミングプーリをNo.l シリンダ圧縮上死点にセッ

トする。

e霊， クランクシャフトは絶対に逆回転させない。

(11) (10:凶状態で，カムシャフト タイミングプーリの合わせマー

クとタイミングベルト カバー No.2の合わせマークのずれ

が基準値内であることを確認する。

基準値 O土 4mm

基準fi!'(を越える場合は，再度タイミングベルト取り付けを行う。

伊

t朝霞
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」
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" 
」

C0701 

F5356 

F5357 

F5339 

7 タイミング ベルトたわみ量点検

..タイミング ベルト脱着または交換時には，必ずタイミン

グ ベルトのたわみ量点検を行う。

(1) 各プーリ聞のたわみを手で確認し，カムシャフト タイミング

プーリを動かして均一にする。

(2) トルク レンチを使用して， 1 NおよびEX カムシャフト

タイミング プーリを図に示す回転方向に約200kg・cmのトル

を加え，ベルトのたわみ量を集中させる。

(3) ベルトのA部を押し，たわみ量を点検する。

基準値たわみ量(押カ 2~3 kg) 

常温時再使用 5~7mm 

新品 4~6mm 

〈参考〉 暖機時 3 - 5 mm 

基準値外の場合は，アイドラ プーリの位置を調盤し，たわみ量を基

準値内にする。

(4) 再度上記(1)-(3)の作業を行う。

8 タイミングベルト カバー No.3取り付け

(1) スベーサをスタッド ボルトに取り付ける。

(2) タイミングベルト カバー NO.3をボルト 5本，ナット 1個

で取り付ける。

(3) シグル弁を上にしてサーモスタツトをウオータ アウトレツト

ハウジングに取り付ける。

..ゥォータ アウトレツト ガスケットがサーモスタツトを

会周にわたって確実にはさみ込んでいることを確認する。

(4) ウオータ アウトレツトをボルト 2本で取り付ける。

9 A/C コンプレツサ ブラケット取り付け
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シリンダヘッド

準備品

ぶ芳酔 09201-41020 
リプレーサ，バルブ ステム

パルプステム オイルシール取り付け用
オイル シール

~グ リムーパアンド リプレー

09201-70010 サ，パルプガイドブッシユ パルプガイド プッシユ脱着用

《桶誠b コンブレツサ，バルブスプ
パルプ脱者用09202-70010 タ

リン

SST 

ぽ刈〈宅f勤三@@⑨@@ リプレーサJ ランスミヲシ

---------------_-----------一三

09316-60010 ヨ ンアンド トランスフア

ベアリング

一一 一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーー『一ーー←ーーーーーーー一ーー-ーー」ーーーーーーーーーーーーーー一一一ー守ーーーーーーーーーーーーー

F、

庄 野 09316-00010 リプレーサパイプ

ーー『占ーーーーードーーーー・"-】四ーーーーーーーー ーーーーーーーーー占ー回目ー カムシャフト オイル シール取り付け用

② 09316司 00050 リプレーサ D 

dご) ]:コ 09043-38100 レンチ，ヘキサゴン10 シリンダヘッド ボルト脱着用

~ 09923-00010 レンチ，ヘキサゴン ストレート スクリユプラグ脱梓用

工具

む ソケット レンチ(32mm) ユニオン脱着ー用

F 

バルブシート カツタ パルプシート修正用

直定規 ひずみ測定用

直角定規 パルプスプリング点検用

プレス ゲージ カフシャフト i由すき間測定斤j

計器

マイクロメータ

ダイヤルゲージ 各部測定用

キヤリパゲー ジ



2・17オーバーホール シリンダ ヘ ッ ド

光明丹 パルプ当たり点検lfJ

油脂
不要なパルプ(ステム径 6mm) パルプガイド ブッシユ取りはずし用

その他

シ ー ル パ ツキン ブラック
カムシャフト ベアリングキャップ No.l， 2 

およびシリンダ ヘッド取り付け)IJ

エンジン

構成図 (1/2)

カバー，
シリンダヘッドI No，1 

カパー，イグニツシヨン コイル

カパー，シリンダへツドI No.2 
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構成図 (2/2)
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F5358 

F5461 

F5359 

シリンダヘッド取りはずし

タイミングベルト カバー No.3取りはずし

(S 2-8参照)

2 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(S 2-8参照)

3 タイミング ベルト取りはずし

(S 2-9参照)

4 カムシャフト タイミング プーリ取りはずし

(S 2-9参照)

5 タイミングベルト カバー No.2取りはずし

(S 2 -10参照)

6 カムポジシヨン センサ取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし. P/S リザーパ タンク ブラケット

を取りはずす。

(2) ターボ ウオータ ホース No.1を取りはずす。

(3) ボルト 1本をはずし，カム ポジシヨン センサを取りはずす。

7 オルタネータ取りはずし

8 オルタネータ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，オルタネータ プラケットを取りはずす。
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F5360 

F5361 

F5362 

F5363 

F5114 

9 シリンダヘッド カバー取りはずし

(1) 02 センサのワイヤハーネスをベンチレーシヨン パイプ

のクランプからはずす。

(2) ホース クランプ 3例およびボルト 2本をはずし，ベンチレー

シヨン パイプを取りはずす。

(3) 図に示すホース クランプ2fl討をはずし，エア ホース 2本を

アイドル スピード コントロールパルプからはずす。

(4) ボルト 2本をはずし，アイドルスピード コントロールパ

イプを取りはずす。

(5) オイルフイラ キャップを取りはずす。

(6) ナット 5個をはずし. 1 G コイル カバーを取りはずす。

(7) スロットル ボデー側のホース クランプをゆるめる。

F 

(8) ボルト 2本をはずし，インテーク エア コネクタを取り付け f柄

る。

(9) 図に示すコネクタを切り離す。

(10) 1 G コイル ブラケットのナット 1似lを取りはずす。

(11) No. 1. No. 2 レジステイブ コードを 1G コイルおよび

クランプからはずす。

(12) No. 3 -No. 6 レジステイブ コードをスパーク プラグおよび

クランプからはずす。

(13) 1 G コイル ウイズ ブラケットをNO.3-No. 6レジステイブ

コード付きで取りはずす。

(14) No.1. NO.2 レジステイブ コードをスパーク プラグから取

りはずす。
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エンジン オーバーホールシリンダヘッド 2-21 

F5570 

F5365 

F5366 

F5367 

F5368 

。。ベンチレーシヨン ホースを取りはずす。

。。スクリユ12本をはずし，シリンダヘッド カバー No.1およ

VNo.2を取りはずす。

10 カムシャフト取りはずし

(1) 図に示す順序で，カムシャフト ベアリング キャップのボル

トを左右均等に数回に分けてゆるめる。

(2) カムシャフト ベアリング キャップを取りはずす。

(3) カムシャフトを取りはずし，オイル シールを取りはずす。

11 インテークマニホルド ウイズインテークエアサージ

タンク取りはずし

(1) プレッシヤ レギユレータのバキューム ホースを取りはずす。

(2) 図に示すバキューム ホース 2本をはずす。

(3) ボルト 1本をはずし. vsvを取りはずす。

(4) 図に示すフユーエル ホースを取りはずす。

(5) ユニオンおよびボルトをはずし，フユーエルパイプ No.3を

取りはずす。
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F5369 

下門町下I11 11 '子町T¥
F5370 

F5371 

F5S72 

F5373 

(6) ボルト 2本をはずし，アクセルレータ ケーブルプラケット

を取りはずす。

(7) ユニオンをはずし，フユーエルチューブ No.2をデリパリ パ

イプ側で切り離す。

(8) パルセーシヨン ダンパを取りはずす。

(9) 図に示すボルトをはずし，フユーエルパイプ NO.lを取りは

ずす。

(10) 図に示すウオータ ホースを取りはずす。

ω ボルト 2本をはずし，サージ タンク ステーを取りはずす。

ω ボルト 6本，ナット 4個をはずしインテーク マニホルド ウ

イズインテークエアサージ タンクおよびガスケットを

取りはずす。

F 

f開
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F5374 

F5499 

F5375 

F5376 

F5377 

12 デリパリ パイプ取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，デリパリ パイプ，インジエクタおよび

スベーサを取りはずす。

..  インジエクタを落下させない。

(2) シリンダヘッドからインジエクタ パイプレーシヨン イン

シユレータ 6個を取りはずす。

(3) インジエクタ 6個をデリパリ パイプから取りはずす。

(4) インジエクタからO リング 6個およびグロメツト 6個を取り

はずす。

13 ターボ チャージヤ取りはずし

(1) ボルト 1本をはずし，オイル レベルゲージガイドを取

りはずす。

(2) ターボ ウオータ ホース Na2を取りはずす。

(3) ユニオン ボルトおよびナット 2個をはずし，ターボ オイル

パイプとシリンダブロックを切り離す。

(4) ボルト 2本をはずし，ターボ チャージヤ ステーを取りはず

す。

(5) ボルトおよびスタッド ボルトをはずし，ターボ チャージヤ

ステー Na2を取りはずす。
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F5378 

F5379 

F5430 

F5380 

F5381 

(6) ナット 4個をはずし，ターボ チャージヤおよびガスケットを

取りはずす。

14 エキゾースト マニホルド取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，エキゾースト マニホルド ステーを取

りはずす。

(2) ナット 3個をはずし，エキゾースト マニホルド インシユレ

ータ Na 1を取りはずす。

(3) ナット 7個をはずし，エキゾースト マニホルドおよびガスケ

ツトを取りはずす。

15 ウオータ アウトレツト ハウジング取りはずし

F 

(1) ウオータ バイパス ホース Na6をウオータ アウトレツト F 

ハウジング側で切り離す。

(2) ボルト 1本，ナット 2個をはずし，ウオータ アウトレツト

ハウジングおよびガスケットを取りはずす。

16 ユニオン取りはずし

(1) 工具 (32mmソケット レンチ)を使用して，ユニオン ボルト

を取りはずす。

(2) ユニオンをウオータ バイパス ホース Na5から取りはずす。

げ エンジンハンガ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，エンジン ハンガおよびクランプを取り

はずす。
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F5382 

F5383 

F5384 

F5385 

18 シリンダヘッド カバー No.3取りはずし

(1) 工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して ストレート スクリユ

プラグおよびガスケットをはずし，シリンダヘッド カバー

No.3を取りはずす。

19 スパーク プラグ取りはずし

(1) スパーク プラグ レンチを使用して，スパーク プラグを取

りはずす。

20 シリンダヘッド取りはずし

(1) 工具(ヘキサコeン レンチ 10) を使用して，シリンダへツ

ド ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等にゆるめる。

(2) シリンダヘッドおよびガスケットを取りはずす。

シリンダヘッド分解

バルブ リフタ取りはずし

(1) パルプ リフタをアジヤステイングパッド付きで抜き取る。

(2)θ薄刃ドライパを使用して，パルプ リフタからアジヤステイ

ングパッドを取りはずし，シリンダ別に整理する。

2 パルプ取りはずし

(1) S STを使用して，パルプスプリング リテーナ ロックを

はずし，パルプ，パルプスプリング リテーナ，コンブレツ

シヨン スプリングおよびパルプスプリングシートを取り

はずす。

55 T 09202-70010 

(2) 取りはずした部品を取り付け位置ごとに整理する。
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F5386 

F5387 

マニホルド取り付け商

T宅手二z一一ーニー蚕守1.::;".;;::;----崎町;:_j

Z9159 

91704 白1705

(3) ノーズプライヤを使用して，パルプステム オイルシー

ルを取りはずす。

シリンダ ヘッド構成部品点検，清掃

バルブ清掃

(1) ワイヤ ブラシ等を使用して，パルプに付着しているカーボン

を除去する。

2 シリンダヘッド清掃

(1) ワイヤ ブラシ等を使用して，燃焼室を清掃する。

(2) スクレーパ等を使用して，シリンダ ブロックおよびマニホル

ド合わせ面に付着しているpゲスケットを除去する。

e冨清掃時，シリンダヘッドを傷付けない。

(3) パルプガイド ブシユの内面を清掃する。

3 シリンダヘッドひずみ点検

F恥

(1) 計器(直定規)とシックネス ゲージを使用して，図に示す箇 F 

所のひずみを測定する。

限度 下面 O.lmm 

IN マニホルド取り付け面 O.lmm 

EX マニホルド取り付け面 O.lmm 

4 バルブガイド プシユ点検

(1) 計器(キヤリパゲージおよひマイクロメータ)を使用して，アシ司有

径の最大値およびパルプ ステム外径の最小値を測定し，バル

ブガイド プシユすき聞を算出する。

基準値 I N 0 . 025~O . 060mm 

EX O.030~O.065mm 

限度 I N O.08mm 

E X O.10mm 
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エンジン オーバーホールーシリンダヘッド 2・27

F3712 

Z8611 

Z8613 

F5618 

F5388 

5 パ ル プ ガ イ ド プ シ ユ 交 換

(1) ステム部外径 6mmの不要なパルプの先端から約10皿の箇所にテ

ープを巻き，ハンマを使用してプシユを折る。

(2) スナップ リングを取りはずす。

(3) S S Tを使用してパルプガイド プシユを燃焼室側へ打ち抜

〈。

S S T 09201・70010

(4) シリンダヘッドを80-100.Cに暖める。

(5) プシユにスナップ リングを取り付ける。

(6) S S Tを使用して，スナップ リングがシリンダヘッドに軽

〈当たるまでプシユを打ち込む。

S S T 09201-70010 

6 パルプとパルプ シート当たり点検

(1) パルプ フェースに光明丹を薄〈塗布する。

(2) パルプをパルプ シートに軽〈押し付け，当たり位置および当

たり幅をJ点検する。

基準値 当たり位置パルプ会周で中央

当たり幅 1.0~1.4mm 

e冨パルプを回転させない。

基準値外の場合は，パルプ シートを修正する。

7 パルプシート修正

..・ EX側は，趨硬チップ付きカツタを使用する。

・切削は，常にパルプの当たり位置および当たり帽を点検し

ながら行う。

・切削面に段付きを作らないように，削り終わりはカを徐々

に抜〈。

・修正はパルプガイド ブシユの点検後行う。

(1) 45・のカツタで最小の当たり幅を基準値より広めに削る。
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(2) 当たり位置がパルプ フェイスの中央になるように下記のカツ

タで削る。

①当たり位置が外側の場合は30・のカツタで削る。

②当たり位置が内側の場合は60・(IN)または75・(EX)のカツ

タで削る。

(3) コンパウンドを使用してパルプのすり合わせを行う。

(4) すり合わせ後，光明丹を使用してパルプが全周にわたって均一

な当たりがついていることを確認する。

e冨・パルプすり合わせ後，コンパウンドを完全に取り除く。

バルブ点検

(1) ステム部外径を測定する。

基準値 IN 5.970~5.985mm 

EX  5.965~5.980mm 

(2) パルプ全長を測定する。

基準値 IN 98.15mm 

EX  98.15mm 

限度 IN 97.75mm 

EX  97.75mm 

(3) パルプヘッドの肉厚を測定する。

基準値 IN 1.3mm 

EX  1.3mm 

限度 IN O.5mm 

EX  O.5mm 

F 

F 
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9 バルブ スプリング点検

(1) 計器(直角定規)を使用して，パルプ スプリングの直角度を

測定する。

限 度 I N 1.5mm 

E X 1.5mm 

(2) ノギスを使用して，スプリングの自由長を測定する。

基準値 I N 41.64mm 

E X 41.64mm 

10 バルブ リフタ油すき間点検

(1) 計器(キヤリパゲージおよびマイクロメータ)を使用して，パルプ

リフタ下穴径およびパルプ リフタ外径を測定し，油すき聞を

算出する。

基準値 O.015~O.046mm 

限 度 O.06mm

く参考〉 パルプ リフタ外径基準寸法 27.975-27. 985mm 

パルプ リフタ下穴径基準寸法 28.000-28.021mm 

11 カムシャフト点検

(1) 計捺(マイクロメータ)を使用して，カムの高さを測定する。

基準値 I N 38.30~38.40mm 

E X 38.30~38.40mm 

限度 I N 38.00mm 

E X 38.00mm 

(2) 計器(ダイヤル ゲージ)と V ブロックを使用して，カムシヤ

フトを 1回転させたときの振れを測定し，曲がりを算出する。

れ一振一の一3
目

、、4
エ一一ゲ一

2
レ一y-ヤ一J1一ダ一

m

z

 

h

り

の
U

ま

・

!

。

曲

度

号

室

参

H
K

ど、



2・30 エンジン オーバーホールーシリンダヘッド

F5391 
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12 カムシャフト スラストすき間および油すき間測定

(1) カムシャフト シリンダヘッドのジャーナル部およびベアリ

ング キャップを清掃し，著しい摩耗，傷付きのないことを確

認する。

(2) カムシャフトおよびベアリング キャップを取り付ける。

T =200kg cm 

(3) 計器(ダイヤル ゲージ)を使用して，スラストすき聞を測定

する。

基準値 0.08-0. 19mm 

限度 0.30mm 

(4) ボルトをはずし，ベアリング キャップを取りはずす。

(5) カムシャフト ジャーナル部の中央にプレス ゲージをセット

し，ベアリング キャップを取り付ける。

T=200kg.cm 

..測定時，カムシャフトを回転させない。

(6) ベアリング キャップを再度取りはずして，油すき間を点検す

る。

基準値 0.035-0.072mm (No. 1 ) 

0.025-0.093mm (No. 2 - 7 ) 

限度 0.13mm 

〈参考〉 カムシャフト ジャーナル基本径

26.949-26. 965mm (No.l) 

26.888-26.975mm (No2 -7) 

13 カムシャフト オイル シール点検(車上作業)

(1) カツタ ナイフを使用して，オイル シール リップ部を切り

取る。

(2)θ ドライパにビニール テープを巻き，カムシャフトにウエス

を当ててオイル シールをこじる。

(3) 取り付け前に，主リップ部にエンジン オイルを塗布する。

(4) S STを使用して，オイル シールをシリンダヘッド最深部

に挿入する。

55 T 09316-00010 09316-00050 

e霊.SSTを強〈たたかない。

F 

F 
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14 マニホルドひずみ点検

(1) 直定規とシックネス ゲージを使用して，図に示す箇所のひず

みを測定する。

限 度 IN マニホルド 0.10mm 

EX マニホルド 0.50mm 

シリンダヘッド組み付け

1 パ ル プ ス テ ム オ イ ル シ ー ル 取 り 付 け

(1) 新品のオイル シールのリップ部に少量のエンジン オイルを

塗布する。

(2) S STを使用し，手ごたえのある位置までオイル シールを押

し込む。

55 T 09201-41020 

2 パルプ取り付け

(1) ステムエンドより約60mmの部分に少量のエンジン オイルを塗

布する。

(2) パルプ，パルプスプリングシート，パルプスプリング，

パルプスプリング リテーナを取り付けSSTを使用してパ

ルプスプリング リテーナロックを取り付ける。

5 5 T 09202-70010 

..  取りはずした位置に取り付ける。

3 パルプ リフタ取り付け

(1) リフタにパッドを取り付け， 1)フタ側面，パルプ ステム先端

およぴパツド上面にエンジン オイルを塗布して組み付ける。

シリンダへツド取り付け

..取りはずしたガスケット オイル シール， 0 リング等

は再使用しない。

シリンダ ブロックおよびピストン頭部清掃

(1) シリンダ ブロック上面に付着したガスケットおよびピストン

頭部のカーボンを取り除〈。

e量聾冷却水，オイルの涜通路に異物を入れない。
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2 シリンダヘッド取り付け

(1) 図に示す箇所にシールパツキン ブラックを塗布し，新品の

ガスケットを介してシリンダヘッドをブロックに取り付ける。

笹野ガスケット取り付け前にシリンダヘッド下菌，シリンダ

ブロック上薗およびシリンダ ブロック オイル穴，ボル

ト穴を清掃する。

(2) シリンダヘッド ボルトのネジ部およびワツシヤプレート

に少量のエンジン オイルを塗布する。

(3) 工具(ヘキサゴン レンチ 10) を使用して，シリンダへツ

ド ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等に締め付ける。

T =800kg・cm

3 スパーク プラグ取り付け

T =180kg.cm 

4 シリンダヘッド カバー No.3取り付け

(1) ストレート スクリユ プラグのねじ部にアドへシブ 1344を

塗布する。

(2) 工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリンダヘッド カ

パー No.3を新品のかスケットを介してストレート プラグ4個

で河Zりf寸ける。

T =180kg.cm 

5 エンジン ハンガ取り付け

T =400kg.cm 

6 ユニオン取り付け

(1) ユニオンをウオータ バイパス ホース NO.5に挿入する。

(2) 新品のガスケットを介し工具(32mmソケット レンチ)を使用して，

ユニオンをユニオン ボルトで締め付ける。

T =600kg.cm 

7 ウオータ アウトレツト ハウジング取り付け

(1) ウオータ アウトレツト ハウジングとウオータ バイパス

ホース No.6を接続する。

(2) 新品のガスケットを介して，ウオータ アウトレツト ハウジ

ングをボルト 1本，ナット 2個でシリンダヘッドに取り付け

る。

F 

伊
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8 エキゾースト マニホルド取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，エキゾースト マニホルドを新品

のナット 7倒でシリンダへツドを取り付ける。

丁 =400kg・cm

(2) エキゾースト マニホルド ステーをボルト 3本で取り付ける。

(3) エキゾースト マニホルド インシユレータ Nu 1を新品のナ

ツト 3個でエキゾースト マニホルドに取り付ける。

T = 195kg.cm 

9 ターボ チャージヤ取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，ターボ チャージヤを新品のナツ

ト4個で取り付ける。

T = 450kg・cm

(2) ターボ チャージヤ ステ- Nu2をボルトおよびスタッド

ボルトで取り付ける。

(3) ターボ チャージヤ ステーをボルト 2本で取り付ける。

(4) 新品のガスケットを介して.ユニオン ボルトおよびナット 2

個でターボ オイ 1レパイプとシリンダブロックを接続する。

(5) ターボ ウオータ ホース Nu2を取り付ける。
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(6) オイル レベルゲージ ガイドをボルト 1本で取り付ける。

10 デリパリ パイプ取り付け

(1) インジエクタに新品のグロメツトを取り付ける。

(2) インジエクタのO リング溝部に傷，異物の付着がないこと

を確認する。

(3) 新品のO リングにスピンドル油またはヌゲソリンを塗布して，

インジエクタに取りf寸ける。

(4) インジエクタを左右に回転させながらデリパリ パイプに取り

f寸ける。

(5) なめらかに回転することを確認する。

..  なめらかに回転しない場合はO リングのかみ込みが考え

られるため，インジヱクタを取りはずして再度上記(1).(2) 

の作業を行う。

(6) シリンダヘッドに新品のインジエクタ パイプレーシヨン

インシユレータ 6個を取り付ける。

(7) スベーサ 3個を介して，ボルト 3本でデリパリ パイプ ウイ

ズ インジエクタを取り付ける。

T=180kg. cm 

11 インテークマニホルド ウイズインテークエア サ ー ジ

タンク取りイ寸け

(1) 新品のガスケットを介して インテーク マニホルド ウイズ

インテーク エアサージ タンクをボルト 6本，ナット 4個

でシリンダヘッドに取り付ける。

T =180kg・cm

♂骨

伊藤
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(2) サージ タンク ステーをボルト 2本で取り付ける。

(3) 図に示すウオータ ホースを取り付ける。

(4) フユーエルパイプ No.lを取り付ける。

(5) 新品のガスケットを介して，パルセーシヨン ダンパを取り付

ける。

T =400kg.cm 

(6) 新品のガスケットを介して，フユーエル チューブ No.2をユ

ニオンでデリパリ パイプに取り付ける。

T =300kg・cm

(7) アクセルレータ ケーブル プラケットをボルト 2本で取り付

ける。

(8) フユーエルパイプ No.3をボルト 1本でデリパリ パイプに

取り付ける。

(9) 新品のガスケットを介してフユーエル パイプ No.3をプ

レツシヤ レギユレータに取り付ける。
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(10) 図に示すフユーエル ホースを取り付ける。

。1) VS  Vをボルト 1本でインテーク マニホルドに取り付ける。

(12) 図に示すバキューム ホースを取り付ける。

(13) プレッシヤ レギユレータのバキューム ホースを取り付ける。

12 カムシャフト取り付け

(1) カムおよびシヤーナル部にエンジン オイルを塗布-する。

(2) カムシャフト ベアリングキャップ No.1とシリンダヘッ

ド合わせ面にシール パツキン ブラックを主主布する。

笹野・シールパツキン塗布筒所は脱指を行う。

。シールパツキン塗布後 3分以内に作業を開始する。

(3) カムシャフト ベアリングキャップを取り付ける。取り付け

F 

位置，方向性は図に示す。~

(4) 図に示すJllfi序でカムシャフト ベアリング キャップのボルト

を左右均等に数回に分けて締め付ける。

T =200kg.cm 

毎聾 No.3，No.7のカムシャフト ベアリングキャップを 3~

4聞に分けて交互に締め付けた後，他のカムシャフト ベ

アリング キャップを締め付ける。
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(5) オイル シールの主リップ全周にエンジン オイルを塗布する。

..  ダスト リップよりオイルをはみ出させない。

(6) オイル シールを主リップ側からカムシャフト フロント部に

挿入するo

e冨 リップを反転させない。

(7) S STを使用して，オイル シールをシリンダヘッド:lI1o楽部

に挿人する。

55  T 09316-00010 09316-00050 

e冨 SSTを強くたたかない。

13 シリンダヘッド カバー取り付け

(1) シリンダヘッドのへツド カバー ガスケット按触面，へツ

ド カバー 7ゲスケットおよびヘッド カバーのYゲスケット溝

を消制する。

(2) カムシャフト ベアリング キャップ NO.1のコーナ部にシー

ルパツキン ブラックを塗布する。

(3) シリンダヘッド カパ- NO.1およひ;'No.2をスクリユ12本で

シリンダヘッドに取り付ける。

(4) ベンチレーシヨン ホースを取り付ける。

(5) No. 1， NO.2 レジステイブ コードをスパーク プラグに取り

付ける。

(6) No. 3 -No. 6 レジステイブ コードをスパーク プラグに取り

付け， 1 G コイル ウイズプラケットをナット 1倒で取り

付け，コネクタを接続する。

T =55kg・cm



2・38 エンジン オーバーホールーシリンダヘッド

F5328 

F5363 

F5362 

F5361 

F5360 

(7) Na 1. Na 2 レジステイプ コードを 1G コイルおよびクラ

ンプに取り付ける。

..  レジステイブ コードのロックは確実に行う。

(8) インテーク エア コネクタをボルト 2本で取り付ける。

(9) スロットル ボデー側のホース クランプを締め付ける。

(10) 1 G コイル カバーをナット 5個で取り付ける。

(11)オイルフイラ キャップを取り付ける。

(12) アイドルスピード コントロールパルプをボルト 2本でイ

F 

ンテーク エア コネクタに取り付ける。(IiF"

(13) ェア ホース 2本をクランプ2個でアイドルスピード コン

トロールパイプに取り付ける。

。。ベンチレーシヨン パイプをボルト 2本.ホース クランプ

3個で取り付ける。

(15) 02 センサのワイヤハーネスをベンチレーシヨン パイプの

クランプに取り付ける。
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14 オルタネータ ブラケット取り付け

(1) ボルト 3本でオルタネータ ブラケットをシリンダヘッドに

取り付ける。

15 オルタネータ取り付け

16 カム ポジシヨンセンサ取り付け

17 

(1) カム ポジシヨン センサに新品のO リングを取り付け，ギ

ヤ. 0 リングにエンジン オイルを塗布する。

(2) ギヤの φ4穴とハウジングのU溝を合わせる。

(3) シリンダヘッドのボルト穴とカム ポジシヨンセンサフ

ランジ部長穴の中心を合わせて，カム ポジシヨン センサを

挿入する。

(4) ボルトを締め付ける。

T =140kg・cm
〈参考〉 ボルトは点火時期点検，調整後本締めする。

(5) 封印テープでテイストリビュータ セット ボルトを封印する。

(6) カム ポジシヨン センサのコネクタを取り付ける。

(7) ターボ ウオータ ホース No.1を取り付ける。

(8) P/S ポンプブラケットをボルト 3本で取り付ける。

タイミング ベルト カバー No.2取り付け

(S 2 -11参照)

18 カムシャフト タイミング プーリ取り付け

(S 2 -12参照)

19 タイミング ベルト取り付け

(S 2 -13参照)

20 タイミング ベルト たわみ量点検

(S 2 -15参照)

21 タイミング ，、~Jレト カバー No.3取り付け

(S 2 -15参!被)
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シリンダブロック

準備品

ssγ 

~三金銭ee リムーパアンド リプレーサ

》誌bJ27h…1 001カムシャフト

亀 09215-00120 ゲート A

F 

炉タタフ 09215-00150 シャフト A

09215-00160 ピン
オイルポンプ ドライブシャフト

ベアリング取りはずし用
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リムーパ アンド リプレーサイ

09222-30010 コネクテイング ロツド | コネクテイング ロツド ブシユ脱着用

ブシュ | 

リプレーサ，クランクシャフト| クランクシャフト
09223-41020 

リヤオイルシール !取り付け用

リヤオイルシー ル

F 
リプレーサ，クランクシャフト

09223-50010 
フロント オイルシール

クランクシャフト フロント オイルシール

リプレーサ，デイフアレンシヤ

09506-35010ル ドライブピニオン リヤ

取り付け周

ベアリング

リプレーサ，アッパ ボール
09635-20010 

ジョイント ダスト カバー

クランクシャフト フロント オイル シール

およびクランクシャフト フロント オイル

シール取り付け用

09952-20010 スクリユ (i =202mm) 
オイルポンプ ドライブシャフト カラー

取りはずし悶
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ι三幹 09953-55010 クロウ. A 

ミミ 09955四 20012 プロパ

_.. - --一一一『一一一一ー一一一ーー-ーー.司『司 ー山 E 司ー→一喝骨一 ーーーーーーー-_..

SST 4多ラ 09956-20011 ピース，タイテイング
オイルポンプ ドライブシャフト カラー

取りはずし用

ーーーーーーーー ーーーーー-- - - - - -- 骨ー--ーーーーーーーーーー ， ー ー→・+ーー

~~ 09957・20010 ピン

ーーー 一 一 一一』一-- - - - --- - - --目司自『圃 E 値 . _ . . _ - - ー

捕圏、

伊 ダ彊静 09959-20010 ハンドル

⑨二l む 09043-38100 レンチ，ヘキサゴン10 シリンダヘッド ボルト脱者用

7 09032-00100 カツタ，オイルパン シール オイルパン取りはずしIII

工具

ピ詩ご ピストン リング ツール ピストン リング脱者)1]

m ピストン リング コンプレツ
ピストン耳Zり付け月j

サ

ピストン ヒータ ピストン加熱}日
唱「

ダ イヤル ゲージ

ト一一一一 各部測定用

マイクロメータ

ト一一一一

シリンダゲージ シリンダ内径測定用

計器
コネクァイング ロツド4、掃J昔日

キヤリパゲージ (0~25mm) 
ブシユl付従測定用

プレス ゲージ 対iすきH目測定用

直定規 ブロック上回ひずみ測定用

3由 R旨
シ ー ル パツキン ブラック オイルパンおよびシリンダヘッド取り付け用

その他
ビニールチユーフ ピストン脱r例年の傷付き防止則
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構成図 (1/2)

ミ
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カバー.シリンダヘッド， N~3 

カパー，シリンダへ';11'， No.I 
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ガスケット.シリンダへツド

プラケット， P/S一一一」角、_.J盃『司『今

リザーパ 1 ン~ .t..'I('--戸直~---
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パー， 7アンベルト
アジヤステインデ

.・・・・・・再使用不可部品 仁二コ……締め付けトルク(kg.cm)

F5572 
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構成図 (2/2) 

ゲージ，オイル レベル パイプ，ウオータ バイパス
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リテーナ.オイル シール

向

9ラン9シヤ7ト

プラケット， A/C コンプレツサ

パンザプ ASSY，オイル

ムl

.・・・・・・再使用不可部品 Eコ……締め付けトルク (kg.cm)

F5573 
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F5574 

シリンダブロック分解

A/C コンブレツサ ブラケット取りはずし

(S 2-8参照)

2 タイミングベルト カバー No.3取りはずし

(S 2-8参照)

3 No.l シリンダ圧縮よ死点セット

(S 2-8参照)

4 クランクシャフト プーリ取りはずし

(S 2-8参照)

5 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(S 2 --9参照)

6 タイミング ベルト取りはずし

(S 2-9参照)

7 シ リンダヘッド カバー取りはずし

(S 2 -20参照)

8 タイミングベルト アイドラ プーリ取りはずし

(S 2-9参照)

9 ポンプ ドライブシャフト プーリ取りはずし

(S 2-9参照)

10 クランクシャフト タイミング プーリ取りはずし

(S 2 -10参照)

11 オルタネータおよびアジヤステイング パー取りはずし

12 ターボ チャージヤ取りはずし

(S 2 -23参照)

13 ユニオン取りはずし

(S 2 -24参照)

14 p/S ポンプ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし. P/S ポンプブラケットを取りはず

す。

15 フユーエルパイプ No.3取りはずし

(1) 図に示すフユーエル ホースを取りはずす。

F 

F匝
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F5368 

F 5405 

F5371 

F5372 

F 5406 

(2) ユニホンおよびボルトをはずし，フユーエルパイプ No.3を

取りはずす。

16 フユーヱルパイプ No.lおよびウオータ ホース取りはずし

(1) パルセーシヨン ダンパを取りはずす。

(2) 図に示すボルトをはずし，フユーエル パイプ NO.1を取りは

ずす。

(3) 図に示すウオータ ホースを取りはずす。

17 サージ タンク ステー取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，サージ タンク ステーを取りはずす。

18 エキゾースト マニホルド ステー取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，エキゾースト マニホルド ステーを取

りはずす。



2・46

11 13 10 
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エンジン オーバーホールーシリンダブロック

F5575 

F5407 

F5408 

F5409 

F5410 

19 ウオータ バイパスホース No.6明り離し

(1) ウオータ バイパス ホース NO.6をウオータ アウトレツト

ハウジング側で切り離す。

20 シリンダヘッド取りはずし

(1) 工具(ヘキサゴン レンチ 10) を使用して，シリンダへツ

ド ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等にゆるめる。

(2) シリンダヘッドをインテークおよびエキゾースト マニホル

ド，カムシャフト付きで取りはずす。

(3) ガスケットを取りはずす。(8"予

21 エンジン マウンテイング ブラケット LH取りはずし

(1) ボルト 3本，ナット 1個をはずしエンジン マウンテイング

ブラケット LHを取りはずす。

22 フユーヱルパイプサポート取りはずし

(1) ナット 2個をはずし，フユーエルパイプサポートおよびガ

スケットを取りはずす。

23 ノック コントロール センサ取りはずし

24 ウオータ バイパスパイプ取りはずし

(1) 図に示すボルト 3本，ナット 2個をはずし，ウオータ パイパ

スパイプを取りはずす。

伊
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F5411 

F5412 

F5413 

F5414 

Z4679 Z6547 

25 オイル フィルタ ブラケット取りはずし

(1) ユニオン ボルトおよびガスケットをはずし，オイル フィル

タ プラケットをオイル フィルタ付きで取りはずす。

26 エンジンマウンテイング ブラケット RH取りはずし

27 オイルホールカバー プレート取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，オイルホールカバープレートおよ

ぴガスケットを取りはずす。

28 オイル プレッシヤ スイッチ取りはずし

29 ドレーン コック プラグ取りはずし

30 オイルパン取りはずし

(1) ボルト23本，ナット 3個を取りはずす。

(2) 工具(オイルパン シール カツタ)とプラスパーを使用

して，シリンダブロックからオイルパンを取りはずす。

..オイルパン フランジ部が変形するのでゆっくり行う。
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F5415 

F5416 

F2142 

C5081 

己5082

31 オイルポンプ取りはずし

(1) オイルポンプアウトレツト パイプ用ロック ナットを切

り離す。

(2) ボルト 2本をはずし，オイル ポンプをオイルストレーナお

よぴオイル ポンプアウトレツト パイプ付きで取りはずす。

32 ユニオン取りはずし

(1) ドライパを使用して，ユニオンをシリンダ プロック下面より

打ち抜く。

33 タイミングベルト ケース取りはずし

(1) ボルト 6本，ナット 2個をはずし，タイミングベルト ケー

スをウオータ ポンプ付きで取りはずす。

34 リヤオイルシール リテーナ取りはずし

F 

(1) ボルト 5本をはずし，リヤオイルシール リテーナおよび (i'" 

ガスケットを取りはずす。

35 コネクテイング ロツド スラストすき間点検

(1) 計器〈ダイヤルゲージ)またはシックネス ゲ〕ジを使用して

スラストすき聞を測定する。

基準値 O.160-0.296mm 

限度 O.30mm
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36 ベアリング油すき間点検ロツドコネクテイング

キャップを取りはずす。

エンドおよび

ゲージをセットする。ピンの中央にプレス

クランク

認する。

クランク

ベアリング

ベアリングの内外面，コネクテイング

ピンを清掃し，著しい摩耗，傷付きのないことを確

(3) 

エンジン

ロツド

ナットをはずし，(1) 

(2) 

キャップを取り付け，合わせマークを確認して，ベアリング

ナットを規定トルクで締め付ける。

(4) 

クランクシャフトを絶対に固さない。

キャップを再び取りはずす。

T = 650kg.cm 
e冨測定時，

ベアリング(5) 

F2144 

咽ヘ

ゲージで油すき聞を測定する。

O.021~O.053mm 

O.08mm 

プレス ゲージは最も帽の広い部分を測定する。

測定後， ゲージを完全に取り除〈。プレス

プレス(6) 

F2145 

ベアリングを交換またはクランク限度値を超過した場合は，(7) 

F2146 

ベアリングを使用する。U/S ピンを研磨して，N.6. 5. 4 
N.5ジョイント ・ E 咽ヘ

ベアリング種類

かん合符号(C) ベアリング中央肉厚(醐) クランク ピン径(園田〉

STD 1 1. 490 -1. 495 

STD 2 1.495-1.500 

STD 3 1. 500 -1. 505 51.976-52.000 

STD 4 1.505-1.510 

STD 5 1.510-1.515 

U/S 0.25 1. 622 -1. 632 51. 725-51. 735 

ロツドコネクテイング〈参考〉

ピン経符号(8)

ピ

サイズの選択は以下の式で算出する。

ロツド大端部穴径符号(A)+クランクシャフト

ベアリング符号(C)

ベアリング

コネクテイング

ン径符号(B)=STD

STD 
コネクテイング
ロツド
大端鼠穴櫨符骨
(A) 

。フロント

ベ
ア
リ
ン
デ
選
択
符
号
(
C
)

C5084 F0733 F5417 
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F2360 

~ 

Z5322 

F2147 

F2148 

F2149 

37 ピストンおよびコネクテイング ロツド取りはずし

(1) コネクテイング ロツドのボルトにビニール チューブを取り

付け，シリンダ ブロック，クランクシャフトを傷付けないよ

うに，ピストンおよびコネクテイング ロツドを取りはずす。

(2) 取りはずしたピストンおよびコネクテイング ロツド，ベアリ

ング キャップをシリンダ)1慎に整理する。

38 クランクシャフト スラストすき間点検

(1) 計器(ダイヤル ゲージ)を使用して，スラストすき聞を測定

する。

基準健 O.05~O.25mm 

限度 O.30mm 

限度値を超過した場合は，スラスト ワツシヤまたはクランク Fト

シャフトを交換する。

〈参考〉 スラスト ワツシヤ肉厚 2.925-2.975mm 

クランクシャフトセンタベアリング幅 21.87-22.13阻

39 クランクシャフト油すき間点検

(1) ボルトをはずし，クランクシャフト ベアリング キャップを

取りはずす。

(2) ベアリングの内外面，ベアリング キャップ内面，ブロックの

ジャーナル部およびクランクシャフト ジャーナルを清掃し，

著しい摩耗，傷付きのないことを確認する。

(3) シリンダ ブロックにベアリングとクランクシャフトを取り付

ける。

(4) クランクシャフト ジャーナルの中央にプレス ゲージをセツ

トする。

(5) フロント マークを確認して，ベアリング キャップを取り付

け，ボルトを規定トルクで締め付ける。

T = 1040kg・cm
..測定時，クランクシャフトを絶対に固さない。

(6) ベアリング キャップを再び取りはずす。

F 
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エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2・51

F2150 

#2-7ジャーナル

F2151 

(7) プレス ゲージで油すき聞を測定する。

基準値 0.030-0.048mm 

限度 0.07mm 

..プレス ゲージは最も幅の広い部分を測定する。

測定後，プレス ゲージを完全に取り除〈。

(8) 限度値を超過した場合は，ベアリングを交換またはクランク

ジャーナルを研磨してU/S ベアリングを使用する。

..  プレス ゲージは測定後，完全に取り除く。

〈参考〉 クランクシャフト ベアリング種類

かん合符号(C) ベアリング中央肉厚〈醐) クランクジャーナル径(皿)

STD 1 1. 988-1.991 

STD 2 1. 991-1. 994 

STD 3 1. 994 -1. 997 59.984-60.012 

STD 4 1. 997 -2.000 

STD 5 2.000-2.003 

U/  S 0.25 2.123-2.133 59.730-59.740 

STD ベアリングサイズの選択は以下の式で算出する。

クランク ジャーナル下穴符合(A)+クランクシャフト ジャーナ

ル径符号(B)=S TD  ベアリング符号(C)

クランクシャフト取りはずし

(1) クランクシャフトを取りはずす。

(2) ベアリングをシリンダブロックから取りはずす。

(3) ベアリング キャップおよびベアリングを取り付け位置ごとに

整理する。

オイルポンプ ドライブシャフト取りはずし

(1) オイルポンプ ドライブシャフト取り付けボルトを取りは

ずす。

(2) オイルポンプ ドライブシャフトを取り出す。
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F5615 

F5616 

F5619 

品伊;J:

Z5580 Z5866 

F2796 

42 ポンプ ドライブシャフト点検

(1) ポンプ ドライブシャフトに，ポンプ ドライブシャフト

ギヤを組み付ける。

(2) シックネス ゲージを使用してポンプ ドライプシャフトの

スラストすき聞を点検する。

基準値 0.06-0.13mm 

限度 0.3mm 

(3) S S Tを使用して，オイルポンプ ドライブシャフト カ

ラーを取りはずす。

55 T 09950-20016 

(4) プレスを使用して，オイルポンプ ドライブシャフト カ

ラーを圧入する。

信語・カラーとスラスト プレートの方向を確認する。

・カラーの角部に傷を付けないように取り扱う。

43 オイルポンプ ドライブシャフト ベアリング点検

(1) 計器(マイクロメータおよびシリンダゲージ)を使用して，

ジャーナル外径およびベアリング内径を測定し，油すき聞を算

出する。

基準値 0.30mm 

限度 0.08mm 

〈参考〉

ジャーナル番号| ベアリング内筏(皿) I ジャーナル外径(皿)

Nnl I 4l.000-4l.025 I 40.959-ω.975 
Nn2 I 33.000-33.025 I 32.959-32.町5

F酔

戸惨
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SST 
F2152 

C5068 

SST 

C5069 

SST 

C5070 

SST 

C5071 

(2) 油すき聞が基準値外の場合は. SSTを使用してベアリングを

交換する。

e冨ベアリングの油穴とブロックの油穴を確実に合わせる。

55  T 09215-00120 09215・00150 09215・00160

09215・00210 09215・00220

① SSTを図のようにセットし.Nal ベアリング(フロント

仰d)を取りはずす。

② SSTを図のようにセットし.Nal ベアリングを取り付け

る。

③ SSTを図のようにセットし.Na2 ベアリング(リヤ側〉を

取りはずす。

④ SSTを図のようにセットし.Na2 ベアリングを取り付け

る。
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シリンダ ブロック点検

シリンダ ブロック清掃

(1) スクレーパを使用して，シリンダ ブロックに付着しているシ

リンダヘッド ガスケットを取り除く。

(2) 洗浄液等でシリンダ ブロック各部を清掃する。

2 シリンダ ブロック上面ひずみ点検

(1) 計器(直定規)とシックネス ゲージを使用して図に示す6箇

所を測定する。

限度 0_05mm

3 シリンダ壁面点検

(1) シリンダ壁面に著しいかき傷のないことを確認する。
F 

4 シリンダ摩耗点検

(1) 計器(シリンダゲージ)を使用し，図に示す 6箇所を測定し

最大値と最小値の差を求める。

限度 O_2mm 

限度値を超過した場合は，シリンダをボーリングするか，また

はシリンダブロックを交換する。 (S2 -56参照)

5 だ円度，テーパ度点検

(1) 計器(シリンダゲージ)を使用して図に示すA，Bおよびa， f!O' 

bを測定し，だ円度，テーパ度を算出する。

限度 だ円度 (AーBまたは a-b) O_02mm 

テーパ度 (A-aまたはB-b) 0_02mm 

限度値を超過した場合は，シリンダをボーリングするか，また

はシリンダブロックを交換する。 (S2 -56参照)

ピストンおよびコネクテイング ロツド分解

ピストン遊動点検

(1) ピストンを動かしたときスムースに動くことを確認する。

(2) 引っ掛かり，ガタっき，動きの重いときはピストンとピストン

ピンをセットで交換する。
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2 ピストン リング取りはずし

(1) 工具(ピストン リングツール)を使用し，ピストン リン

グを取りはずすo

..取りはずしたピストン リングは各シリンダごとに整理し

ておく。

3 ピストン ビン取りはずし

(1) ロング ノーズプライヤを使用してスナップ リングを取り

はずす。

(2) ピストン ヒータを使用して，ピストン，ピストン ビンおよ

びコネクテイング ロツドを約600Cに暖める。

(3) ピストン ビンを指で押して抜き取る。

(4) 取りはずしたピストン，ピストン ビン，ピストン リング，

コネクテイング ロツドをシリンダ順に整理する。

ピストンおよびコネクテイング ロツド点検

ピストン清掃

(1) 不要なピストン リング等を使用して，リング溝のカーボンを

取り除く。

(2) ブラシ等を使用して，各部のカーボンを取り除いた後，洗浄液

等で清掃する o

e冨ワイヤ ブラシ等毛先の硬いものを使用して傷を付けない。

2 ピストン外径点検

(1) 計器(マイクロメータ)を使用して，ピストン項部より約22mm

下の位置でピストン ビン穴と直角方向の直径を測定する。

基準値 82.910--82.960mm 
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F 5422 Z 5324 C 5087 

F5423 

M制 60

S ピストン クリアランス点検

(1) シリンダ スラスト方向最小内径とピストン外径測定箇所の差

を算出する。

基準値 0.07-0.09mm 

基準値外の場合は，ピストンまたはシリンダ ブロックを交換

するか，シリンダをポーリングする。

〈参考〉・基準値外の場合でもシリンダ内径によってはピストンのみ

を選択符号で交換することが可能である。

・ピストン外径およびシリンダ内径の基本寸法

選択符号 ピストン外径(醐) イシリンダ内径 (mm)

。 82.910 - 82.920 82.990 - 83.000 

1 82.921 - 82.930 83.001 - 83.010 

2 82.931 - 82.940 83.011 - 83.020 

3 82.941 - 82.950 83.021 - 83.030 

4 82.951 - 82.960 83.031 - 83.040 

-ボーリング仕上げ寸法=(0/8 ピストン外径)+(油す

き間0.08-0.10園田〉ー(ホーニングしろ0.02mm)

・ピストン O/S種類・ H ・H ・"0.5Omm

4 ピストン リングとリング溝すき間点検

F、

(1) シックネス ゲージを使用して，ピストン全厨にわたりすき間 F、

を測定する。

基準値 T 0 P 0.Oa-0.07mm 

2 nd 0.02-0.06mm 

5 ピストン リング合い口すき間

(1) ピストン リングを手でシリンダに浅く入れる。

(2) ピストンを使用して，ピストン スカート上端をシリンダプ

ロック上面から40mmの位置まで押し込み，ピストン リングを

セットする。

〈参考〉 ピストン リング合い口すき聞は，リング擢動面より下の

位置で測定する。
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(3) シックネス ゲージを使用して，合い口すき聞を測定する。

-------基準値(mm) 限 度 (mm)

T O P  0.29~0.44 0.74 

2nd 0.25~0.53 1. 13 

オイル 0.10~0.56 1. 16 

6 ピストン ビン点検

(1) ピストン ヒータを使用して，ピストンを約60'Cに暖める。

(2) ピストン ビンにエンジン オイルを塗布して，ピストンに挿

入したとき，親指で押し込める程度の抵抗があることを点検す

る。

7 コネクテイング ロツド油すき間点検

(1) 計器(キヤリパゲージ〉を使用して，コネクテイング ロツ

ド小端部のブラシユ内径を測定する。

基準値 22.005~22.017mm 

(2) 計器(マイクロメータ)を使用して，ピストン ビンの外径を

測定する。

基準値 21.997~22.009mm 

(3) コネクテイング ロツド小端部のプシユ内径とピストン ピン

外径の差を算出する。

基準値 0.005~0.01Imm 

限度 0.03mm

〈参考〉 油すき間はピストン ビン穴最小内径からピストン ビン

最大外径を減じたものである。

限度値を超過する場合は，ブシユまたはピストン ビンとピス

トンをセットで交換する。

コネクテイング ロツド ブシユ交換

ブシユ取りはずし

(1) S S Tを使用してコネクテイング ロツドよりプシユを抜き出

す。

55 T 09222-30010 
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2 プシユ取り付け

(1) S STを使用してコネクテイング ロツドにプシユを圧入する。

55  T 09222・30010

..  ブシユの油穴とコネクテイング ロツドの油穴を合わせる。

(2) プシユ内径を研磨する。

基準値 22.005--22.017mm 

クランクシャフト点検

クランクシャフト曲がり点検

(1) 計器(ダイヤル ゲージ)とV プロックを使用して，クラン

クシャフトを 1回転させたときの振れを測定し，曲がりを算出

する。
F 

限度 0.03mm
ダイヤルゲージの振れ

〈参考〉 曲がり- 2 

2 クランクシャフト摩耗点検

(1) 計器(マイクロメータ)を使用して，クランクシャフト ジヤ

ーナルの図に示す箇所を測定する。

基 準 値 目.994--60.012mm

(2) だ円度，テーパ度を算出する。

限度 だ円度，テーパ度 0.02mm

基準値または限度値を超過する場合は，クランク ジャーナル

を研磨またはクランクシャフトを交換する。

(3) 計器(マイクロメータ)を使用して，クランクシャフト ピン

部の図に示す箇所を測定する。

基準値 51.976--52.000mm 

(4) だ円度，テーパ度を算出する。

F酔

限度だ円度，テーパ度 0.02mm

基準値または限度値を超過する場合は，ピン部を研磨またはク

ランクシャフトを交換する。

フロント オイルシール交換

単体作業

(1)θ ドライパ等を使用して取りはずす。

(2) S STを使用して打ち込む。

55  T 09223-50010 

e冨オイルシールを斜めに打ち込まない。

(3) オイル シール リップ部にキヤツスル MP グリース No.

2を塗布する。
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2 車上作業

(1) カツタ ナイフでリップ部を切り取る。

(2) eドライパにビニール テープを巻き，クランクシャフトおよ

びタイミングベルト ケースにウエスを当てて，オイル シ

ールをこじる。

..  オイル シール取りはずし後，クランクシャフトに傷がな

いことを確認する。傷がある場合は，サンド ペーパで修

正する。

(3) 取り付け前に，オイル シールのリップ部にキヤツスル MP

グリース NO.2を塗布する。

(4) S S Tを使用して，オイル シールを打ち込む。

5 5 T 09506-35010 09635-20010 

ポンプ ドライブシャフト オイルシール交換

単体作業

(1) θドライパ等を使用して取りはずす。

(2) S S Tを使用して打ち込む

55 T 09635-20010 

e冨オイルシールを斜めに打ち込まない。

(3) オイル シール リップ部にキヤツスル MP グリース No.

2を塗布する。

2 車上作業

(1) カツタ ナイフでリップ部を切り取る。

(2)θ ドライパにビニール テープを巻き，カラーのオイル シー

ル当たり面に傷を付けないようにこじる。

(3) 取り付け前に，オイル シールのリップ部にキヤツスル MP

グリース NO.2を塗布する。

(4) S S Tを使用して打ち込む。

55 T 09635-20010 

(5) ポンプ ドライブ シャフトに付着したグリースを拭き取る。
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リヤオイルシール交換

単体作業

(1) θドライパ等を使用して取りはずす。

(2) S STを使用して打ち込む。

5 5 T 09223-41020 

(3) オイル シール リップ部にキヤツスル MP グリース Na

2を塗布する。

2 車上点検

(1) カツタ ナイフでリップ部を切り取る。

(2)θドライパにビニール テープを巻き，クランクシャフトにウ

エスを当ててオイル シールをこじる。

笹冨 オイル シール取りはずし後，クランクシャフト取り付け

部に傷がないことを確認する。傷がある場合は，サンド F 

ペーパ(#400)で修正する。

(3) 取り付け前に，オイル シールのリップ部にキヤツスル MP

グリース Na2を塗布する。

(4) S STを使用して打ち込む。

55 T 09223-41020 

(5) クランクシャフトに付着したグリースを拭き取る。

ピストンおよびコネクテイング ロツド組み付け

F 
コネクテイング ロツド組み付け

(1) ピストンを約600Cに暖める。

(2) 新品のスナップ リングを片側のみ取り付ける。

(3) ピストンおよびコネクテイング ロツドのフロント マークを

合わせ，ピストン ビンにエンジン オイルを塗布して親指で

押し込み取り付ける。

(4) 新品のスナップ リングを取り付ける。

2 ピストン リング取り付け

(1) 工具(ピストン リングツール)を使用して，ピストン リ

ングの打刻マークを上にして取り付ける。

〈参考〉 打刻マーク

lT 

2T 

リング|日本ピストン リング

lN 

2N 
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(2) リングの合い口を図に示す位置に合わせる。

3 コネクテイング ロツド ベアリング取り付け

e語 ベアリング取り付け部およびベアリング闘にエンジンオ

イルを塗布しない。

(1) アッパベアリングをコネクテイング ロツドの油穴およびロ

ツク溝に合わせて取り付ける。

(2) ロワーベアリングをコネクテイング ロツド キャップの口

ツク溝に合わせて取り付ける。

シリンダブロック組み付け

e語・組み付け部品は十分に清掃する。

・しゅう動部分および回転節分は，エンジン オイル塗布後

組み付ける。

・ガスケットおよびシール類等再使用不可部品は新品と交換

する

オイルポンプ ドライブシャフト取り付け

(1) オイルポンプ ドライブシャフトをシリンダプロック内

に挿入する。

(2) オイル ポンプ ドライブシャフト取り付けボルトを締め付

ける。

T=130kg・cm

2 クランクシャフト ベアリング取り付け

..・ベアリング取り付け部およびベアリング闘にエンジン

オイルを塗布しない。

• No. 1 ジャーナル ベアリングは， No. 2~ 7 ジャーナル

ベアリングと爪の位置が異なるので，組み付け時に十分確

認するニと。

(1) 全周に油溝のあるアッパベアリングを，油穴を合わせてシリ

ンダプロックに取り付ける。

(2) ロワーベアリングをクランクシャフト ベアリングキヤツ

プに取り付ける。
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(3) スラスト ワツシヤは油溝を外側に向け，ツパ付きのスラスト

ワツシヤをクランクシャフト ベアリング キャップ側に取り

f寸ける。

〈参考〉 スラスト ワツシヤ裏面にエンジン オイルを塗布すると

脱落しにくい。

3 クランクシャフト取り付け

..  クランクシャフト，シリンダ ブロックおよびベアリング

を交換した場合は必ず油すき聞を点検する (52-50参照)

(1) クランクシャフトおよびベアリングのしゅう動部にエンジン

オイルを塗布する。

(2) ベアリング キャップを打刻番号に合わせフロント マークを (O' 

前方にして取り付ける。

(3) ネジ部に少量のエンジン オイルを塗布し，図に示す順序で数

回に分け均等に締め付ける。

T = 1040kg.cm 

(4) ベアリング キャップを締め付け後，クランクシャフトがスム

ースに回転することを確認する。

(5) クランクシャフト スラストすき聞を点検する。(S2 -50参照)

基準値 0.05~0.25mm

限度 0.30mm

F2165 4 ピストン取り付け

笹墨， コネクテイング ロツド，ベアリングおよびクランクシヤ

フトを交換した場合は必ず油すき聞を点検する。 ro
(52-49参照)

(1) シリンダ内壁，ピストン外周およびベアリング表面にエンジン

オイルを十分塗布する。

(2) ピストン リングの合い口の方向を確認する。(S2 -61参照)

(3) コネクテイング ロツドのボルト部にビニール チューブ等で

シリンダ，クランクシャフトの傷付き防止措置を施す。

Z5576 (4) ピストンおよびコネクテイング ロツドのしゅう動部にエンジ

F 5429 

ン オイルを塗布する。

(5) 工具(ピストン リング コンブレツサ)を使用して，フロン

ト マークを前方にしてピストンをコネクテイング ロツド付

きでシリンダに押入する。

..  ピストンとシリンダは分解時と同じ組み合わせにする。

(6) ベアリング‘表面にエンジン オイルを十分塗布する。

(7) コネクテイングロツドベアリングキャップのフロント マ

ークが前方になるよう取り付け，ネジ部に少量のエンジン

イルを塗布する。
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(8) ナットを 2-3回に分けて左右交互に締め付ける。

丁=650kg.cm 

(9) コネクテイング ロツド スラストすき聞を点検する。

(S 2 -48参照)

基準値 O.160~O.296mm 

限度 O.30mm

スラストすき間測定後， NO.1 シリンダのピストンを上死点に

セットする。

5 リヤオイルシール リテーナ取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，リヤ オイル シール リテーナ

をボルト 5本で取り付ける。

T = 130kg・cm

6 タイミングベルト ケース取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，ボルト 6本，ナット 2個で，ウオ

ータ ポンプ付きのタイミングベルト ケースをシリンダ

ブロックに取り付ける。

T = 185kg・cm(8 mm) 

T = 375kg・cm(10mm) 

7 ユニオン取り付け

(1) プラスパーを使用して，ユニオンをシリンダ ブロックに打ち

込む。

8 オイル ポンプ取り付け

(1) オイルポンプ ドリブン ギヤを数回以上手で、回転させ，ス

ムースに作動させることを確認する。

(2) オイルストレーナおよびオイルポンプアウトレツト パ

イプ付きのオイルポンプをボルト 2本でシリンダブロック

に取り付ける。

(3) オイルポンプアウトレツト パイプ用ロック ナットを締

め付ける。

T = 350kg・cm
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9 オイルパン取り付け

(1) シール パツキン塗布筒所および合わせ面の脱脂を行う。

(2) オイルパンの図に示す位置にシールパツキンブラックを

塗布するo

e窃・シールパツキンの幅φ4~5 で塗布する。
・シール パツキンは会周切れ目なく塗布する。

・シール パツキンは塗布後 5分以内に仮付けする。

(3) オイルノTンをボルト 23本，ナット 3個でシリンダブロック

lこ耳Zりf寸ける。

T = 130kg・cm

10 ドレーン コック プラグ取り付け

11 オイル プレッシヤ スイッチ取り付け

12 オイルホールカバー プレート取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，オイル ホールカバープレー

トをボルト 2本で シリンダブロックに取り付ける。

13 エンジン マウンテインタ ブラケット RH取り付け

14 オイル フィルタ ブラケット取り付け

F 

(1) 新品のO リングおよびガスケットを介して，オイル フィル F 

タ付きのオイル フィルタ，ブラケットをユニオン ボルトで

耳Zり付ける。

T = 500kg ・cm

15 ウオータ バイパス パイプ取り付け

(1) タイミングベルト ケースのウオータバイパスパイプ接

続部に新品のガスケットを取り付ける。

(2) ウオータ バイパスパイプをボルト 3本でシリンダブロツ

クに耳Eり付ける。

(3) タイミングベルト ケースとウオータ バイパスパイプを

ナット 2個で接続する。

16 ノック コントローJレ センサ取り付け
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エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2・65

F5408 

F2791 

9 13 

11 

F5407 

F5575 

F5406 

17 フユーエルパイプサポート取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，フユーエルパイプサポートを

ナット 2個でシリンダブロックに取り付ける。

18 エンジン マウンテイング ブラケット LH取り付け

19 シリンダへツド取り付け

(1) 図に示す筒所にシールパツキン ブラックを塗布し，新品の

ガスケットを介してシリンダヘッドをプロックに取り付ける。

e歯ガスケット取り付け前にシリンダへツド下薗，シリンダ

プロック上面およびシリンダ ブロック オイル穴，ボル

ト穴を清掃する。

(2) シリンダヘッドのネジ部およびワツシヤ プレートに少量の

エンジン オイルを塗布する。

(3) 工具(ヘキサゴン レンチ 10)を使用して，シリンダへツ

ド ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等に締め付ける。

T =800kg.cm 

20 ウオータ バイパスホース No.6取り付け

21 エキゾースト マニホルド ステー取り付け
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パn~~

エンジン オーバーホールーシリンダブロック

F5372 

F5371 

F5405 

F5368 

F5574 

22 サージタンク ステー取り付け

23 フユーエルパイプ No. 1およびウオータ ホース取り付け

(1) 図に示すウオータ ホースを取り付ける。

(2) フユーエルパイプ Nu1を図に示すボルトでインテークマニ

ホルドに取り付ける。

(3) 新品のガスケットを介して，フユーエルパイプ Nu1をパル

セーシヨン ダンパでデリパリ パイプに取り付ける。

T =400kg.cm 

可

24 フユーエルパイプ No.3取り付け

F 

(1) フユーエルパイプ Nu3をボルト 1本でデリパリ パイプに 伊

取り付ける

(2) 新品のガスケットを介して，フユーエルパイプ Nu3をユニ

オン ボルトでプレッシヤ レギユレータに取り付ける。

T =250kg.cm 

(3) 図に示すフユーエル ホースを取り付ける。
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エンジン オーバーホールーシリンダブロック

25 P/S ポンププラケット取り付け

26 ユニオン取り付け

(82-32参照)

27 ターボ チャージャ取り付け

(82-33参照)

28 オルタネータおよびアジヤステイング パー取り付け

円 404 29 クランクシャフト タイミング プーリ取り付け

(82-12参照)

30 ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(82-12参照)

31 タイミングベルト アイドラ取り付け

(8 2 -12参照)

32 タイミングベルト取り付け

(82-13参照〉

33 タイミング ベルトたわみ量点検

(82-15参照}

34 シリンダヘッド カバー取り付け

(82-37参照)

35 タイミングベルト カバー No.3取り付け

(82-15参照)

36 A/C コンプレツサ ブラケット取り付け

(8 2 -15参照)

2・67



MEMO 

、--



唱、

唱もこ

3幽 1

3 排出ガス浄化装置
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雫事斡懇ぷ当

~ァe

計器 『
よ品

サウンド スコープ

油脂
封印テープ

その他

排出ガス浄化装置一回路図，準備品

• • 

回 路図

カム
ポジシヨン
センサ

準 備 A 
回目

テスタ， トヨタ ヱレクトリ
09082・00012 カル

ワイヤ，タコ J{ルス
09843・18010

ピック アップ

09990・00111 チェッカ. O2 センサ

82992・20010 ワイヤ. O2センサ チェッヵ

っ吾子百

イダナイタ 圃 園+智E 布、J 骨 l

11--. 

/':I~ センサ

各部点検用

回転計接続用

空燃比補償装置点検用

02 センサチェッヵ接続用

インジエクタ作動音確認用

点火時期調整用

L 一一

ECU 

F 

MS0049 

P 
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排出ガス浄化装置一空燃比補償装置 3・3

F5119 

SH-18・1

F剖 23

F引 24

@ 

Z7041 

空燃比補償装置

空燃比補償装置システム点検

〈参考> ECUより空燃比が補償されているため調獲の必要はあり

ません。

エンジン暖機

基準冷却水混 80~9σc

2 回転計取り付け

(1) チェック コネクタの IG8端子にタコパルス ピックア

ツプ ワイヤを介して，回転計を取り付ける。

〈参考〉 二次信号検出タイプの回転計は，誤動作する恐れがありま

すので，一次信号検出タイプのDRD対応型回転計を使用

してください。

3 タイミング ライト取りイ寸け

(1) Nn6 シ リ ン ダ プ ラ グ コードにタイミングライトのピツ

ク アップを取り付ける。

4 点火時期およびアイドル回転数点検

(S 1参照)

5 空燃比補償装置点検

|02 センサ チェッカによる点検|

(1) チェック コネクタに計器(チェッカ ワイヤ)を取り付け，

02 センサチェッヵを取り付ける。

(2) エンジン回転を約2500rpmで約90秒間保持し. 02 センサを暖

機する。

(3) 計器のT-El端子を短絡する。

(4) エンジン回転を約2500rpmで保持し. 02 センサ チェッカの

ロータリ スイッチをVFの位置にし，指針が0-5V聞で振れ

ることを確認する。また. Ox ランプの点滅回数を測定する。

基準 10秒間に 8回以上指針が振れること

10秒間に 8回以上Ox ランプが点滅するニと



3・4 排出ガス浄化装置一空燃比補償装置

F5128 

F5125 

SH・18-1

F日26

F5125 

(5) T-El端子を開放する。

(6) アイドル回転でVF電圧を測定する。

基準値 2.5土1.25V

トヨタ エレクトリカルテスタによる点検|

..・内郡抵抗の小さいサーキット テスタを使用すると正し〈

電圧表示されないため，トヨタ ヱレクトリカルテスタ

以外のテスタを使用する場合は内部抵抗40KQ以上のもの

を使用する。

・チェック コネクタの接続位置を間違えると故障の原因に

なるため絶対に間違えない。

(1) チェック コネクタのVF端子にテスタの@端子を.El端子にテ

スタの@端子を接続する。

(2) エレクトリカル テスタのロータリ スイッチを20V レンジ

にする。

(3) エンジン回転を約2500rpmで約90秒間保持し. 02 センサを暖

機する。

(4) T-El端子を短絡する。

(5) エンジン回転を約2500rpmで保持し，エレクトリカル テスタ

の指示が0-5V聞で変化することを確認する。

基準 10秒間に8回以上変化するニと

(6) T-El端子を開放する。

(7) アイドル回転でエレクトリカル テスタの指示を測定する。

基準値 2.5土1.25V

F 

F震
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排出ガス浄化装置一点火時期制御装置 3・5

F5119 

5H・18・1

F5120 

5H-18・1

F5121 

点火時期制御装置

点火時期制御装置システム点検

エンジン暖機

基準 冷却水混 80~900C

2 回転計取り付け

(1) チェック コネクタの IG8端子にタコパルス ピックア

ツプ ワイヤを介して，回転計を取り付ける。

〈参考〉 二次信号検出タイプの回転計は，誤作動する恐れがありま

すので，一次信号検出タイプのDRD対応型回転計を使用

してください。

3 タイミング ライト取り付け

(1) NO.6 シ リ ン ダ プ ラ グ コードにタイミング ライトのピツ

ク アップを取り付ける。

4 点火時期制御装置システム点検

(1) アイドル回転数を点検する。

基準値 600~700rpm 

(2) チェック コネクタのT日 El端子を短絡する。

..  短絡位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違え

ない。

(3) 点火時期がBTDC9-1l0 であることを確認する。



3・6 排出ガス浄化装置一減速時制御装置

F5122 

(-----" 

F5119 

SH-18-1 

F5132 

F5133 

(4) T-El端子-を開放する。

(5) 点火時期がBTDC12。以上であることを確認する。

減速時制御装置

減速時制御装置システム点検

エンジン暖機

基 準 冷却水温 80~900C

2 回転計取り付け

(1) チェック コネクタの IG8端子にタコパルス ピック ア

ツプ ワイヤを介して，回転計を取り付ける。

〈参考〉 二次信号検出タイプの回転計は誤作動する恐れがあります

ので，一次信号検出タイプのDRD対応型回転計を使用し

てください。

3 減速時制御装置点検

(1) ダッシユポット用V T Vを耳Zりはずす。

(2) エンジン回転を約2500rpmに上げる。

(3) サウンド スコープを使用し，インジエクタの作動音を確認す

る。

(4) スロットル レバーを離したときインジエクタの作動音が一瞬

止まり，その後，再度作動音がすることを確認する。

基 準 フユーエルカット回転数約1400rpm

復帰回転数 約1200rpm

〈参考〉 サウンド スコープのかわりにインジエクタに指を当てて

も確認は可能である。

スロットルポジシヨンセンサ点検

I D L-Ez端子間抵抗点検

(1) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取りはずす。

(2) スロットル ストップ スクリユとレバーの聞にシックネス

ゲージをはさみ 1D L-E2聞の抵抗を測定する。

基準値 0_5mm 導通あり

O.9mm 導通なし

~I 

~ 
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F副杓ンドス コ ー プ

EFI システムートラブル シユーテイング

C1661 

F5132 

トラブル シユーテイング
本トラブル シユーテイングはEFI装置が起因する項目を主体に各

不具合現象ごとに記載しであります。従って，エンジン本体関係が

起因する事項は点検項目のみ記載してあります。

..・燃料系部品の点検，脱着および電気系統部品の脱着を行う

場合は，ダイアグノーシス コードを読み取った後，バッ

テリ @ターミナルを取りはずす。

・燃料経路を切り離す場合は，作業の前に燃料流出防止作業

(54-9参照)を行い周囲に燃料が飛散しないよう，ウエ

ス等であてがう。また，組み付け後，燃料漏れ点検(54-9

参照)を符う。

・各配線のコネクタをはずす場合，コネクタ本体を持って行

い，絶対に配線を引っ張らない。また接続時は確実にはめ

る。

準備品

インジエクタ作動音確認周

トラブル シユーテイング

トラブル シユーテイングの進め方

1 基本点検

2 ダイアグノーシスによる点検

(1) ダイアグノーシス コードの読み取り。

F 

(2) ダイアグノーシス コードの異常が出力された場合，ダイアグ F 

ノーシス指示項目の点検を行う。

3 トラブル現象別チャートによる点検

(1) ダイアグノーシス コードを出力しない場合， トラブlレ現象別

チャートに示す項目を番号順に点検する。

基本点検

不具合原因の探究を行う場合，事前に下記項目の点検を行う。

電 源 点 検

(1) パツテリ電庄を点検する。

基準値 段 V

(2) パツテリ，ヒューズ，ヒユージブル リンク，アース状態，ワ

イヤハーネス，コネクタの接続状態を点検する。

2 インジエクタ作動点検

(1) クランキング時，インジエクタの作動音(カチ カチ音)が，

することを点検する。
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EFI システム一一トラブル シユーテイング 4・3

F5465 

F5466 

3 燃圧点検

(1) クランキング時，パルセーシヨン ダンパ頭部スクリユ部が飛

ぴ出していることを点検する。

4 火花点検

(S 8参照〉

5 I SCV作動点検

(1) エンジンを始動し停止したとき，停止直後に ISCVの作動音

(カチ，カチ音)がすることを点検する。
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〈正常〉

CHECK 

0.25秒 111 0.25秒

チZ ツ タ 点 灯 可ni"it'lnn
ランプ 11111111111 

;出灯 ''''''''li0ii''圃

EFI システムートラブル シユーテイング

85734 

-ーー「

白5467

SH-18-1 

チ%":17
ランプ

点灯

消灯

ダイアグノーシス

ダイアグノーシス コードの読み取り

|除 <MZ系 トヨタエレクトロ マルチビジョン付き車|

(1) パツテリ電圧点検

基準値 12V以上

e語バッテリ電圧が低いと誤診の恐れがある。

(2) アクセル全開(1DL接点ON)にする。

(3) シフト ポジシヨンをNまたはP レンジにする。

(4) イグニツシヨンスイッチを ONにし チェック エンジン

ウオーニング ランプが点灯することを確認する。

〈参考〉 ランプが点灯しない場合は配線の断線，ヒューズ切れ，パ

ルプ切れが考えられる。

(5) チェック コネクタのT-El端子を短絡する。

..短絡位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間選え

ない。

(6) チェック エンジン ウオーニングランプの点滅回数を読み

取る。

〈参考〉・コードが表示しない〈ランプ点滅しない)場合.T端子系

統の断線，コンビュータ不良が考えられる。

・ランプが常時点灯している場合は.ワイヤ ハーネスのシ

ヨート〈かみ込み}が考えられる。

・意味のないコード表示した場合は. ECU不良が考えられ

る。

.1000rpm以上でチェック エンジン ランプが点灯して，

コードを表示しない場合はECU不良が考えられる。

(7) ダイアグノーシス，コードが異常出力時はダイアグノーシス

コード一覧表より判断する。 (S4-6参照)

〈異常> (トラブル コーl''21"と '32・出力時)

0.5秒 1秒

F0729 

F 

F夢



明、

曲、

〈正常〉

②同時に
押す

EFI システムーートラブル シユーテイング 4・5

TEMS 

国
E2405 

E2405 

=グイアヴ)-~ス田
EFI ーロK

巨CT -ロK
ESC ーロK

AIローロK
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l MZ系 トヨタ エレクトロ マルチ正五五シ付き車|

(1) パツテリ電圧点検

基準値 12V以上

信富パツテリ電圧が低いと誤診の恐れがある。

(2) アクセル全閉(IDL接点ON)にする。

(3) シフト ポジシヨンをNまたはP レンジにする。

(4) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

(5) イージ オベレート スイッチのTEMS，ネンピ，メンテナ

ンス スイッチのどれか 1つを押す。

(6) マルチビジョンの画面が基本画面に切り替わったら，イージ

オベレート スイッチのネンピとセット スイッチを同時に 3

秒(ブザーが鳴るまで)以上押す。

(7) ブザーが鳴ったら手を離す。

(8) メンテナンス スイッチを 3秒(ブザーが鳴るまで)以上押す。

(9) ブザーが鳴ったら手を離す。

側 ダイアグノーシス表示画面に変わり，診断を開始する。診断が

終了した項目から順に，ダイアグノーシスを表示し，異常がな

い項目はOKを表示する。

〈異常〉

(トラブルヨード“13"，"21"，“32" 

出力時}

=グイアヴ)-~ス=
EFI -'13 2句 32

ECT ーロK
ESC ーロK

AIローロK

TEMS-ロK

毎霊2・・診断結果を表示するまで 5~30秒間かかる。

F5468 F5469 

・会項目診断結果を表示した後， 30秒経過すると，ダイアグ

ノーシスを表示する前の画面に戻る。

・エンジン停止時はイグニツシヨン スイッチONから60秒

経過すると画面は自動的に消滅する。

2 ダイアグノーシス コード記憶の消去

(1) イグニツシヨン スイッチがOFFであることを確認して，ジ

ヤンクシヨン ブロックのEFI ヒューズを10秒以上取りは

ずす。接続後，正常コードが出力されることを確認する。

〈参考〉 イグニツシヨン スイッチ ONのまま，ヒューズを接続

するとダイアグノーシス コード“11"を出力する場合があ

る。



4・6

祷コ 号ド 診断項目

11 + B 系 統

12 回転信号系統

13 回転信号系統

14 点火信号系統

21 |02センサ信号系統

22 水温信号系統

24 吸気温信号系統

カルマン入力信号
31 

系統

32 大気圧信号系統

34 過給圧系統

スロット Yレポ ジ

41 シヨン センサ信

号系統

42 車速信号系 統

スタータ信号系統
43 

+B系統

52 ノック伝号系統

53 ノック信号系 統

51 スイッチ信号系統

~ ." 

EFI システムートラブル シユーテイング

チェックエンジン ウオーーングランプ
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3 ダイアグノーシスのトラブル コード一覧表

信霊，・コード番号11 (+8系統)が発生した場合，他のコードを

出力しない。

・コード番号51(スイッチ信号系統)および52，53(ノック セ

ンサ系統)はダイアグノーシスのメモリに記憶されない。

・コード番号51(スイッチ信号系統)を出力した場合は，再度

ダイアグノーシス コード読み取り (54-4参照)を行う。

〈参考〉 異常個所が 2項目以上ある場合は小さい方)1頂に表示する。

争~ 断 内 宅事 点、 検 内 容

① 1 G スイッチ，メーン リレー系
+Bが瞬時断線した時に表示 (ヒューズ，ワイヤハーネス類含む)

②エンジン コントロール コンビュータ

クランキング中にクランク角信号CG.Ne)が ①ワイヤハーネスおよびコネクタ

数秒コンピユータに入力きれなかった時に表 (クランク角，スタータ信号)

示(クランキングは2秒以上行った時)
②カムポジシヨンセンサ
③エンジンコントロルコンビユタ

エンジン回転数が1000rpm以 l二でNe信 ①ワイヤハーネスおよびコネクタ(クランク角)
号が数秒コンビュータに入力されなかっ ②カムポジシヨンセンサ
たH寺に表示 ③エンジン コントロール コンビュータ

クランキング中およびエンジン巡転中イ
①ワイヤハネスおよびコネクタ

グナイタからの信号が同一グループで3
イイググナイタ+BおよびイIGf.IGLBI系G統d系統)

ニツシヨンコ 1レ.+
-4点火以上逮続入力されないとき表示 giグナイタ.イグニツシヨン コイル

ンジンコントロルコンビユタ

エンジン回転数が1500rpm以上で冷却水温50.C以 ①ワイヤハーネスおよびコネクタ

上の高負荷状態が数分間継続した状態の時.02セ
(Ox系統)

ンサ信号が数秒間リーンの時表示
(i:02センサ
③エンジンコントロルコンビユタ

①ワイヤハーネスおよびコネクタ
水i昆信号がオープンまたはショートにな (ウオータ テンパラチヤセンサ系統)
った時表示 ②ウオータ テンパラチヤセンサ

③エンジンコントロルコンビユタ

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ
吸気温信号がオープンまたはショートに
なった時表示 ②⑥吸エ(吸気ン気温ジ温センセンンサコサン系(エト統アロ) フロー メータ)

ルコンビユタ

エンジン閉転数が 200rpm以上でカルマ ①ワイヤハーネスおよびコネクタ

ン入力信号が1.5秒以上入力されなかっ ②エ(Vアc， Ks. E2端子系統)

たとき
フローメータ

③エンジンコントロルコンビユタ

大気圧信号がオープンまたはショートに
①ワイヤハーネスおよびコネクタ
②大気圧センサ

なった時表示
③エンジン コントロール コンビュータ

①ワイヤハーネスおよびコネクタ
i邑給圧が異常に高いと判断された時表示 ②エアフローメータ

③エンジン コントロール コンビュータ

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ
スロットル ポジシヨン センサ信号の (スロットルポジシヨンセンサ)
オープンまたはショートになった時表示 8スロアトルポジションセンサ

エンジンコントロルコンビユタ

エンジン回転数が2500rpmかつP. Nレ
〈C酎@ZベZワ軸ヱ車イルy速ヤセyクセンンンハサコサーンコ系パネン疏スート} およびコネクタンジ以外でかつ数秒間車速信号が入力さ

れなかった時表示 タすべり
ロール コンビュータ

車速Okm/hでIGスイッチONの状態からエンジ
①ワイヤ ハー三回ネ、スおよびコネクタ

(スタータ信苛)
ン回転数800rpm以上になってもIGスイッチの ② 1 G スイッチ.メーン リレー系

ST信号がコンビュータに入力きれない時表示 。〕エ(ヒンュジーンズ，コワンイトヤロ ハーネス類含む)
ルコンピユタ

エンジン回転数が1600rpm以上で:， 5200rpm以下
①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

でノック センサ.ワイヤハーネス関係のオー
(ノック センサ系統)

プンまたはショートの場合表示
②ノック センサ
CEエンジンコントロルコンビユタ

エンジン回転数が 650rpm以上で:.5200rpm以下
でエンジン コントロール コンビュータ(ノツ

①エンジン コントロール コンビュータ
ク コントロール制御用)の異常と判断された場
合表示

ダイアグノ シス点検時. P. Nレンジ以外また ①ニユ トラルスタート スイッチ系統

はエアコン スイッチ ONまた，スロットルポ ②③④エエスアコン スイッチ
ジシヨンセンサの 1DLスイッチOFFの場合 ロットルポジシヨンセンサ
に表示，記憶されません。 ンジン コントロール コンビュータ

F5165 

F 



トラブル現象

点検項目

ECU 

エアフローメ ータ

ltIJ 

カムポジシヨンセンサ

ウオータ テンパラチヤセンサ

曙民 f~P 

スロットルポジシヨンセンサ

ニュートラル スタート スイッチ

系
スピード センサ，

スピード デイテクト

エアコン S/W 

統

ノックセンサ

大気圧センサ

点 火
イグナイタ

系統

電源 イグニツシヨン S/W，メーン

系統 リレー

コール統ドト スタートト イイ ンジエクタ
スター

スS/タWー ンジエクタ タイム
系

ソレノイド レジスタ

電ヘ

燃 インジエクタ

和ト フユーエルポンプ

サーキット オーンンプププニング リレー
系 フユーエルポ リレー

フユーエルポ レジスタ

統 プレッシヤ レギユレータ

フユーエル フイン

フユーエル フィルタ

R気!& スロットル ボデー

系統
ISCV 

そ 。〉 f也

ダイアグ コード

EFI システム一一トラブル シユーテイング 4・7

ベージ

S4← 57 

S4-40 

S8 

S4-54 

S4-39 

S4-59 

S4-59 
S4-ti0 

S4-59 

S8 

S4-55 

S4-18 
S4-54 

S4-55 

S4-22 

S4-13 

S4-56 
S4-57 

S4-15 

S4-43 

S4-51 

トラブル現象別チャート

e墨I・各項目を点検する前に，基本点検(電源点検，インジエク

タ作動点検，燃圧点検，火花点検)を行う。

・枠内の番号順に点検を行う。

始動 tl:不良 アイドル不調

初燥がな初爆はあ Ilti重力しにくし、
アイドル…イドル アイドル [アイドル

るが完爆 アイドル 回転数が回転数が不安定 時ハンチ

い はしない冷附 1品開常時 効かず向い 低い ング

9 8 3 3 7 5 8 3 

1 2 

1 

2 2 1 5 

3 7 

1 

4 2 

6 4 6 2 

6 

4 

5 1 1 1 

5 5 

3 1 

2 3 

3 6 4 

7 7 2 2 

8 4 

1 

3 2 2 3 4 1 

3 

スパーク

プラグ

12， 14 22， 31 22 22 51 
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トラブル現象 ドライパピリテイ不調 ニL 、J ス ト

参照

ベージ I加速時息
パック !品爆をは 走行中ハ 異常ノツ 始動後し エンスト アクセル アクセル クーラ

77イヤ 出力不足
ばら〈す

するが再 を踏むと を離すと ONでエ
るとエン

点検 項日 つぎ する ンチング キング スト 始動可能 エンスト エンスト ンスト

ECU 54-57 10 6 7 4 3 6 4 4 2 2 

エアフロー メータ 54-40 4 4 2 3 1 1 3 

串11

カムポジシヨンセンサ 58 1 2 

正恒γ三ンラチヤー

54-54 2 1 4 2 

術l

ポジシヨン センサ 54-39 1 2 1 3 1 

スタート スイッチ 54-59 ! 2 

系
54-59 

スピード デイテクト 54-60 

F 
i卜エ一アコン 5/W 54-59 

統

ノック センサ 7 3 2 

大気圧センサ 9 6 

タ 58 8 5 3 

シヨン S/W 
54-55 

リレー

インジエクタ 54-18 
54-54 

ド レジスタ 54-55 

クタ S4-22 3 3 2 1 

ルポンプ 54-13 

旬lド片Zフプ壬ご-長レL=利「壬エ五シZ下レKヤ オ型ポ主ンププ主ニング リレー

54-56 
系 リレー

54-57 
レジスタ

統 レギユレータ 54-15 

ライン
5 1 4 

[iE… ボデー 54-43 

F二J 54-51 1 1 

F務

6 5 5 

そ σ〉 f也 スパーク スパーク オーバ

プラグ プラグ ヒート

22， 41 13， 14 

ダイアグコ ー ド 22， 41 41 52， 53 22， 41 

52， 53 52， 53 31 
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燃料経路を切り離す場合は，作業の前に燃料流出防止処理を行い，

周辺に燃料が飛散しないよう，ウエス等をあてがう。また，組み付

け後，燃料漏れ点検を行う。

燃料流出防止作業

(1) ラツケージ マットを取りはずす。

(2) リヤフロアサービス ホールカバーを取りはずす。

(3) フユーエル ポンプ用コネクタ(黄色)を取りはずす。

(4) エンジンを始動し自然に停止した後，イグニツシヨン スイツ

チを OFFにする。

(5) バッテリ θターミナルを取りはずす。

(6) フユーエル ポンプ用コネクタを接続する。

(7) リヤフロアサービス ホールカバーおよびラツゲージ

マットを取り付ける。

円例 2 燃料漏れ点検

① 

① 

F5222 

明ヘ

SH-18-1 

聾ヘ

フユーエル システム

注意事項

(1) パツテリ @ターミナルを接続する。

(2) イグニツシヨン スイッチを ONにする。(エンジン停止状態)

(3) チェック コネクタの Fp-+Bを短絡し，フユーエル ボン

プを作動させる o

e語短絡位置を間違えると故障の原因になるため，絶対に間違

えない。

(4) 燃圧のかかった状態で燃料経路の漏れを点検する。

準備品

長浜〉
τιdZ，p y  

~ 防災i

ツール セット，インジエクシ|コールド スタート インジエクタおよび
09268・41045 I 

ヨン メジャーリング |インジエクタ点検用

用着脱スホL
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セ

グ
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n
U
 

内
，
色。，ゐ。ano 

a
B
 

nu 

工具|くさ~.w'.g? Q)? 09258-00030プラグセツ九ホース |燃圧点検用

膏十 署量

。長谷h

饗Ssぶ
09082・00012

ワイ奇~ A， E F I インス~
09842・30050

クシヨン
コールド スタート インジエクタ点検用

トヨタ エレクトリカ
低抗測定用

テスタ，

JL-
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3 
計器

唱長
サウンド スコープ

EFI システムーフユーエル システム

ワイ守・ E. E F I インスペ
09842・30060 '.. -， インジエクタ点検周

(械パンザイ

扱い

T B -706 

F5470 

SH-18-1 

クシヨン

ゲージ， E F I フユーエル
燃1五点検m

プレツシヤ

インジエクタ作動音点検用

車上点検

フユーエル ポンプおよびプレッシヤ レギユレ

ータ点検

フユーエル ポンプ作動点検

(1) イグニツシヨン スイッチをONにする。

鋸歯 エンジンは始動しない。

(2) チェック コネクタのFl'<→+B端子を短説告し，フユーエル ポン

プを作動させたとき，ポンプの作動音カサることを確認する。

霊訪 短絡位置を間違えると故障の原因となるため，絶対に間違

えない。

〈参考〉 フユーエル ポンプがタンク内蔵のため作動音・が聞きとり

にくいので，フユーエル タンク キャップを取りはずし

i主入口から!i'{Ii，i忍する。

(3) フユーエル ホースを指先でつまむと燃圧が感じられることを

F 

確認する o ~ 

F5471 

F5472 

2 燃 圧 点 検

(1) 燃料流出防止作業を行う。 (4- 9参照)

(2) コールド スタート インジエクタをスパナで固定して，ユニ

オン ボルトをはずし， 7ゲスケット 2個を取りはずす。

笹器 フユーヱルパイプラインに若干残圧があるため，ウエ

ス等で覆い，ガソリンの飛散を紡ぐ。
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EFI システムーフユーヱル システム 4・11

F5473 

F5474 

F5475 

F5476 

F5474 

(3) ユニオン ボルトをはずし，フユーエルチューブおよびガス

ケット 2個を取りはずす。

(4) ボルト 2本およびコネクタをはずし，コールド スタート イ

ンジエクタおよびガスケットを取りはずす。

(5) ガスケットを介して，ボルト 2本でコールド スタート イン

ジエクタを取り付ける。

T =55kg・cm

(6) 新品のガスケット 2個を介して，ユニオン ボルトで燃圧計を

接続する。

T =300kg.cm 

(7) バッテリ @ターミナルを取り付ける。

(8) エンジンを始動する。

(9) プレッシヤ レギユレータのバキューム ホースをはずし，ふ

さぐ。

(10) アイドル回転時の燃圧を測定する。

基準値 2.4-2.7kg/附

(11)プレッシヤ レギユレータにバキューム ホースを接続したと

きの燃圧を測定する。

基準値 1.7-2.0kgj耐

(12) エンジンを停止する。

(13) 燃料流出防止作業を行う。 (S4-9参照〉

(14)ユニオン ボルトをはずし，燃圧計およびガスケット 2個を取

りはずす。

(15)ボルト 2本をはずし，コールド スタート インジエクタおよ

ぴガスケットを取りはずす。

(16) コネクタをコールド スタート インジエクタに取り付ける。

間新品のガスケット 2個を介して，ボルト 2本でコールド スタ

ート インジエクタを取り付ける。

T=55kg・cm
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F5473 

F5472 

F5132 

(18) 新品のガスケット 2個を介して，ユニオン ボルトでフユーエ

ル チューブ、をデリパリ パイプに取り付ける。

T =300kg.cm 

(19) 新品のガスケット 2個を介して，コールド スタート インジ

エクタをスパナで固定し，ユニオン ボルトでフユーエルパ

イプ Na2をコールド スタート インジエクタに取り付ける。

T = 180kg.cm 

側燃料漏れ点検を行う。(S4-9参照)

インジエクタ点検

1 作動音点検

(1) サウンド スコープを使用して，アイドル回転数またはクラン

キング時の，各インジエクタの作動音を点検する。回転数が増

せば作動音も増すことを確認する。

信墨書点検しているインジエクタが作動していないときでも，他の

インジエクタの作動音が間二えることがあるのでよく聞き

わける。

F 



EFI システムーフユーエル システム 4-13 

フユーエルポンプ(タンク内蔵式)

回路図

噛同

一1
4
T
ム

7ユーエルポンプリレー

ザーキット オープニンデ リレー

7ユー:r.J~ ポンプ
レジ:It~

7ユー:r.Jレポンプ

チエツ9 コネク~
FPへ

F5477 

構成図，断面図

司、

ラ，屯- ?‘Yシヨン

プラケット ASSY， 
7ユーエルポンプ

ンベラ

ポンプ

ζ〉・…

.・・・・・・再使用不可部品

F5156 85769 



4・14 EFI システムーフユーエル システム

F引51

F5157 

F引58

フユーエルポンプ点検

1 作動点検

(1) 端子にバッテリ電圧をかけモータが回転することを確認する。

軍窃・点検は短時間 (10秒以内)で行う。

・ポンプはバッテリからできるだけ離す。

・スイッチング作用は必ずバッテリ側で行う。

2 抵抗測定

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値 0.2~0.3 .Q 

フユーエルポンプ分解

ブラケット サブ ASSY取りはずし

(1) ナット 2個を取りはずし，配線を取りはずす。

(2) ホース クリップをずらし，フユーエル ポンプ ASSYか

F酔

らプラケット サプ ASSYを 取 り は ずす。f"

(3) クッシヨン ラパーを取りはずす。

2 フユーエル ポンプフィルタ取りはずし

(1) クリップをはずし，フィルタをポンプより取りはずす。

フユーエルポンプ組み付付

フユーエル ポンプ フィルタ取り付け

円 159 2 ブラケット サブ ASSY取り付け

85771 

(1) フユーエル ホースのクリップをずらし，フユーエル ポンプ

ASSYにブラケット サプ ASSYを取り付ける。

鋸歯ホース相使用する場合，クリップを元の位置に合わせる。

(2) 配線を接続する。

@端子 T =20:i: 3 kg・cm

e端子 T =35:i:6kg・cm

3 燃料漏れ点検

(S 4-9参照)
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冊、

EFI システムーフユーエル システム 4・15

F5478 

F5479 

F5480 

プレッシヤ

断面図

レギユレータ

プレッシャ レギユレータ取りはずし

1 燃料流出防止作業

(S 4-9参照)

2 バキューム ホース取りはずし

3 ベンチレーシヨン ホース取りはずし

M 50047 

(1) クランプをはずし，ベンチレーシヨン ホースを取りはずす。

4 フユーエルパイプ No.2取りはずし

(1) クランプをはずし，フユーエル ホースを取りはずす。

信墨書 フユーエルパイプ ラインに若干残圧があるため，ウエ

ス等で覆いガソリンの飛散を防止する。



4・16

<:) 

EFI システムーフユーエル システム

F5481 

F5482 

F548S 

F5482 

F5481 

(2) プレッシヤ レギユレータをスパナで固定して，ユニオン ボ

ルトをはずし，フユーエルパイプ No.2およびガスケット 2

個をはずす。

5 プレッシヤ レギユレータ取りはずし

(1) ロック ナットをゆるめ，プレッシヤ レギユレータを回転さ

せて取りはずす。

(2) プレッシヤ レギユレータから O リングを取りはずす。

プレッシャ レギユレータ取り付け

0 リング取り付け

(1) プレッシヤ レギユレータのO リング溝部およびO リン

グlこ{払異物の付着がないことを確認する。

(2) 新品のO リングにスピンドル油またはガソリンを塗布して，

プレッシヤ レギユレータに取り付ける。

信 器 0 リングをスピンドル油中に30分以上放置しない。

2 プレッシヤ レギユレータ取り付け

(1) プレッシヤ レギユレータを回転させて取り付け，ロック ナ

ツトにて耳Eりf寸ける。

丁 =250kg.cm

缶詰なめらかに回転しない場合. 0 リングのかみ込みが考え

られるため，プレッシヤ レギユレータを取りはずして，

新品のO リングに交換し，再度 1. 2の作業を行う。

3 フユーエルパイプ No.2取り付け

(1) 新品のヌゲスケット 2個を介して，プレツシユ レギユレータを

スパナで固定し，ユニオン ボルトでフユーエルパイプ No.2 

を取り付ける。

T =250kg.cm 

r 

~ 



司、

園町

EFI システムーーフユーエル システム

F5480 

F5479 

F5478 

(2) クランプで，フユーエル ホースを取り付ける。

4 ベンチレーシヨン ホース取り付け

(1) クランプで，ベンチレーシヨン ホースを取り付ける。

5 バキューム ホース取り付け

6 燃料漏れ点検

(S 4-9参照)

4・17
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イデニツシヨン
スイツチ
ST 

STA~ lsTJ 

コールドスタート
インジ:r.??

ECU 

EFI システムーフユーエル システム

コールド スタート

回 路図

ス?ート タイムスイツチ

断 面図

インジエクタ

コールド ス?ート インジエクタ

スヲート 9イム スイッチ

F勝

F 5484 F 0004 F OO(】4

F罷

MS0048 
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~ 

EFI システムーフユーエル システム 4・19

F5472 

F5473 

F5474 

F5485 

コールド スタート インジエクタ取りはずし

1 燃料流出防止作業

(S 4-9参照)

2 フユーヱル チューブ取りはずし

(1) コールド スタート インジエクタをスパナで固定して，ユニ

オン ボルトをはずし，ガスケット 2個を取りはずす。

信墨書フユーエルパイプ ラインに若干残圧があるため，ウエ

ス等で覆い，ガソリンの飛散を防ぐ。

(2) ユニオン ボルトをはずし，フユーエル チューブおよびyゲス

ケット 2個を取りはずす。

3 コールド スタート インジエクタ取りはずし

(1) ボルト 2本およびコネクタをはずし，コールド スタート イ

ンジエクタおよびガスケットを取りはずす。

コールド スタート インジエクタ点検

SST取り付け

(1) S S Tをデリパリ パイプおよびコールド スタート インジ

エクタに取り付ける。

5 5 T 09268-41045 

2 燃料噴射および漏れ点検

(1) コールド スタート インジエクタのコネクタ部に計器(EFI

インスベクシヨン ワイヤ A) を取り付ける。

(2) コールド スタート インジエクタの先に燃料を受ける容器を

霞〈。

缶詰点検はバッテリからなるべく離して行う。

(3) パツテリ@端子を接続し，イグニツシヨン スイッチを ONに

する。



4・20 EFI システムーフユーヱル システム

F5470 

SHー 18-1

F5486 

F5487 

F5474 

(4) チェック コネクタのFP-+Bを短絡し，フユーエル ポン

プを作動させる o

..短絡位置を間違えると故障の原因となるため，絶対に間違

えない。

(5) 計器(EF 1 インスベクシヨン ワイヤ A)の端子棒をパツ

テリに接続し，コールド スタート インジエクタの噴射状態

を点検する。

基準左図に示す

笹聾噴射は短時間にとどめ火気には十分注意をする。

(6) 計器(EF 1 インスベクシヨン ワイヤ A)の端子棒をパツ

テリから離し，コールド スタート インジエクタから，漏れ

がないことを点検する。

基 準 1滴以下/1分間

コールド スタート インジエクタ取り付け

コールド スタート インジエクタ取り付け

(1) コネクタをコールド スタート インジエクタに取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介して，ボルト 2本でコールド スタート

インジエクタを取り付ける。

T =55kg・cm

F田
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唖円

EFI システムーフユーエル システム 4・21

F5473 

F5472 

2 フユーエル チュープ取り付け

(1) 新品のガスケット 2個を介して，ユニオン ボルトでフユーエ

yレチューブをデリパリ パイプに取り付ける。

T=300同・cm

(2) 新品のガスケット 2個を介して，コールド スタート インジ

エクタをスパナで固定し，ユニオン ボルトでフユーエルチ

ュープをコールド スタート インジエクタに取り付ける。

T=180kg・cm

3 燃料漏れ点検

(S 4ー 9参照)



4・22 EFI システムーフユーエル システム

インジエクタ

構成図
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曙母、

EFI システムーフユーエル システム 4・23

F5106 

F5107 

F5108 

断面図

インジエクタ取りはずし

燃料流出防止作業

(S 4-9参照〉

2 冷却水抜き取り

3 アクセルレータ ワイヤ取りはずし

4 スロットルケーブル取りはずし

5 インテーク エア コネクタ取りはずし

G 50075 

(1) クランプ2個をはずし，エア クリーナ ホース No.1を取り

はずす。

(2) クランプ4個をはずし，エア ホース 3本およびベンチレーシ

ヨン ホースを取りはずす。



4・24 EFI システムーフユーエル システム

F5109 

F5110 

F5111 

F5112 

F5113 

(3) クランプ2個をはずし，エア ホース 2本を取りはずす。

。、ノレ口、h
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J
汁アし
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F 

(5) ボルト 2本およびクランプ3個をはずし，ベンチレーシヨン

ホース 3本およびベンチレーシヨン パイプを取りはずす。

(6) クランプをはずし，ベンチレーシヨン ホース NO.3を取りは

ずす。

(7) オイルフイラ キャップを取りはずす。

(8) ナット 5個をはずし，イグニツシヨン コイルカバーを取り

はずす。

~I 

(9) ボルト 2本およびクランプ2個をはずし，インテーク エア

コネクタおよびスロットル ボデー ホースを取りはずす。
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種、 ---

EFI システム フユーヱルシステム 4・25

F5488 

F5489 

F5472 

F5473 

F5490 

6 ブレーキ ブースタ用バキューム ホース取りはずし

7 バキューム ホース取りはずし

8 イグニツシヨン コイル用コネクタおよびアース線取りはずし

9 スロットル ポジシヨン センサ用コネクタ取りはずし

10 ISCV用コネクタ取りはずし

11 フユーエル チューブ取りはずし

(1) コールド スタート インジエクタをスパナで固定して，ユニ

オン ボルトをはずし，'Jゲスケット 2個を取りはずす。

..  フユーエルパイプ ラインに若干残圧があるため，ウエ

ス等で覆い，ガソリンの飛散を防ぐ。

(2) ユニオン ボルトをはずし，フユーエルチューブおよびかス

ケット 2個を取りはずす。

12 アクセルレータ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，アクセルレータ ブラケットを取りはず

す。



4・26 EFI システムーフユーエル システム

F5491 

F5492 

F5498 

F5494 

F5495 

13 インテーク エアサージ タンク取りはずし

(1) ボルトをはずし，ワイヤハーネス クランプをサージ タン

クから取りはずす。

(2) ボルト 2本をはずし，サージ タンク ステーを取りはずす。

(3) プレッシヤ レギユレータへのバキューム ホースを取りはず

す。

(4) クランプをはずし，エア ホースを取りはずす。

(5) ボルトを取りはずす。

(6) クランプ2個をはずし，ウオータ ホース 2本をはずす。

(7) ボルト 5本，ナット 2個およびコールド スタート インジエ

クタ用コネクタをはずし，サージ タンク，ガスケットおよび

エア パイプを取りはずす。

〈参考〉 エア パイプは，車両側に残しておく。

F 

戸爾
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EFI システムーフユーエル システム 4・27

F5480 

F5481 

F5496 

F5497 

F5496 

14 フユーエルパイプ No.2取りはずし

(1) クランプをはずし，フユーエルパイプ Na2からフユーエル

ホースを取りはずす。

e語フユーエルパイプラインに若干残圧があるためウエ

ス等で覆いガソリンの飛散を防止する。

(2) プレッシヤ レギユレータをスパナで固定し，ユニオン ボル

トおよびボルトをはずし，フユーエルパイプ Na2およびガ

スケット 2個を取りはずす。

15 フユーエルパイプ No.1取りはずし

(1) ボルト，パルセーシヨン ダンパおよびユニオンをはずし，

フユーエルパイプ Na1およびガスケット 4個を取りはず友

16 インジエクタ用コネクタ 6個取りはずし

17 デリパリ パイプウイズインジエクタ取りはずし

(1) ボルト 3本はずし，デリパリ パイプウイズインジエクタ

およびスベーサ3個を取りはずす。

..デリパリ パイプを取りはずすとき，インジエクタを落と

さない。

18 インジヱクタ パイプレーシヨン インシユレータ取りはずし

(1) シリンダヘッドからインシユレータ 6個を取りはずす。



4・28 EFI システムーフユーエル システム

F5499 

ゆ
F5500 

19 インジエクタ取りはずし

(1) インジエクタ 6個をデリパリ パイプから取りはずす。

(2) インジエクタから O リング6個およびグロメツト 6個を取りは

ずす。

インジエクタ噴射量および漏れ点検

SST取り付け

，(1) フユーエルパイプサポート，プレッシャ レギユレータお

よぴインジエクタに SSTを取り付ける。

55  T 09268・41045

e墨書インジエクタはO リングおよびグロメツトをはめた状態 F 
でSSTを取り付ける。

2 インジエクタ噴射量および漏れ点検

(1) インジエクタのコネクタ部に計器 (EF 1 インスベクシヨン

ワイヤ E) を取り付け メスシリンダの中へ入れる。

e語燃料が噴射されると飛散するのでインジエクタのノズル先

端に内径10mmぐらいのビニール ホースを取り付ける。

(2) パツテリ θターミナルを接続する。

(3) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

..エンジンは始動しない。

F1725 (4) チェック コネクタのFp-+B端子を短絡し，フユーエル ポ

ンプを作動させる。

e墨，短絡位置を間違えると故障の原因になるため，絶対に間違 F 

F5470 

SH-18-1 

えない。
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有明、

EFI システムーフユーエル システム 4・29

F5501 

A2786 

FI313 

F5502 

F5498 

(5) 計器(EF 1 インスベクシヨン ワイヤ E)をパツテリに接

続し，噴射量を測定する。

基準値 101~114cc/15秒間

(6) 計器(EF 1 インスベクシヨン ワイヤ E)をパツテリより

はずし，ノズル部からの漏れを点検する。

基準値 1滴以下/3分間

3 復元作業

(1) 取りはずした部分を元に戻す。

インジエクタ取り付け

0 リングおよびグロメツト取り付け

(1) インジエクタに新品のグロメツトを取り付ける。

(2) インジエクタのO リング講部に傷，異物の付着がないこと

を確認する。

(3) 新品のO リングにスピンドル油またはガソリンを塗布して，

インジエクタに取り付ける。

2 インジエクタ取り付け

(1) インジエクタを左右に回転させながらデリパリ パイプに取り

f寸ける。

(2) なめらかに回転することを確認する。

..  なめらかに回転しない場合はO リングのかみ込みが考え

られるため，インジエクタを取りはずして再度よ記 1，2 

の作業を行う。

3 インジエクタ パイプレーシヨン インシユレータ取り付け

(1) シリンダヘッドに，新品のインシユレータ 6個を取り付ける。

4 デリパリ パ イ プ ウ イ ズ イ ン ジ エ ク タ 取 り 付 け

(1) スベーサ 3個を介して，ボルト 3本でデリパリ パイプウイ

ズ インジエクタを取り付ける。

T=180kg.cm 



4・30 EFI システムーフユーエル システム

F5496 

F5481 

F5480 

F5495 

F6494 

5 インジエクタ用コネクタ 6個取り付け

6 フユーエルパイプ No.l取り付け

(1) 新品のガスケット 4個を介して，パルセーシヨン ダンパ，ボ

ルトおよびユニオンで，フユーエルパイプ No.lを取り付け

る。

T =400kg.cm (パルセーシヨン ダンパ)

T =300kg.cm (ユ=オン)

T=130kg.cm (ボルト)

7 フユーエルパイプ No.2取り付け

(1) 新品のガスケット 2個を介して，プレッシヤ レギユレータを

スパナで固定して，ユニオン ボルトおよびボルトでフユーエ

ルパイプ No.2を取り付ける。

T =250kg.cm (ユニオンボルト)

T =55kg.cm (ボルト)

(2) クランプで，フユーエルパイプ No.2にフユーエル ホース

を取り付ける。

8 インテーク エアサージ タンク取り付け

(1) コールド スタート インジエクタ用コネクタを取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介して，ボルト 5本およびナット 2個で

サージ タンクおよびエアパイプを取り付ける。

T = 180kg'cm 

(3) クランプ2個で，ウオータ ホース 2本を取り付ける。

F 

F宮



喝汽

司、、

EFI システムーフユーヱル システム 4・31

F5493 

F5492 

F5491 

F5490 

F5473 

(4) ボルトを取り付ける。

(5) クランプで，エア ホースを取り付ける。

(6) プレッシヤ レギユレータへのバキューム ホースを取り付け

る。

(7) ボルト 2本で，サージ タンク ステーを取り付ける。

T =400kg'cm 

(8) ボルトで，サージ タンクにワイヤハーネス クランプを取

り付ける。

9 アクセルレータ ブラケット取り付け

(1) ボルト 2本で.アクセルレータ プラケットを取り付ける。

10 フユーエル チューブ取り付け

(1) 新品のガスケット 2個を介して，ユニオン ボルトでフユーエ

ル チューブをデリパリ パイプに取り付ける。

T=300kg・cm
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F5472 

F5489 

、¥

F5488 

F5113 

F5112 

(3) 新品のガスケット 2個を介して，コールド スタート インジ

エクタをスパナで固定し，ユニオン ボルトで フユーエル

チューブをコールド スタート インジエクタに取り付ける。

T =180kg.cm 

11 15 C V用コネクタ取り付け

12 スロットル ポジシヨン センサ用コネクタ取り付け

13 イグニツシヨン コイル用コネクタおよびアース線取り付け

14 バキューム ホース取り付け

15 ブレーキ ブースタ用バキューム ホース取り付け

16 インテーク ヱア コネクタ取り付け

F 

(1) ボルト 2本およびクランプ2個で，インテーク エア コネク F 

タおよびスロットル ボデー ホースを取り付ける。

(2) ナット 5個で，イグニツシヨン コイル カバーを取り付ける。

(3) オイルフイラ キャップを取り付ける。

(4) クランプで、ベンチレーシヨン ホース No. 3を取り付ける。
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F5111 

F5110 

F5109 

F5108 

F5107 

(5) ボルト 2本およびクランプ3個で，ベンチレーシヨン ホース

3本およびベンチレーシヨン パイプを取り付ける。

(6) ボルト 2本で，アイドルスピード コントロールパイプを

取り付ける。

(7) クランプ2個で，エア ホース 2本を取り付ける。

(8) クランプ4個で，エア ホース 3本およびベンチレーシヨン

ホースを取り付ける。

(9) クランプ2個で，エア クリーナ ホース NO.lを取り付ける。
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17 アクセルレータ ワイヤ取り付け

(1) アクセルレータ ワイヤを取り付ける。

(2) アクセ1レベダルをいっぱいに踏み込み，スロットルパルプ

が全開していることを確認する。

全開しない場合はロック ナットを回して調整する。

18 スロットルケープル取り付け

(1) スロットル ケーブルを取り付ける。

(2) スロットル ケープルがスロットル レバーに確実に取り付け

円 106 られ，ケーブルに曲がりのないことを点検する。

83483 

(3) スロットルパルプ全開時，ケーブル調整用マークの先端とプ

ーツ先端の長さを測定する。

基準値 0-1 mm 

基準値外の場合はロック ナットを回して調整する。

19 燃料漏れ点検

(S 4-9参照〉

20 冷却水注入

(1) ラジエータおよびエンジンのドレーン コックが閉まっている

ことを確認後，冷却水を注入する。

21 水漏れ点検

(1) エンジンを始動し，水漏れがないことを確認する。

22 エンジン調整

(S 1参照)

F 

t'" 
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F5152 

F5158 

F引 54

F5158 

フユーエルフィルタ

フユーエル フィルタ取りはずし

1 燃料流出防止作業

(S 4-9参照)

2 フユーエルポンプチューブ取りはずし

(1) フユーエJレ フィルタをスパナで固定して，ユニオン ボルト

とフユーエルポンプチューブを取りはずす。

..フユーエルパイプラインに若干艇があるため，ウエ

ス等で覆い，ガソリンの飛散を防ぐ。

3 フユーヱル メーンチューブ取りはずし

(1) フユーエル フィルタをスパナで固定して. S S Tを使用して，

フユーエル メーン チューブを取りはずす。

55 T 09631・22020

4 フユーエル フィルタ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，フユーエル フィルタを取りはずす。

フユーエルフィルタ取り付け

フユーエル フィルタ取り付け

(1) ボルト 2本で，フユーエル フィルタを取り付ける。

T=55kg・cm

2 フユーエル メーンチューブ取り付け

(1) 新品のガスケット 2個を介して，フユーエル フィルタをスパ

ナで固定し. SSTおよびトルク レンチ(0-480klJ'cm)を使

用してフユーエルメーン チューブを取り付ける。

55 T 09631・22020

T =310kg・cm
〈参考> S STを使用しない場合は. T=385ks・cmで締め付ける。
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F5152 

85841 

日1218

81219 

3 フユーエル ポ ン プ チ ュ ー ブ 取 り 付 け

(1) 新品のかスケット 2個を介して，フユーエル フィルタをスパ

ナで固定して，ユニオン ボルトでフユーエル ポンプチュ

ーブを取り付ける。

T =300kg.cm 

4 燃料漏れ点検

(S 4-9参照〉

フユーエルホース

フユーエルホース取りはずし

1 燃料流出防止作業

(S 4-9参照)

2 フユーエル ホース取りはずし

I ~EffJltll 

(1) ホースをスパナで固定し， S S Tでフレア ナットを取りはず

す。

5 5 T 09631-22020 

e冨 フユーエルパイプラインに若干残圧があるため，ウエ

ス等で覆い，ガソリンの飛散を防ぐ。

医国
(1) クリップを移動させてホースを取りはずす。

..・必要以上にクリップを広げない。

・クリップ幅に合った工具を使用する。

フユーエルホース取り付け

フユーヱル ホース取り付け

匡 国
(1) 手で仮り締め後， S S Tとトルク レンチ (0-480kg.cm)を

使用して締め付ける。

5 5 T 09631-22020 

T=280:!:50kg. cm 

〈参考> S S Tを使用しない場合はT=350kll.cmで締め付ける。

直EffJltlI 

(1) ホースを規定量差し込む。

(2) クリップで締め付ける。

笹墨書・必要以上にクリップを広げない。

・クリップ幅に合った工具を使用する。

(，f$ 

f縛
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EFI システムーフユーエル システム

Z5875 

(3) ホースを再使用する場合は，クリップな

合わせて取り付ける。取り付け後，矢印めー

クリップ跡になじませる。

2 燃料漏れ点検

(S 4-9参照)

¥ 



EFI システムー制御システム

制御システム

系統図

スピード センサ(MA)

イダニツシヨン スイツチ

(スターヲ信号)

7ユーエルポンプ
レジスタ

ス~-~ インジエクタ

タイムスイツチ

X7  7ロー
メーヲ

ウオータ
テンパラチヤセンサ

7::J.-XIレポンプ

リレー

ノック センサ

計器

暴露
〆~

サーキット オープニンダ リレー

ソレノイド レジスタ

イグナイタ

EFI メーン りレー

チェック コネクヲ

準 備晶

09082-00012 テスタ，トヨタ エレクト
リカル

各部J点検用

09083-00060 ミニテスト リード コンビユ タ点検用

車上点検

エアフローメータ

エンジン暖機

基準 冷却水温 80~900C

2 回転計取り付け

3 アイドル回転数点検

基準値 600~700rpm 

F 

F5585 

F 
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Z5875 

(3) ホースを再使用する場合は，クリップをホースのクリップ跡に

合わせて取り付ける。取り付け後，矢印の方向に力を加えて，

クリップ跡になじませる。

2 燃料漏れ点検

(84-9参照)
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制御システム

系統図

7ユーエルポンプ
レジ:Il?

スピードセンサ(MA)

イグニツシヨン スイツチ
(:Il?-?信号)

エア 7回ー

メ-?

計器

7ユーエルポンプ
リレー

J ツ~ センサ

議事
〆戸し/

エンジン コントロール コンピユータ

サーキット オープニング リレー

ソレJイド レジスタ

イゲナイ9

EFI メーン リレー

}チェック コネ~?

準備晶

09082-00012 テスタ，トヨタ エレクト 各部点検周
リカル

09083-00060 ミニテスト リード コンビュータ点検用

車上点検

エアフローメータ

エンジン暖機

基準 冷却水温 80-90・C

2 回転計取り付け

3 アイドル回転数点検

基準値 600-700rpm 

F蘇

F5585 

P 
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4 エアフローメータ点検

(1) グラブ コンパートメントを取りはずす。
v. I 

(2) トヨタ エレクトリカル テスタを使用し，イグニツシヨン

スイッチ ONおよびアイドル回転状態でエンジン コンビュ

ータのVC++EI端子聞の電圧を測定する。

基準値 5V  

(3) アイドル回転状態でKs++EI端子聞の電圧を測定する。

基準値 約2.6V

〈参考〉オシロ スコープによるエア フローメータの点検エ

ンジン コンビュータのKs， El端子にオシロ スコー

プを接続し，アイドル回転時の波形を点検する。

基準 スロットル レバーの閲度に伴い，抵抗が比例して増加

する。

〈参考〉 スロットル レバー全閉時の抵抗値 O.3-6.3kQ
B5742 

スロット Yレ レバー全開時の抵抗値 3.S-10.3kQ

E， 

R-52-2 

明、

c 

r--』ー r-ーー

4 
B 

- 』ーー 一
A 

F4105 

F5508 

喝、

c
m
L
E
 

v
y
m
E
 

基準値 A 1.5V以下

B 3.0V以上

C 20~50msec 

スロットルポジシヨンセンサ

IDL++E2端子導通点検

(1) スロットル ポジシヨン センサ用コネクタを取りはずす。

(2) スロットル レバーとストップスクリユ聞にシックネスゲ

ージを入れ， IDL++E2聞の抵抗を測定する。

基準値

シックネス ゲージ厚さ
IDL++E2間抵抗

(mm) 

0.50 2.3k.Q以下

。。0.90 

(3) VC++E2聞の抵抗を測定する。

基準値 4.25~8.25K .Q 

(4) スロットル レバーを全聞から全聞にしたときの VTA++E2聞の

抵抗の変他を測定する。
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F5099 

E 1882 

F5327 

F5326 

F5504 

アイドルスピード コントロールバルブ(lSCV)

パルプの抵抗点検

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値 8，-5，， 5，問 10~30Q 

8 2 -52 • 5. 間1O~30Q

エアフローメータ

エア フロー メータ取りはずし

エアクリーナホース No.l，エアクリーナホース No.・

2 ウイズエアクリーナパイプ No.4取りはずし

(1) クランプ2個をはずし，エア クリーナ ホース No.1，エア F 

クリーナホース Nu2 ウイズエア クリーナパイプ

No.4を取りはずす。

2 エアフローメータウイスエアクリーナケース取り

はずし

(1) コネクタを耳又りはずす。

(2) クランプ3個をはずす。

(3) ボルトを取りはずす。

(4) クランプをゆるめ，エアフローメータ ウイズエア ク

リーナ ケースを取りはずす。

F 
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F5505 

F5506 

F4108 

F4109 

F5506 

3 エア フロー メータ取りはずし

(1) スクリユ2本をはずし，プラケットを取りはずす。

(2) ナット 4個をはずし，エア フロー メータからエア クリー

ナ ケースを取りはずす。

..・ハニカム部を変形させない。

・ハウジングからセンサをはずさない。

単体点検

吸気温センサ点検

(1) トヨタ エレクトリカル テスタを使用して. THA-E2端

子聞の抵抗を測定する。

基準値

外気温cc) 抵抗値(K.Q) 

-20 10-20 

。 4-7 

20 2-3 

40 0.9-1.3 

60 0.4-0.7 

2 ハニカム部目視点検

(1) ハニカム部に著しい変化がないことを確認する。

エアフロー メータ取り付け

エア フロー メータ取り付け

(1) ナット 4個で，エアフローメータにエアクリーナケー

スに取り付けるo

e冨ハニカム部を変形させない。
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F5505 

F5504 

F5326 

F5327 

」
E 1882 

(2) スクリユ2本で，ブラケットを取り付ける。

2 エアフローメータウイズエアクリーナケース取り

3 

4 

イ寸け

(1) クランプでエアフローメータ ウイズエアクリ ー ナ

ケースを取り付ける。

(2) ボルトを取り付ける。

(3) クランプ3個を取り付ける。

(4) コネクタを取り付ける。

エア クリーナ ホース No.l ，エア クリーナ ホース

2 ウイズ エア クリーナ パイプ No.4取り付け

No， 

(1) クランプ 2個で，エア クリーナ ホース No.1，エア クリ

ーナ ホース NO.2 ウイズエア クリーナパイプ No，4

を取り付ける。

エンジン調整

(S 1参照〉

F 

f11"'"' 
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スロットルボデー

構成図

ホース，ベンチレーシヨンI No.4 
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k iコ画
一こ司自

カバー，イグニツシヨン コイル

時、i

パイプサプ ASS Y.ベンチレーシヨン

~~、 窃c:h

23;;送之内→
コネクタ，インテーク

ホース.Aロットル
ボデー

~ プラケット，
吐剥『ー← アヲセルレータ

む号、 ι叫

ボデー ASSY， A ロットル

ダッシユポット

サブ ASSY 

-…再使用不可部品Eコ…締め付けトルク (kg.cm)

F5106 

F5586 

スロットルボデー取りはずし

冷却水抜き取り

2 アクセルレータ ワイヤ取りはずし

3 スロットル ケーブル取りはずし
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F5107 

F5108 

F5109 

F5110 

F5111 

4 インテーク エア コネクタ取りはずし

(1) クランプ2個をはずし，エア クリーナ ホース Nu1を取り

はずす。

(2) クランプ4個をはずし，エア ホース 3本およびベンチレーシ

ヨン ホースを取りはずす。

(3) クランプ2個をはずし，エア ホース 2本を取りはずす。

(4) ボルト 2本をはずし，アイドルスピード コントロールパ

イプを取りはずす。

(5) ボルト 2本およびクランプ3個をはずし，ベンチレーシヨン

ホース 3本およびベンチレーシヨン パイプを取りはずす。

F 

~ 
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F5112 

F引 13

F5507 

F5490 

F5508 

(6) クランプをはずし，ベンチレーシヨン ホースを取りはずす。

(7) オイルフイラ キャップを取りはずす。

(8) ナット 5個をはずし，イグニツシヨン コイルカバーを取り

はずす。

(9) ボルト 2本およびクランプ2個をはずし.インテーク エア

コネクタおよびスロットル ボデー ホースを取りはずす。

5 スロットル ポジシヨン センサ用コネクタ取りはずし

6 バキューム ホース取りはずし

7 アクセルレータ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，アクセルレータ ブラケットを取りはず

す。

8 スロットルボデー ASSY取りはずし

(1) クランプ2個をはずし，ウオータ バイパス ホース 2本を I

scvおよびウオータ パイプから取りはずす。
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F5509 

F5510 

F5511 

F5512 

(2) ボルト 4本をはずし，スロットル ボデー ASSYおよびガ

スケットを取りはずす。

(3) クランプ2個をはずし，スロットル ボデーからウオータ パ

イパス ホース2本を取りはずす。

(4) ダッシュ ポットからVTVを取りはずす。

スロットルボデー点検，調整

スロットル ボデー点検

(1) スロットルパルプ シャフトにガタがないことを確認する。

(2) 各ポートの詰まりがないことを確認する。

(3) スロットルパルプの開聞が円滑であることを確認する。

(4) スロットルパルプの全閉位置でスロットルストップスク

リユとレバーのすき聞を点検する。

基準すき聞がないニと

..スロットル ストップ スクリユは精密に調整してあるた

め必要以外は調整を行わない。

2 ストップ スクリユすき間調整

(1) スロットルストップスクリユのロック ナットをゆるめ，

スクリユがレバーに接触しない位置までゆるめる。

(2) スロットルパルプが全閉していることを確認する。

(3) スロットルストップスクリユを蹄め込み，スクリユがレパ

ーに触れてから1/4回転締め込みナットでロックする。

(4) 賞ベンでナットを封印する。

(5) スロットル ポジシヨン センサの点検，調整を行う。

(S 4-39参照〉

スロットルボデ一分解

ダッシユポット取りはずし

(1) スクリユ2本を取りはずし，ダッシユポットを取りはずす。

~ 

F 
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F5518 

F5514 

F5515 

ELIEf 

F5516 

2 ス ロ ッ ト ル ポ ジ シ ヨ ン センサ取りはずし

(1) スクリユ2本を取りはずし，スロットル ポジシヨン センサ

を取りはずす。

e冨スロットルポジシヨンセンサに衝撃を与えない。

スロットルボデー組み付け

スロットル ポジシヨン センサ取り付け

(1) スロットルパルプが全閉であることを確認する。

(2) センサを所定の取り付け位置に対して60・-120・左回転させた状

態でスロットル ボデーにはめ込む。

(3) センサを右回転させ所定の取り付け位置で仮り締めする。

2 スロットル ポジシヨン センサ調整

(1) スロットルストップスクリユとスロットル レバー聞に，

0.7阻のシックネス ゲージを差し込む。

(2) 1 D L++E2聞て噂通があることを確認する。

〈参考> 1 DL-E2聞に導通がなければ，導通するまでセンサを

左回転させる。

(3) センサをゆっくり右回転させ， 1 DL++E2聞の導通がなくな

る瞬間の位置でセンサを本締めする。

(4) スロットル ポジシヨン センサの端子聞の抵抗を測定する。

(S 4 -39参照)

基準値外の場合は上記(1)-(3)の手順で再調整を行う。

(5) センサ固定スクリユを賞ベンで封印する。
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F5512 

F5510 

F5509 

F5508 

F5490 

3 ダッシユポット取り付け

(1) スクリユ2本でダッシュポットを取り付ける。

スロットルボデー ASSY取り付け

スロットル ボデー ASSY取り付け

(1) ダッシュポットにVTVを取り付ける。

(2) クランプ2個でスロットル ボデーにウオータ バイパス ホ

ース 2本を取り付ける。

(3) 新品ガスケットを介して，スロットル ボデーをボルト 4本で

取り付ける。

T =130kg.cm 

(4) クランプ2個で. 1 S CVおよびウオータ パイプにウオータ

バイパスパイプ2本を取り付ける。

2 アクセルレータ ブラケット取り付け

(1) ボルト 2本で，アクセルレータ ケーブルを取り付ける。

(i" 

F愚
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F5507 

F5113 

F5112 

F5111 

F5110 

3 バキューム ホース取り付け

4 スロットル ポジシヨン センサ用コネクタ取り付け

5 インテーク ヱア コネクタ取り付け

(1) ボルト 2本およびクランプ2個で，インテーク エア コネク

タおよびスロットル ボデー ホースを取り付ける。

(2) ナット 5個で，イグニツシヨン コイルカバーを取り付ける。

(3) オイルフイラ キャップを取り付ける。

(4) クランプで，ベンチレーシヨン ホースを取り付ける。

(5) ボルト 2本およびクランプ3個で，ベンチレーシヨン ホース

3本およびベンチレーシヨン パイプを取り付ける。

(6) ボルト 2本で，アイドルスピード コントロールパイプを

取り付ける。
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F5109 

F5108 

F5107 

F5106 

83483 

(7) クランプ2個で，エア ホース 2本を取り付ける。

(8) クランプ4個で，エア ホース3本およびベンチレーシヨンン

ースを取り付ける。

(9) クランプ2個で，エア クリーナ ホース Na1を取り付ける。

6 アクセルレータ ワイヤ取り付け

(1) アクセルレータ ワイヤを取り付ける。

(2) アクセルベダルをいっぱいに踏み込み，スロットルパルプ

が全開していることを確認する。

全開しない場合はロック ナットを回して調整する。

7 スロットルケーブル取り付け

(1) スロットルケーブルを取り付ける。

(2) スロットル ケーブルがスロットル レバーに碓実に取り付け

られ，ケーブルに曲がりのないことを点検する。

(3) スロットルパルプ全開時，ケーブル調整用マークの先端とプ

ーツ先端の長さを測定する。

基準値 0-1 mm 

基準値外の場合はロック ナットを回して調整する。

8 冷却水注入

(1) ラジエータおよびエンジンのドレーン コックが閉まっている

ことを確認後，冷却水を注入する。

9 水漏れ点検

(1) エンジンを始動し，水漏れがないことを確認する。

10 エンジン調整

(S 1調整)

~ 

1"". 
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アイドルスピード コントロール

バルブ(ISCV)

構 成図

司ヘ

;
 
;
 

一士一

'

O自

3

Z
U
F
I
l
l
l
1
1
1
l
l

‘，h
t

1

h

・

τ骨
『

I
l
l
1
1
4
'
d
b目
‘

;
 

一
=

-

i

l

e

-
T

一

パルプ，アイドル スピード コントロール

明!

-…再使用不可部品仁コ…締め付付トルク(同・cm)

F5517 

アイドルスピード コントロールパルプ取りはずし

1 冷却水抜き取り

2 15 C V用コネクタ取りはずし

F5518 
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F5519 

F5520 

F5521 

MS0053 

F5099 

3 ア イ ド ル ス ピ ー ド コントロールパルプ取りはずし

(1) クランプ2個をはずし，アイドル スピード コントロール

パルプおよびウオータ パイプからウオータ ホース 2本を取

りはずす。

(2) クランプ2個をはずし，エア ホース NO.lを取りはずす。

(3) ボルト 2本をはずし，アイドルスピード コントロールパ

ルブおよびか、スケットを取りはずす。

(4) クランプをはずし，アイドルスピード コントロールパル

プからウオータ バイパス ホースを取りはずす。

アイドルスピード コントロールバルブ点検

パルプの抵抗点検

(1) 端子関の抵抗を測定する。

基準値 8，......5" 53間 10-aOQ 

82......52， 5.問 10-aOQ

2 パルプ作動点検

(1) B端子にパツテリ@を接続し， S 1→ S2→ S3→ S4端子の順に

アースしたときパルプが閉側に動くことを確認する。

逆に S4→ S3→ S2→ Sl端子順にアースしたとき開側に動くこ

とを確認する。

r 

~. 
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F5221 

F5617 

F5520 

F5519 

F5518 

アイドルスピード コントロールパルプ取り付け

アイドルスピード コントロールパルプ取り付け

(1) アイドルスピード コントロールパルプにクランプでウ

オータ バイパス ホースを取り付ける。

(2) 新品ガスケットを介して，ボルト 2本でアイドル スピード

コントロールパルプを取り付ける。

T = 140 :l::20kg.cm 

..エア インレツト ダクトの ISCV取り付け穴にチェック

パルプおよびシール ワツシヤが図のように取り付いている

ことを確認する。

(3) クランプ2個で，エア ホース Nu1を取り付ける。

(4) クランプ2個で，アイドルスピード コントロールパルプ

およびウオータ パイプにウオータ ホース 2本を取り付ける。

2 ISCV用コネクタ取りはずし

3 冷却水注入

(1) ラジエータおよびエンジンのドレーン コックが閉まっている

ことを確認後，冷却水を注入する。

4 水漏れ点検

(1) エンジンを始動し，水漏れがないことを確認する。

5 エンジン調整

(S 1参照)
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F5522 

A6202 

F5522 

F5523 

83494 

ウオータ テンパラチヤセンサ

ウオータ テンパラチヤセンサ取りはずし

冷却水抜き取り

2 コネクタ取りはずし

3 ウオータ テンパラチヤセンサ取りはずし

ウオータ テ ン パ ラ チ ヤ セ ン サ 点 検

ウオータ テンパラチヤセンサ抵抗点検

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値

i昆 度 Cc) 抵抗値 (0)

。 4~7 

20 2~3 

40 O.9~I.3 

80 O.2~O.4 

ウオータ テンパラチヤ センサ取リ付け

ウオータ テンパラチヤセンサ取り付け

(1) 新品yゲスケットを介してウオータ テンパラチヤ センサを取

り付・ける。

T =250:!:50kg.cm 

2 コネクタ取り付け

3 冷却水注入

スタート インジエクタ タイム

スイッチ

タイム スイッチ取りはずし

冷却水抜き取り

2 コネクタ取りはずし

3 スタート インジエクタ タイム スイッチ取りはずし

タイム スイッチ点検

端子間抵抗測定

(1) STA-ST J端子聞の抵抗を測定する。

基準値

水 温

150C以下

300C以上

抵抗値 (0)

25~50 

60~85 

J 

F 
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C8656 

F5523 

IC-4-2 

哩
89890 HOl68 

(2) S T A端子とボデー聞の抵抗を測定する。

基準値 25~85Q 

タイム スイッチ取り付け

スタート インジエクタ タイムスイッチ取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，タイム スイッチを取り付ける。

T =300士50kg-cm

2 コネクタ取り付け

3 冷却水注入

ソレノイド レジスタ

ソレノイド レジスタ点検

端子間抵抗測定

(1) + B-# 10. #20. # 30端子聞の抵抗を測定する。

基 準 値 約 3Q

EFI メーン リレー

EFI メーン リレー点検

リレー作動音点検

(1) イグ、ニツシヨン スイッチをO Nにしたとき，メーン リレー

の接点が閉じる作動音がすることを確認する。

2 リレー抵抗点検

(1) 各端子聞の抵抗を測定する。

基準値 1+->3端子間 50~90Q 

2 +->4端子問 ∞ 

3 リレー作動点検

(1) 1-3端子聞にバッテリ電圧をかけたとき. 2-4端子聞の導

通があることを確認する。
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Z2249 

F5524 

IC-4-2 

サーキット オープニング リレー

サーキット オープニング リレー点検

サーキット オープニング リレー作動音点検

(1) クランキングを開始すると同時にリレーの接点、が閉じる作動音

がすることを確認する。

2 サーキット オープニング リレー点検

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値

端 子 抵抗値(Q)

STA-E， 30~60 

+B-Fc 80~120 

。。

+B-Fp 。
(STA-E，に12Vを加える)

フユーエルポンプ リレー

フユーエルポンプ リレー点検

リレー作動音点検

(1) エンジン回転を約5000rpmまでレーシングしたときフユーエル

ポンプ リレーの作動音がすることを確認する。

2 リレー点検

(1) ①日②端子聞の抵抗を測定する。

基準値 67~100Q 

(2) ①日③端子問および①日④端子聞の導通を点検する。

基準 ①日③端子間導通なし

①刊④端子間導通あり

(3) ①日②端子聞にパツテリ電圧を加えたときの導通を点検する。

基準 ①日③端子間導通あり

①叫④端子間導通なし

f" 

{部
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F5525 

F5526 

フユーエルポンプ レジスタ

フユーエルポンプ レジスタ点検

レジスタ抵抗点検

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値 O.67~O.79Q 

エンジン コントロ -Jレ コンビータ

エンジン コントロール コンピユータ点検

コンビュータ作動点検

(1) テスタにミニ テスト リードを接続し各端子の電圧を測定す

る。

e冨・コネクタをコンビュータに接続しておき，コネクタの裏側

から点検する。

・電圧を測定する場合は，テスタが電圧レンジになっている

ことを確認してから点検する。

・エンジン状態の指示のないものはエンジン停止，イグニツ

シヨン スイッチ ONの状態で点検を行う。



4・58 EFI システムー制御システム

B9600 F5527 

点検系統 端 子 測定条件 基準値 (V)

Batt......E， 常時 約12
電 源 系

IG S/W， ..LB， B，......E， 約12

スロットルバルブ会閉 。
スロット Jレ IDL......E2 

スロットル バルブ開(1.5・以上) 約 5 F 
ポジシヨン

スロットルバルブ全閉 約0.5
センサ系 VTA-E2 

ス ロットルバルブ全開 約 5

Vc......E， 約 5
ヱアフロー

Ks-E， アイドル回転時 約2.6
メータ系

THA......E2 アイドル回転時(雰囲気温度20・C) 約1.6

水温センサ系 THW-E2 冷却水温約80・c 約0.3

スタータ信号 STA-E， クランキング時 約 9

約12
# 10， #20日 E，

噴 射 信' 、園宝 アイドル回転時 約14
#30 

3000rpm時 約13(回転を上げると電圧は下がる)

IGt，IGf-E， アイドル回転時 約0.7
イグナイタ系

IGdA，IGdB......E， アイドル回転時 約1.7

P， N レンジ 。
Fト

N S/W......E， P， N レンジ以外 約12

クランキング時 約 9~11

:t: の 他
エアコン OFF (A/C付き車) 。

A/C-E， 
(A/C付き車)エアコン ON 約11

SPD-E 走行中 約2.5
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物内

|冊目同日間!日|
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関連部品点検

ニュートラルスタート スイッチ点検

各端子間導通点検

(1) エンジン ルーム内のニュートラルスタート スイッチのコ

ネクタをはずす。

(2) 各端子聞の導通を点検する。

基準値 0---0導通あり

訂ゐ?当± 2 3 4 5 6 7 8 9 

P 0--べコ 。 。
R 。一卜0
N 0--ベコ 。 〈コ
D 。 くコ
2 。 くコ
L 

エアコンスイッチ(信号)

入力電圧点検

(1) エンジン アイドリング状態でECU コネクタ端子のA/C

日 El聞の電圧を測定する。

基準値 エアコンスイッチ OFF OV  

エアコン スイッチ ON  約12V

スピード デイテクタ (MZ)

スピード デイテクタ点検

(1) 3 (1 G N)端子にバッテリffi， 2 (S E)端子にバッテリθ

を接続する。

(2) 1 (S i )端子にテスタffi. 2 (S E)端子にテスタθを接続

する。

(3) スピード デイテクタのシャフトを回転させたときの，電圧を

測定する。

基準値 シャフト 1回転で20回約OV+->バッテリ電圧を繰り返す
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スピード センサ(MA)

スピード センサ点検

e冨 スピード センサ単品点検を行う場合の電源は必ず単 3電

池を使用する。

(1) 1本1.5Vの乾電池を 3本直列に接続する。

(2) スピード センサ コネクタの SV端子に電池の81.S E端子

に電池のθを接続し， SV-S E聞に4.5Vの電圧を加える。

(3) (2同状態でシャフトを回転させたときのSin端子日 SE端子間

の電圧を点検する。

基準シャフトを 1回転させる聞に20回Lo-Hiを繰り返す

H3654 

F 

F 



5 クーリング システム

準備品

-・ H ・H ・-…..5-2 

ウオータ ポンプ……H ・H ・...……H ・H ・....・H ・.......・H ・...…・・ 5-4

ラジエータ ......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........
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5・2 クーリング システム 冷却水点検，交換

準備 回
目周

ググ~_.-'\ 1 _______ 

~二心 .'~ T _ 4 _________ 

d孝Z予ク'i!!:.手'v 09230・00010 _______ 
妄ダ~ サース I ___________ 

~ ω231-00010 ベンダロック レー

TI ~多タ 09231-00仰いーパ

ぷグ

iρ 

工具|く~ zy"zy> ~ 

~即
計器 ~fj

?の副主

09231・00030 ハンドル，プラグ ラジエータ水漏れ点検用

F 
09231・00050 プラグ， No.2 (φ 28) ラジエータ水漏れ点検問

09258・00030 プラグセット，ホース ホース気密保持用

プッヤキタヱジラタステEtu 

A
崎

い

4
凶

r

J
，色扱

T
γ
T
栄

C
パ

C
弥

R
側

R
側

ラジエータ水漏れJ点検問

エジ-フ
'
タ

ト

ス
ツ

テ

セ

プ

タ

ッ

プ

ヤ

ダ

キ
ア型

タ

ぬ
『
E
t
w

M

山
扱

S

、

制

H
4
臥

4

/
自
立
栄

T
h
h
T
E
 

内
」
/
円
」
品
事

R
側

R
側

ラジエータ水漏れ点検用

サーモスタツト点検用

ラジエータ ロック プレート塗布
F罷

85777 

冷却水点検，交換

冷却水点検

冷却水量点検

(1) 冷却水がラジエータ リザーパ タンクのFULL-LOW間

にあることを確認する。

2 冷却水濃度測定(LLC) 

(1) 冷却水温度と比重を測定し，左表より濃度を求める。

e冨冷却水の濃度は30%(寒冷地50%)以上であること。
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〈参考〉 このグラフは，冷却水の濃度が30，40， 50%のときの冷

却水温と比重の関係を示したものである。

冷却水交換

たとえば，冷却水温550C，比重 1.035であったとすると，

このときの冷却水濃度は次のように求める。

550C， 1.035の交点Aは， 30%線と40%線の中間であり，

この点は約35である。すなわち濃度は約35%である。

冷却水抜き取り

(1) ラジエータおよびブロック右後方のドレーン コックを聞き，

冷却水を抜き取る。リザーパ タンクの冷却水を抜き取る。

2 冷却水注入

(1) ラジエータおよびエンジン ドレーン コックを閉じ，冷却水

を注入する。

丁=130:!::30kg ・cm (シリンダ ブロック侭11)

〈参考〉ラジエータ インレツト コック

T=10~30kg ・ cm

(2) ヒータの温度コントロール ダイアルを rWARMJの位置に

する。

A/C車は設定温度をMAX HOT値にセットする。

(3) 冷却水を注入する。

(4) エンジン暖機後，冷却水量を確認する。

..ラジエータ キャップをはずす場合は蒸気や熱湯が吹き出

すので注意する。

(5) 冷却水を補充する。
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ウオータ ポンプ

構成図

ホース.ラジエータ

シユラウド， 77ン

F5529 

アッパ

V ベルト

(AIC用)

-ガスケット，ウオ-? ポンプ

.・・・・・・再使用不可部品 仁コー…締め付けトルク (kg・cm)

F5587 

〈参考〉 ウオータ ポンプ下側の水抜き孔附近の水漏れあとがあ

る場合は，水漏れ点検を行う。

ウオータ ポンプ取りはずし

冷却水抜き取り

(1) ラジエータおよびブロック右後方のドレーン コックをゆるめ

て冷却水を 1/2 (約4.0~ )抜きとる。

F 

F 
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F5530 

F5531 

F5532 

2 オルタネータ用ベルトゆるめ

(1) ボルト A， Bをゆるめる。

(2) ナット Cをゆるめ， オルタネータをベルトゆるみ方向へ移動

させる。

3 ラジエータ リザーパ タンク用ホース取りはずし

(1) ホースをラジエータ側で取りはずす。

4 ラジエータ インレツト ホース取りはずし

(1) プライヤを使用して，ラジエータ アッパ ホースを取りはず

す。

5 ファン シユラウド取りはずし

(1) ファン シユラウド Na2を取りはずす。

(2) ファンモータ ウイズプラケットを取りはずす。

(3) ボルト 2本をはずし，ファン シユラウドを取りはずす。

6 ファン ウイズカップリング取りはずし

崎、 | 、、←一一一一一一一一一一一 I (1) ナット 4個をはずし，ファン ウイズ カップリングをウ

F55SS 

F5534 

オータ ポンプより取りはずす。

(2) ウオータ ポンププリーおよびオルタネータ ベルトを取り

はずす。

7 ウオータ ポンプ取りはずし

(1) ボルト 8本およびナット 2個をはずし，ウオータ ポンプ

を取りはずす。

(2) ガスケットを取りはずす。
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F5535 

F5534 

F5533 

F5536 

F5532 

ウオータ ポンプ点検

ウオータ ポンプ点検

(1) 各部にき裂，損傷がないことを確認する。

(2) ベアリングの異音，ひっかかりのないことを確認する。

e語ウオータ ポンプは非分解式のため不良の場合は，ウオー

ータ ポンプ ASSYで交換する。

ウオータ ポンプ取り付け

ウオータ ポンプ取り付け

(1) 新品ガスケットを介して，ウオータ ポンプをボルト 8本およ

ぴナット 2個で取り付ける。

T=180土20kg.cm

2 ファン ウイズ カップリングおよびベルト取り付け

(1) ウオータ ポンプ プーリおよびオルタネータ用ベルトを取

り付ける。

(2) ナット 4個でファン ウイズ カップリングを取り付ける。

T =55:!:: 15kg ・cm

3 ファン シユラウド取り付け

F静

(1) ファン シユラウド下側にクッシヨン 2個を取り付ける。l'瞬

(2) ファン シユラウドをラジエータ下側のクリップ部に確実には

め込み上側のボルト 2本を取り付ける。

(3) ファン シユラウド No. 2を取り付ける。

(4) ファンモータ ウイズブラケットを取り付ける。
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89618 

F5537 

4 ラジエータ インレツト ホース取り付け

(1) ラジエータ インレツト ホースをラジエータに取り付ける。

..・ホースはタンクのホース ストツパに当たるまで挿入す

る。

-クランプは図に示すように取り付ける。

5 ラジエータ リザーパ タンク用ホース取り付け

(1) ラジエータにホースを挿入し，ホース クランプを取り付ける。

..  ラジエータ側クランプおよびバッテリ キヤリヤ側の

クランプにホースが取り付いていることを確認する。

6 冷却水注入

(1) ラジエータおよびエンジンのドレーン コックを締め冷却水を

注入する。

7 水漏れ点検

(1) エンジンを始動し，水漏れがないことを確認する。

サーモスタツト

サーモスタツト取りはずし

冷却水抜き取り

2 ラジエータ インレツト ホース取りはずし

(1) ラジエータ インレツト ホースをウオータ アウトレツト側

で取りはずす。

3 ウオータ アウトレツト取りはずし

情 I I _...)) ~I 正 ーで== I (1) ボルト 2本を取りはずし，ウオータアウトレツトを取りはず

す。

4 サーモスタツト取りはずし

F5538 

サーモスタツト点検

サーモスタツト点検

(1) サーモスタツトを水に浸し徐々に熱する。

..サーモスタツトをパルプ関弁温度まで熱する。

F5539 
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パッキンのき裂，変形

クーリング システムーラジエータ

F5540 

F5541 

F5538 

よ

(2) サーモスタツトの聞き始めおよび全開温度，全開寸法を測定す

る。

基準値 聞き始め温度 86~90・c

会開温度 100・c
全開寸法 8 mmTJ.よ

サーモスタツト取り付け

サーモスタツト取り付け

(1) 新品のガスケットをサーモスタツトのフランジ部に取り付ける。

(2) サーモスタツトをハウジングに取り付ける。

..サーモスタツトはジグル弁を上にして取り付ける。

2 ウオータ アウトレツト取り付け

(1) ボルト 2本でウオータ アウトレツトを取り付ける。

T =65kg ・cm

3 ラジエータ インレツト ホース取り付け

(1) ラジエータ インレツト ホースをウオータ アウトレツトに

取り付ける。

e冨・ホースはウオータ アウトレツトのストツパ部まで挿入

する 0

・クリップは図に示すように取り付ける。

4 冷却水注入

5 水濡れ点検

円 542 (1) エンジンを始動し，水漏れがないことを確認する。

弁および弁座の

変形，打ニん

85443 

ラジエータ

車上点検

ラジエータ キャップ目視点検

(1) パツキンのき裂，変形がないことを確認する。

(2) 弁および弁座の変形，打こんがないことを確認する。

(3) 弁と弁座間の水あかがないことを確認する。

F 

(!f' 
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F5557 

F5543 

85789 

2 ラジエータ キャップ開弁圧力点検

(1) ラジエータ キャップにキャップテスタを取り付け問弁圧力

を点検する。

基準値 o. 75~1.05kg/cm' 

3 ネック フイラ部(注水口)点検

(1) シール面の変形，打こんがないことを確認する。

(2) 端部の変形がないことを確認する。

4 クーリング系統点検

(1) ラジエータ キャップを取りはずし，冷却水を満水にしてテス

タを耳Zりf寸ける。

(2) エンジンを暖機する。

(3) エンジンを停止してテスタで1.2匂/ωの圧力をかけ，各部の

水漏れがないことを確認する。

..・冷却水は必ず満水にして行う。

・点検箇所に付着している水分は，十分拭きとっておく。

・テスタの脱着時，ポンプ操作時にラジエータのネックフイ

ラ部を変形させない。

・テスタを取りはずすときは，冷却水が吹き出すのでウエ

スなどを用いて，やけどをしないようにする。

ラジエータ

コア部点検

コア部(放熱部)点検，洗浄

(1) ラジエータ コア部に著しい汚れがないことを確認し，汚れて

いたりつまっている場合はスチーム洗浄を行う。

..小フイン ピッチ構造のため，コア部に著しい汚れがある

場合は冷却性能に悪影響をおよぽす。
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C 1786 

F 5529 

F 5531 

F5544 

2 コア部洗浄

e冨洗浄ガン先端とラジエータ コア面の距離が近いとフイン

がつぶれる場合があるので，次の噴射距離を必ず守る。

噴射圧力

30~50kg/cm' 

噴射路離

50~80kg/cm' 

約 30cm 

約 50cm 

(1) 温水洗浄調節器が付いている場合は高温側(20-800C)にセット

する。

(2) 車両のラジエータ グリル側前方から約 3分間温水噴射を行う。

(3) ナンパ プレートの下方から約 3分間温水噴射を行う。

(4) ラジエータ後方から約2分間温水噴射を行う。

く参考〉 ・噴射圧力が低い(30kg/cm'以下)と，十分な洗浄ができな

h、D
-温度が高い方が洗浄効果が大きい。

ラジエータ取りはずし

冷却水抜き取り

(1) ラジエータ ドレーン コックをゆるめて冷却水を抜き取る。

2 エンジン アンダカバー取りはずし

3 ラジエータ インレツト ホース切り離し

(1) インレツト ホースをラジエータ側て切り離す。

4 ファン モータのコネクタ切り離し

5 ラジエータ アウトレツト ホース切り離し

(1) アウトレツト ホースをラジエータ側て切り離す。

6 ラジエータ リザーパ タンク用ホース切り離し

F 

F 
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F5545 

F5546 

7 トランスミッシヨン オイル クーラ ホース切り離し

(1) オイル クーラ ホース 2本をラジエータから取りはずす。

..  オイルが漏れないようにホースに栓をする。

8 ラジエータ取りはずし

(1) ファン シユラウド Na2を耳Zりはずす。

(2) ラジエータ ウイズ ファン シユラウドを取りはずす。

(3) 左右のラジエータ アッパサポートを取りはずし，ラジエー

ータを取りはずす。

(4) ボルト 2本を取りはずし，ファン シユラウドをラジエータか

ら取りはずす。

構成図

リング. 0 

レート，ラジエータ コア，アッパ

プレート，ラジエ-7 コア，ロワー

リング. 0 

プレート，ヲジエータ タンデ，ロツ7. ロワー

タンク，ラジエ-7.ロワー

;司d傘

.・・・・・・再使用不可部品 亡コ..…・締め付けトルク (kg・cm)

F5598 
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リング， 0 

クーリング システム ラジエータ

⑥ 

F5548 

三週品

F5550 

F5549 

アサプ AS5 Y， 
ラジエ-?

F 5551 

C 00348 

ラジエータ分解

ロック プレート取りはずし

(1) ロック プレートを図に示す順序で取りはずす。

(2) S S Tを使用してロック プレートかしめ部をはさみ，下方へ

押し下げるようにしてはずす。

55 T 09231-00020 

..  ロック プレートのかしめ部をはずす際，コア プレー卜

に傷をつけたり変形させない。

(3) ロック プレートを外側へ引き出す。

2 タンク， 0 リング取りはずし

F 

(1) タンクをコアから取りはずし， 0 リングを取りはずす。 戸

3 オイル クーラ取りはずし

(1) ラジエータ ロワー タンクからフレア ナット 2個を取りは

ずす。
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C5183 

F5599 

93636 

タンクの底面

コアプレート

の溝

F5552 

(2) ラジエータ ロワー ダンクからナット 2個をはずし，スプリ

ング ワツシヤ2側とプレート ワツシヤ 2個を取りはずす。

(3) ラジエータ ロワー タンクからオイル クーラを取りはずす。

(4) オイル クーラから O リングを取りはずす。

4 コア プレート点検

(1) コア プレートの滑に変形がないことを確認する。

5 コア プレート，タンク清掃

(1) コア プレートのiWi-.タンクの底面を清掃してゴミ，異物等

を除去するo

..  ゴミ等が付着していると水漏れを起ニす。

ラジエータ組み付け

オイル クーラ取り付け

(1) オイル クーラに新品のO リングを取り付ける。
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(2) ラジエータ ロワー タンクにオイル クーラを取り付け，ス

プリングワツシヤ 2個とプレート ワツシヤ2個を介し，ナ

ット 2個にて取り付ける。

T =210~235kg.cm 

miI 0 リングが正しく溝にはまっていることを確認後，ナツ

トを取り付ける。

(3) ラジエータ ロワー タンクにフレアナット 2個を取り付け

る。

T =150:1: 10kg.cm 

2 0 リング取り付け

(1) 図のようにO リングのねじれを点検修正後新品のO リング

を取り付ける。

3 ロック プレート取り付け

(1) 新品ロック プレート(上下 2本ずつ)を取り付ける。

e語ロック プレートを両側から矢印方向に，ラジエータに当

たるまで押し込む。

(2) S STを使用してロック プレートをかしめる。

55  T 09231-00010 

① SSTをパイスに取り付ける。

②ピンを抜きかしめ高さを rLOW.Jにする。

f伊

f側
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Z7565 

F5548 

F5554 

95801 

F5555 

③ラジエータを SSTにセットし，レバーを矢印の方向に動か

してプレートのツメを一本ずっかしめる。

④図にかしめ順を示す。

..図の③④⑤⑥は外側よりかしめるo

..酬の曲げはゆっくり行い，ツメがタンクに当たってから

わずかにカを加え，かしめ跡が残る程度にする。

信量.図中⑦，⑧はSSTが使用できないのでプライヤでかしめ

る。

⑤タンクの凸部にロックプレートのツメが当たらないように

する。
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ハンドル

SST 

。。。

すき間

クーリング システムーラジヱータ

95803 

95438 

F5556 

コアプレート

Z7559 

⑥かしめ後のロック プレート寸法を確認する。

基準値 h = 9. 4~&!~mm 

ラジエータ水漏れ点検

プラグハンドル組み立て

(1) ハンドルにワツシヤ(大)およびプラグ，ワツシヤ(小)を取り付

けナットを手で一杯に締め付ける。

55  T 09231-00030 09231-00050 

2 プラグハンドル取り付け

(1) ラジエータのインレツトおよびアウトレツトにハンドルを差し

込みハンドルを倒す。

55  T 09231-00030 09231-00050 

..  プラグ取り付け時にプラグおよび取り付け部に水などを付

着させない。

(2) ハンドルとラジエータをひもで結ぶ。

3 漏れ点検

(1) ラジエータ キャップテスタを使用し加庄する。

基準値 1.2kg/cm' 

(2) ラジエータを水そうに浸し，前後左右に傾けてかしめ部すき間

の気泡を追い出す。

(3) 漏れがないことを確認する。

..かしめ部すき聞の気泡をシール不良による濡れと誤認し

ない。

ロック プレート塗装

(1) 水漏れ点検て守異常がなければ，ラジエータをよく乾燥させた後

ロック プレートを塗装する。

F償

tp' 
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F5536 

F5546 

F5545 

F5544 

ラジエータ取り付け

ラジエータ取り付け

(1) ラジエータ サポート No. 2が左右に取り付いていることを確

認する。

(2) ラジエータ ASSYをラジエータ サポート No. 2に乗せる。

..ラジエータ下部凹みをラジヱータ サポート No. 2に合わ

せる。

(3) 左右のラジエータ アッパサポートを締め付けラジエータを

固定する。

T = 130:t 30kg.cm 

(4) ファン モータのコネクタを接続する。

2 ラジエータ リザーパ タンク用ホース取り付け

(1) ラジエータ リザーパ ホースを押入し，クリップを取り付け

る。

(2) ホース クランプ2箇所にホースを取り付ける。

3 トラシスミッシヨン オイル クーラ ホース取り付け

4 ラジエータ アウトレツト ホース取り付け

(1) ラジエータ アウトレツト ホースを取り付ける。

..・ホースはラジエータのタンクに当たるまで挿入する。

・クランプは下側に向け取り付ける。



5・18 クーリング システム ラジエータ

F5531 

C0475 

5 ラジエータ インレツト ホース取り付け

(1) インレツト ホースをラジエータに取り付ける。

信墨，・ホースはラジヱータのタンクに当たるまで挿入する。

・クランプは図に示すように横向きに取り付ける。

6 エンジン アンダカバー取り付け

7 冷却水注入

(1) ラジエータのドレーン コックが閉まっていることを確認後，

冷却水をi主入する。

8 オートマチック トランスミッシヨン油量点検

(1) パーキングブレーキをかける。

(2) アイドル回転状態でシフト レバーを Pから Lまで各レンジー

巡した後， P レンジに戻す。

(3) レベル ゲージを抜きウエスで、拭き取った後，再度挿入してフ

Yレードがレベル ゲージの rHOTJの範囲にあることを確認

する。

..・通常走行状態の油温(50-80"C)で点検する。

・オイル交換時など低い泊温(20-30"C)で油量点検をする

必要がある場合は，ゲージの rC0 0 LJ範囲内に調整し

た後，通常走行状態油温 (50-80"C)で再確認する。

・レベル ゲージの裏表でレベルが異なるときは，レベルの

低い方で点検する。

・オイル過多は種々のトラブルの原因となるので注意する。

9 水漏れ点検

(1) 取り付け後エンジンを始動し，水漏れおよびブルード漏れがないこ

とを確認する。

F欝
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6・2

SST 位3
ヤ

工具 ゴト』

J長2吾z言b 

定量議
計器

司P
:. 

直定規

油脂
シールパツキン

その他

エアタリーナホース

ルブリケーシヨン システムーオイルプレッシヤ点検

準 備 品

09228・07500 レンチ，オイル フィルタ オイル フィルタ取りはずし周

09032-00100 カツタ，オイルパンシール オイルパン取りはずし用

09090-04000デバイス，エンジン スリング オイルパン脱者用

エクスパンダ，スナップ
オイル ポンプ，スナップ リング取りはずし用09904-00010 グ

リン

側パンザイ

扱い

o P G-l00 

ブラック

F5256 

F5257 

ゲージ，オイル プレッシヤ オイル プレッシヤ測定用

オイル ポンプ.サイド クリアランス測定用

オイルパンシール周

オイル プレッシヤ点検
オイル プレッシヤ点検

オイル点検

(1) 水が入っていないことを確認する。

(2) 変色や薄くなっていないことを確認する。

(3) オイルがオイル レベル ゲージのF-L間にあることを確認

する。

2 オイル プレッシヤ スイッチ取りはずし

(1) インテーク エア コネクタをエアホース No.6付きで取りは

ずす。

(2) エア クリーナホース No.2およびベンチレーシヨン ホース

No. 4. アイドルスピード コントロール用エアホース No.8

をエア フローメータ付きでエア クリーナケースより取

りはずす。

(3) オイルプレッシヤ スイッチを取りはずす。

F 

F 



エアコネクタ

明、

エアデリーナホース

噌ヘ

ルブリケーシヨン システムーオイル プレッシヤ点検 6・3

F5258 

F5257 

F5256 

3 オイル プレッシヤゲージ取り付け

4 エンジン暖機

基準 80-WC

5 オイル プレッシヤ測定

基準値 アイドル回転時 O.6kg/crn'以上

3000rpm時 2.5-5. Okg/ crn'以上

6 オイル プレッシヤ スイッチ取り付け

(1) エア クリーナ ホースおよびインテーク エア コネクタを

耳又り付ける。

T =150kg・crn

7 オイル量点検

(1) オイル量の確認およびオイル プレッシヤ スイッチ部からの

オイル漏れのないことを点検する。



6・4

オイJレ フィルタ

ルブリケーシヨン システムーエンジン オイル，オイル フィルタ交換

F5259 

F5260 

F5261 

F5262 

C5255 

エンジン

ルタ交換

オイル，オイル

エンジン オイル抜き取り

(1) オイル フイラ キャップを取りはずす。

(2) ドレーン プラグを取りはずし，オイルを抜き取る。

2 オイル フィルタ取りはずし

フイ

(1) ステアリング ヨーク ヒート インシユレータを取りはずす。

(2) S STを使用して，オイル フィルタを取りはずす。

55  T 09228・07500

(3) オイル フィルタの取り出しはサスベンシヨン ロワー アー

ム後方より取り出す。

3 オイル フィルタ取り付け

(1) エンジン側の取り付け面の汚れ，異物を取り除く。

(2) フィルタのガスケットにエンジン オイルを塗る。

(3) /ゲスケットが取り付け面に当たってから約五回転手で締め付け

る。

(4) 手で締まらない場合は. S STを使用して締め付ける。

55  T 09228・07500

..  工具を使用すると会はケースの損傷に気を付ける。

F 

f関



ルブリケーシヨ ン システムーオイルポンプ 6・5

噸、

F5256 

4 エンジン オイル注入

(1) 新品ガスケットを介して，オイル ドレーン プラグを取り付

ける。

T =350kg・cm
..取り付ける前に付着している古いガスケットを取り除き，

取り付け面を清掃する。

(2) オイルを注入する。

オイルとオイル |オイルのみ

フィルタ交換時(0I交換時(2)

4.0 3.7 

(3) オイルフイラ キャップを取り付ける。

5 オイル量点検

(1) オイル レベルゲージを引き抜き，オイル量を確認する。

6 オイル漏れ点検

(1) エンジンを始動し，オイル漏れがないことを確認する。

7 オイル量確認

オイルポンプ

構成図

唖ヘ

ギヤ，オイルポンプ ドライブ

カバー，サプ

トフヤ‘y
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F5290 



6・6 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F5259 

F5302 

E 1676 

E 1677 

E 1679 

オイルポンプ ASSY取りはずし

2 

3 

4 

5 

6 

エンジン フード取りはずし

車両フロントおよびリヤ側ジャッキ アップ

フロント ホイール取りはずし

エンジン アンダ カバー取りはずし

エンジン オイル抜き取り

(1) オイルフイラ キャップを取りはずす。

(2) オイル ドレーン プラグを取りはずし，オイルを抜き取る。

エンジン吊り上げ

(1) エンジン スリングデイパイスを使用して.エンジンを吊り

_f:~デる。

7 フロント ショック アブソーパ取りはずし

|トヨタ電子制御エア サスペンシヨン付き車|

(1) ショック アブソーパ キャップを左右共に取りはずす。

(2) ショック アブソーパ コントロール アクチユエータを左右

共に取りはずす。

(3) エアチューブユニオンをニューマチック フロント ウイ

ズ ショック アブソーパシリンダより左右共に切り離す。

|トヨタ電子制御エア サスベンシヨンなし車|

(1)-(2)は同一作業を行う。

戸際

F醇
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喝汽

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6・7

EI696 

E 1791 

EI669 

プラケット

F5240 

EI674 

(4) フエンダエプロンよりサスベンシヨン サポートを左右共に

切り離す。

8 ステアリング インタミーデツト シャフト切り離し

(1) ステアリング インタミーデツト シャフトのボルトをゆるめ

フリーの状態にする。(約 2回転ゆるめる)

9 ESC  ワイヤハーネス コネクタ切り離し

(1) コネクタを左右共に切り離す。

10 ハイト コントロールセンサ リンク切り離し

|トヨタ電子制御エア サスペンション付き車|

(1) ハイト コントロールセンサ リンクを左右共にロワーア

ームより取りはずす。

11 フロント ブレーキパイプクランプ & ブラケット取り

はずし

(1) フロント ブレーキパイプ用クランプ1街所とプラケットを

左右共に取りはずす。

12 スタピライザ リンク切り離し

(1) スタビライザ リンクをロワー アームより左右共に取りはず

す。



6・8 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F5237 

E2184 

F5233 

F5263 

川

l
ノ
/C
 

¥
 

F5282 

13 フロント エンジン マウンテイング切り離し

(1) フロント エンジンマウンテイングインシユレータをサス

ベンシヨンより左右共に切り離す。

14 フロント サスペンシヨン メンバ ASSY切り離し

(1) フロント サスベンシヨン クロス メンバ No.lを取りはず

す。

F 

(2) サスベンシヨン メンバ取り付けナット 2個とボルト 1本をボ

デーより左右共に切り離す。

この時サスペンシヨン メンバ中央部にジャッキを当てがいメ

ンバ ASSYを支持する。

(3) ジャッキをゆっくりと降下させ，サスペンシヨン メンバをジ

ヤツキ ダウンする。

鋸歯・ p/s パイプおよびブレーキフレキシブルパイプがポ

デ一等に干渉する恐れがあるので注意深〈行うこと。

・サスペンシヨン メンバの降下量は. P/Sおよびプレー

キ パイプの張りに少し余裕が残る状態でメンバを保持す

る。

15 スチフナ プレート & フライホイールハウジングアン

ダ カ バ ー 取 り は ず し

(1) スチフナ プレート取り付けボルト 8本を取りはずし，左右共

に取りはずす。

(2) クラッチハウジングアンダカバーを取りはずす。

(3) エキゾースト フロント パイプ用プラケットをゆるめ，横方

向に移動させる。

16 オイルクーラ ホース取りはずし

(1) オイル クーラユニオンよりオイルホースを取りはずす。

-聾オイル ホースを取りはずした後，オイルが流出するため

パイプ側に栓等により流出を防止する二と。

F甥



噸ヘ

喝棲¥

ルブリケーシヨ ン システムーオイルポンプ 6・9

F5286 

Z4679 Z6M7 

F5264 

F5285 

F5265 

17 エンジン オイルパン取りはずし

(1) オイルパン取り付けボルト 23本およびナット 3個を取りはずす。

(2) オイルパン シールカツタとプラスパーを使用して，シリ

ンダブロックからオイルパン ASSYを取りはずす。

..・オイルパン シール カツタ打ち込み時， 3箇所のスタ

ツド ボルト部は避けるよう注意する。

・タイミング チェーン カバー傷付き防止のため，打ち込

みはシリンダ ブロック部から行う。

(3) シリンダブロック側に残ったオイルパン ガスケットは，

スクレツパで取り除く。

18 オイル ポンプ取りはずし

(1) オイルポンプアウトレツト パイプを切り離す。

(2) オイルポンプストレーナステーをシリンダブロックよ

り切り離す。

(3) オイル ポンプ ASSYを取りはずす。



6-10 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F5266 F5267 

F5268 

F5269 

F5270 

F5271 

オイルポンプ分解

オイルポンプアウトレツト パイプ取りはずし

(1) ロック ワツシヤのツメをドライパ等で曲げる。

(2) ユニオン ボルトを取りはずし，ポンプ本体よりアウトレツト

パイプ，ロック ワツシヤおよびガスケットを取りはずす。

2 リリーフ バルブ取りはずし

(1) リリーフパルププラグを取りはずす。

(2) リリーフパルプスプリングおよびリリーフパルプを取り

はずす。

3 オイルポンプストレーナ取りはずし

(1) 2本の取り付けボルトをゆるめ，、0"リングおよびオイル ス

トレーナをポンプ ボデーより取りはずす。

4 オイルポンプカバー取りはずし

(1) ボルト 5本を取りはずし，オイル ポンプ カバーを取りはず

す。

5 オイルポンプ ドリブンギヤ取りはずし

F 

F 



穂町

哩同

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-11 

F 5272 

F5273 

F5273 

F5271 

F5274 

6 シャフト ドライブギヤおよびポンプ ドライブギヤ取り

はずし

(1) スナップ リングをスナップ リングエクスパンダを使用し

て取りはずし，スベーサおよびシャフト ドライブ ギヤを取

りはずす。

(2) ウッドラフ キーを取りはずし，ポンプ ドライブギヤを取

りはずす。

オイルポンプ組み付け

シャフト ドライブギヤおよびポンプ ドライブギヤ取り

f寸け

(1) ポンプ ドライブギヤをポンプボデーに挿入する。

(2) ウッドラフ キーを取り付けシャフト ドライブ ギヤおよび

スベーサを取り付ける。

(3) スナップ リングを取り付ける。

2 オイルポンプ ドリブンギヤ取り付け

3 サイド クリアランス点検

(1) 直定規とシックネス ゲージを使用してギヤとカバー取り付け

面のすき聞を測定する。

基準値 O.03~O.09mm 

限度 O.15mm 



6-12 

~ 

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F5275 

F5276 

F5270 

F5277 

F5268 

4 ボデー クリアランス点検

(1) シックネス ゲージを使用してギヤとボデーのすき聞を測定す

る。

基準値 O.03-0.06mm 

限度 O.20mm 

5 オイルポンプギヤパックラッシユ点検

(1) シックネス ゲージを使用してドリブン ギヤとドライブギ

ヤのパック ラッシユを測定する。

基準値 O.5-0.6mm 

限度 O.9mm 

6 オイルポンプカバー取り付け

(1) ボルト 5本でオイル ポンプ カバーをボデーに取り付ける。

7 リリーフ パルプ取り付け

f" 

(1) リリーフパルプをオイルポンプ カバーに挿入する。(1""

..  リリーフ パルプ取り付け函とオイル ポンプカバーの

パルプしゅう動面およびリリーフ バルブの摩耗，損傷を

点検し，不良の場合はリリーフ バルブまたはオイル ポ

ンプカバーを交換する。

(2) パルプ スプリングおよびプラグを取り付ける。

T =375kg.cm 



明、

噛ヘ

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6・13

F5269 

F5278 

F5279 

F5265 

F5264 

8 オイルポンプストレーナ取り付け

(1) 新品の、0" リングをリング溝に納め， 2本のボルトでストレ

ーナをボデーに取り付ける。

9 オイルポンプアウトレツト パイプ取り付け

(1) 新品のガスケットおよびロック ワツシヤを介して，ユニオン

ボルトを手で締め付ける程度に仮締めする。

10 オイル ポンプ作動点検

(1)図のようにオイル ポンプのストレーナ側をエンジン オイル

に浸し，オイル ポンプ シャフトを反時計方向に回転させた

ときオイルがアウトレツト パイプより吐出することを確認す

る。

オイルポンプ ASSY取り付け

オイル ポンプ取り付け

(1) オイル ポンプ ASSYをプロックに取り付ける。

T =220kg・cm

(2) オイルポンプアウトレツト パイプを取り付ける。

T =400kg・cm シリンダ ブロック側(ナット)

(3) ポンプ側ユニオン ボルトを本締めし，ロック ワツシヤを折

り曲げてユニオン ボルトを回定する。

T=350kg・cm ポンプ側(ユニオン ボルト)



6-14 

「唱 「

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F5285 

「
F0734 

F0735 

F5282 

F5263 

(4) オイル ポンプストレーナーステーをシリンダブロックに

耳zり付ける。

T = 195kg・cm

2 オイルパン取り付け

(1) オイルパンおよび、ブロック側に付着しているシールパツキ

ンをドライパ，ワイヤ ブラシ，Jゲスケット スクレーパを使

用して清掃する。

(2) 図に示す位置にシールパツキン ブラックを塗布し，シリン

ダブロックに取り付ける。 r
e器・シールパツキンの恥4~φ5 で塗布する。

・ボルト穴周辺は内側へ塗布切れのないように塗布する0

・シールパツキン塗布後， 6分以内に組み付ける。

(3) ナット 3個とボルト23本でオイルパンを取り付ける。

T=130kg・cm

3 オイル クーラ ホース取り付け

(1) オイル クーラユニオンを新品のガスケットを介してオイル 戸ド

パンに取り付ける。

T=250kg・cm

(2) オイルユニオンにホースを取り付ける。

4 左右スチフナ プレートおよびフライホイール ハウジング

アンダ カバー取り付け

(1) アンダ カバーを取り付け，左右スチフナ プレートを取り付

ける。

T =400kg.cm 



冊、

齢、

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6・15

F5231 

E2184 

F5237 

E 1674 

F 5240 

5 フロント サスペンシヨン メンバ ASSY取り付け

(1) サスベンシヨン ASSYを持ち上げ，ボデーに耳又り付ける。

T=1300同.cm(ナット側)

T=1300kg. cm(ボルト側)

信墨書 取り付け時，左右フロント ショックアブソーパの位置関

係およびP/S ホース，フレーキ ホースの位置関係を良

〈確認しながらゆっくりと作業を行う。

(2) サスベンシヨン クロス メンバを取り付ける。

T =990kg • cm 

6 エンジン マウンテイング取り付け

(1) エンジン ASSYをゆっくり下げ，サスベンシヨン側マウン

トに安定した状態でマウンテイング インシユレータ取り付け

ナットをワツシヤを介して締め付ける。

丁=750kg • cm 

(3) エンジン スリングデイパイスを車両より取り除く。

7 スタビライザ リンク取り付け

(1) スタビライザ リンクをロワー アームに取り付ける。

T =650kg・cm

8 フロント ブ レ ー キ パ イ プ & ブラケット取り付け

(1) ブレーキ フレキシブル パイプをねじれのないようにクランプ

およびブラケットを取り付-ける。



6・16 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

E 1669 

E1680 

E 1677 

E 1676 

E 1679 

9 ハイト コ ン ト ロ ー ル セ ン サ リンク取り付け

|トヨタ電子制御エア サスペンション付き車|

(1) ハイト コントロールセンサ リンクをナットでロワーア

ームに取り付ける。

T =55kg・cm

10 E C丁用ワイヤハーネス コネクタの取り付け

11 フロント ショック アブソーパ取り付け

(1) フエンダエプロンにサスベンシヨン サポートを取り付ける。

T =360kg・cm

12 アブソーパ コントロール アクチユヱータ取り付け

(1) アクチユエータを相手側の押入溝に合せて， 2本のビスで取り

付ける。

T =30kg・cm

笹野ワイヤハーネスをエンジンルーム側に向ける。

(2) アブソーパ キャップを取り付ける。

F 

T =140kg. cm ("和

鑑識 ワイヤハーネス出口をエンジンルーム側に向ける。

(3) コネクタを接続する。

|トヨタ電子制御エア サスペンション付き車|

(4) エア フィードユニオンをニューマテイツク シリンダに取

り付ける。

T =175kg・cm



司、

同

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-17 

E1791 

E2187 

F5256 

E 1897 

13 ステアリング インタミーデツト シャフト取り付け

(1) ステアリング ホイールを左右に 2-3回約180度動かし，骸合

部が落ち付いた状態でボルトを締め付ける。

T=330kg・cm

14 フロント ホイール取り付け

T =1050kg.cm 

15 エンジンアンダー カバー取り付け

16 エンジン オイル注入

17 漏れ点検

(1) 作業終了後，エンジンを始動し，オイル漏れ，水漏れがないこ

とを確認する。

18 寧高調整

トヨタ電子制御エア サスペンション付き車|

(1) 車両をゆっくり降す。

(2) エンジンを始動し，コンプレツサからのエア充てんを確認する。

(3) エア漏れのないことを確認する。

19 サイド スリップ点検



6・18 ルブリケーシヨン システムーオイルクーラ

オイル
構成図

クーラ

プラケット.オイル 7イル~ ASSY 

クヲ川オイルクーラホースー毎日

……-ぷ1本
一uhuuwa晶

一
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ト

四
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ヲ

ッ
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ケ

h
y

-フプ

ル

，q
 

オZ
 

ホ

F畏

ASS Y，オイJレ

ホース，オイルクーラ N~3

@・・・・・・再使用不可部品 Eコ..…締め付けトルク(kg• cm) 

F5291 F察

オイルクーラ ASSV取りはずし

車両フロント ジ ャ ッ キ ア ッ プ

2 エンジンアンダカバー取りはずし

E2187 



旬、

喝、

ルブリケーシヨン システムーオイルクーラ 6嗣 19

F5447-1 

E2187 

F5256 

E1882 

E 1883 

3 オイル クーラ取りはずし

(1) オイル クーラ ホース Na3を2本クーラより取りはずす。

信器クーラ本体およびクーラ ホースからオイルが流出するた

めオイル止め，または，オイル受け皿を用意すること。

(2) ボルト 2本をはずし，オイル クーラをブラケットから取りは

ずす。

オイルクーラ ASSY取り付け

オイル クーラ ASSY取り付け

(1) クーラ ASSYをボルト 2本で取り付ける。

(2) オイル ホース 2本を取り付ける。

2 エンジンアンダカバー取り付け

3 漏れ点検

(1) 作業終了後，エンジンを始動し，オイル漏れ，水漏れがないこ

とを確認する。

4 エンジン オイル量確認

(1) エンジン オイル量が不足している場合は補給する。

オイルフィルタプラケット ASSY取りはずし

オイル フィルタ ブラケット ASSY取りはずし

(1) クランプ 2個をはずし，エア ホース Na5とインテーク エ

ア コネクタ パイプ No.4を一体で取りはずす。

(2) ベンチレーシヨン NO.4 ホースとエア NO.8 ホースを接続

パイプより取りはずす。

(3) エア フロー メータのコネクタを取りはずす。

(4) クランプ 1個，ボルト 1本をはずし，エア クリーナ ホース

No.2，エアフローメータ，エア クリーナキャップを一

体で取りはずす。



6-20 ルブリケーシヨン システム オイルクーラ

4 

F5281 

F5283 

F5284 

F5289 

L 

F528B 

2 オイル フィルタ ブラケット ASSY取りはずし

(1) オイル ホースを切り離す。

(2) オイルフィルタ ブラケット ASSYをオイル フィルタ付

きでユニオン ボルトをゆるめて取りはずす。

オイル レギユレータ分解

オイル プレッシヤ アジヤステイング ボルト取りはずし

(1) オイル フィルタを取りはずす。

5 5 T 09228-07500 

(2) アジヤステイング ボルトおよびガスケットを取りはずす。

2 レギユレータ パルプFおよびスプリング取りはずし

F 

(1) レギユレータ スプリング，アジヤステイングパルプの順に f""'" 

取りはずす。

オイル レギユレータ点検

1 オイル レギユレータ バルブ点検

(1) レギユレータ ボデーのパルプしゅう動面およびレギユレータ

パルプの摩耗，損傷を点検し，不良の場合はレギユレータ バ

ルブまたはオイル フィルタ プラケット ASSYを交換す

る。



明、

明、

ルブリケーシヨン システムーオイルクーラ 6・21

F5287 

F5284 

F5283 

F5281 

F5257 

オイル レギユレータ組み付け

レギユレータ バルブおよびスプリング取り付け

(1) アジヤステイングパルプ，レギユレータ スプリングの順に

オイル フィルタ プラケットに挿入する。

2 オイル プレッシヤアジヤステイング ボルト取り付け

(1) 新品のガスケットを介してアジヤステイング ボルトを締め付

ける。

T =375kg・cm

オイル フィルタ ブラケット ASSY取り付け

オイル フィルタ ブラケット ASSY取り付け

(1) オイル フィルタ ブラケットにオイル フィルタを耳Zり付け

る。

(2) 新品のyゲスケットおよびホ0"リングを介して，ユニオン ボル

トでブラケット ASSYを取り付ける。

T =500kg • Cm 

(3) オイル ホースを取り付ける。

2 エア クリーナ ホース類取り付け

(1) ターボ チャージヤとインテークエア コネクタ No.1聞のエ

ア ホース No.1を取り付ける。

(2) エア クリーナホース瓶およびエア フロー メータを取り

f寸ける。

(3) インテーク エア コネクタおよびエアホース No.5を取り付

ける。

3 エンジン オイル注入

(S 6-4参照)

4 漏れ点検

(1) 作業終了後，エンジンを始動し，オイル漏れ，水漏れがないこ

とを峨認する。
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7-2 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ

2臼
α〉

インシユレ-~，ターボ， N.l 

ターボ チャージヤ

側パンザイ

扱い

TCP-2TB 

準備品

ゲージ，ターボ チャージャ

プレッシヤ

構成図

エルポ， ~ーピン
アウトレツト

.・・・・・・再使用不可部品

ターボ チャージヤ点検用

一一ーターボチャージヤサプ ASSY

パイプサプ ASSY，~ーボ
オイJレインレツト

仁コ…・・締め付けトルク(kg・cm)

F5580 

F 

F 



噸円

喝ヘ

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ 7-3 

E 1882 

F5431 

E 1883 

F5432 

F5433 

ターボ チャージヤ点検

アクチユエータ作動点検

(1) クランプ2個をはずし，エア ホース Nn5，No.6とインテークエ

ア コネクタ パイプ No.4を一体で取りはずす。

(2) ベンチレーシヨンパイプ，エア パイプから各ホースを取り

はずす。

(3) エア フロー メータのコネクタを取りはずす。

(4) クランプ1個，ボルト 1本をはずし，エア クリーナ ホース

No.2， P / S アイドルアップ用エアホース，エアフロ

ー メータ，エア クリーナ キャップを一体で取りはずす。

(5) アクチユエータからホースをはずし，アクチユエータにターボ

チャージヤ プレッシヤゲージを取り付ける。

(6) アクチユエータに約O.52kg/耐の圧力をかけたときロツドが動

くことを確認する。

CDアクチユエータにはO.8kg/cm'以上の圧力制、けない。

2 ターボ チャージヤ過給圧点検

(1) プレッシヤ レギユレータのバキューム ホースに 3 ウェイ

を使用して，ターボ チャージヤ プレッシヤゲージを取り

付ける。

(2) エンジン回転2800rpm以上， L レンジ，スロットル全開で走

行し過給圧を測定する。

基準値 O.41--0.54kg/cw 



7-4 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ

E 1882 

F5431 

E 1883 

F 5595 

F ;434 

ターボ チャージヤ取りはずし

バッテリ @ターミナル取りはずし

2 冷却水抜き取り

3 エアホース No.5取りはずし

(1) クランプ2倒をはずし，エア ホース No.5，No.6とインテーク エ

ア コネクタ パイプ NO.4を一体で取りはずす。

4 エア クリーナホース No.2取りはずし

(1) ベンチレーシヨンパイプ，エアパイプ，エア クリーナ

ホース NO.2から各ホースを取りはずす。

(2) エア フロー メータのコネクタを取りはずす。

(3) クランプ 1個，ボルト 1本をはずし，エア クリーナ ホース

No.2，エアフローメータ，エア クリーナキャップを一

体で取りはずす。

5 ターボ インシユレータ取りはずし

fII'" 

(1) 02 センサのコネクタをはずす。~

(2) ナット 3個をはずし，ターボ インシユレータを取りはずす。

6 オイル レベルゲージガイド取りはずし

(1) ボルト 1本をはずし，オイル レベルゲージ，オイル レベ

ル ゲージ ガイドを 1本で取りはずす。



喝、

時「

ターボ チャージヤ & インタークーラ システム ターボチャージヤ 7-5 

F5435 

F5436 

F5437 

E2186 

E2185 

7 ステアリング ヨーク ヒート インシユレータ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，ステアリング ヨーク ヒート インシ

ユレータを取りはずす。

8 エア ホース No.l取りはずし

(1) エア ホース No.1のクランプをゆるめる。

(2) エア ホース No.2のクランプをゆるめる。

(3) インテーク エア コネクタ No.1取り付けボルト 1本をはず

し，エア コネクタとエア ホース No.1を一体で取りはずす。

9 フロント エキゾースト パイプ切り離し

10 フロント エキゾースト パイプクランプ取りはずし



7-6 

三コ

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ

F5438 

F5439 

F5440 

F5441 

F5442 

11 オイルパイプ取りはずし

(1) オイル インレツト用のユニオン ボルトを取りはずす。

(2) ナット 2個をはずし，シリンダブロック側のオイルパイプ

を切り離す。

12 ターボチャージヤ ステー取りはずし

13 ターボチャージヤステ- No.2取りはずし

14 ターボ ウオータ ホース取りはずし

(1) ウオータ アウトレツト ハウジングのユニオンからウオータ

ホースを取りはずす。

15 ユニオン取りはずし

(1) タイミングベルト ケースからユニオンを取りはずす。

16 ターボチャージヤ ASSY取りはずし

(1) ナット 4個をはずし，ターボ チャージヤ ASSYをオイル

パイプと共に取りはずす。

F 

F舞



哩町

署、

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ 7-7 

F5443 

F 5444 

F5445 

F 5445 

F5444 

17 ターボ ウオータ パイプ取りはずし

(1) ナット 2個をはずし，ターボ ウオータ パイプを取りはずす。

18 オイルパイプ取りはずし

19 タービン アウトレツト エルボ取りはずし

ターボ チャージヤ取り付け

タービン アウトレツト エルボ取り付け

(1) 新品のガスケットを介してアウトレツト エルボを新品のナツ

トで取り付ける。

T =450kg.cm 

2 オイルパイプ取り付け

(1) 新品のガスケットを介してオイルパイプを取り付ける。

T = 130kg'cm 

..  オイル通路に異物を入れない。



7-8 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ

F5443 

F5438 

F5442 

F 5441 

3 ウオータ パイプ取り付け

(1) 新品のガスケットを介してウオータ パイプを取り付ける。

T= 75k邑・cm

..冷却水通路に異物を入れない。

4 ターボ チャージヤ取り付け

(1) シリンダブロックのオイルノTイブ1収り付け部のスタッド

ボルトに新品のガスケットを取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介してターボ チャージヤを新品のナット

で仮付けする o

G聾オイルパイプをシリンダブロックのスタッドボルト F 

にはめる。

(3) 新品のガスケットを介してオイルパイプのユニオン ボルト

を茸瓦り付ける。

T = 350kg.cm 

(4) オイルパイプのナット 2個を取り付ける。

T=130kg・cm

(5) ターボ チャージヤのナット 4個を締め付ける。

T =450kg.cm 

5 ユニオン取り付け

(1) 新品のガスケットを介してタイミングベルト ケースにユニ

オンを耳Zりf寸ける。

6 ターボ ウオータ ホース取り付け

(1) ウオータ アウトレツト ハウジングのユニオンにウオータホ

ースを取り付ける。

戸第



唖ヘ

四ヘ

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ 7-9 

F5440 

F 5439 

E2186 

E2185 

F5437 

7 ターボチャージヤ ステー No.2取り付け

T =210kg.cm (ステー × ターボ)

T=440kg.cm (ステー × シリンダヘッド)

8 ターボ チャージヤステー取り付け

T = 590kg.cm 

9 フロント エキゾースト パイプ取り付け

(1) 新品のyゲスケットを介してエキゾースト パイプを新品のナツ

トで取り付ける。

T = 630kg・cm

10 フロント エキゾースト パイプクランプ取り付け

11 エアホース No.l取り付け

(1) エア コネクタをエア ホース No.2に取り付け，エア ホー

ス No.1をターボ チャージヤに取り付ける。

(2) エア コネクタ Nu 1の取り付けボルト 1本を取り付ける。

T =130kg.cm 

(3) エア ホース No.2のクランプを締め付ける。



7・10 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ

F5436 

F5435 

F5434 

F5595 

E 1883 

(4) エア ホース No.lのクランプを締め付ける。

12 ステアリング ヨーク ヒート インシユレータ取り付け

13 オイル レベルゲージガイド取り付け

(1) オイル レベルゲージ ガイドに新品のO リングを取り付

け. 0 リングにエンジン オイルを薄〈塗布する。

(2) オイル レベルゲージガイドを取り付ける。

14 ターボ インシユレータ取り付け

F襲

(1) ターボ インシユレータに02 センサのワイヤを通し，新品の F 
ナット 3個で取り付ける。

T =195kg.cm 

(2) 02 センサのコネクタを取り付ける。

15 エアクリーナホース No.2取り付け

(1) エアクリーナホース No.2，エアフローメータ，エア

クリーナ キャップを一体で取り付ける。

(2) エア フロー メータのコネクタを取り付ける。



唱ヘ

問、

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ 7-11 

F5431 

E 1882 

(3) ベンチレーシヨンパイプ，エアパイプ，エア クリーナ

ホース No.2に各ホースを取り付ける。

16 エア ホース No.5取り付け

(1) エアホース No.5. No. 6とインテークエア コネクタパ

イプ No.4を一体で取り付ける。

17 冷却水注入

(S 5参照)

18 バッテリ @ターミナル取り付け



7・12 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ

インタークーラ

構成図

ホース.'"アタ 1)ーナ.No.2 ホース，エア タリーナ.No.l 

ホース.'"ア クリーナ
N~6 

イン';ーターラ ASSY 

F5447 

F5449 

インタークーラ取りはずし

エンジン アンダカバー取りはずし

2 エンジン オイル クーラ取りはずし

F5446 

(1) ボルト 2本をはずし，オイル クーラをプラケットとともに取りは

ずす。

e冨オイルホースははずきない。

〈参考〉 上側のボルトはインタークーラと共締めになっている。

3 エア ホース No.3取りはずし

(1) クランプをゆるめ，エア ホース No. 3を取りはずす。

F 

F 



明、

量、

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ 7・13

F5609 

F5450 

F5450 

F5609 

F5449 

4 エ ア ホ ー ス No.2取りはずし

(1) エア ホース No. 2をインタークーラから取りはずす。

5 インタークーラ取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，インタークーラを車両下側へ取りはずす。

インタークーラ取り付け

インタークーラ取り付け

(1) インタークーラをボルト 3本で左図に示す順に取り付ける。

〈参考〉矢印Aのボルト 1本はエンジン オイルクーラ プラケ

ツトと共締めになっているため後で取り付ける。

2 エアホース No.2取り付け

(1) エア ホース No.2をインタークーラに取り付ける。

3 エア ホース No.3取り付け

(3) エア ホース No. 3を取り付け，クランプを締め付ける。



7-14 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ

4 オイル クーラ取り付け

(1) オイル クーラをブラケットとともにボルト 2本で取り付ける。

5 エンジン アンダカバー取り付け

F5447 

F 
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システムー準備品イグニツシヨン8・2

‘冨2・・バッテリの$.eターミナルを間違えない。

・エンジン回転中バッテリ ターミナルをはずきない。

-洗車時，イグ=ツシヨン コイル，イグナイタ，カム

ジシヨン センサなどに水をかけないようにする。

・有害なパルスが発生するような行為をしない。

(例 充電確認のt:./1). * JI;:S'ネータのB端子をはずし)

パチパチ火花を飛ばす

・配線の誤結線がな<.確実な接続を行う。
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回転信号

検出器へ

l空

ヒュ

l
ジ
プ
ル
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ン
ダ

-
l
o
s
-
T
ー
ー
ム

F4045 

田
岡田

ダ d グ 09031・00040 ピンポンチ スパイラルギヤ交換用

工具

3mm ヘキサゴン レンチ イグニツシヨン コイル脱着用

暴露 テスタ，トヨタ エレクトリカ
各部点検用計器 09082・00012

JL-

油脂
乾電池 (3V) イグナイタ点検用

その他

備準



曙ヘ

電『

イグニツシヨン システム一車上点検 8・3

F 5107 

F5108 

F5112 

F5113 

車上点検

火花点検

エア ホース No.6取りはずし

(1) クランプ2個をゆるめ，エア ホース No. 6を取りはずす。

2 エアパイプ取りはずし

(1) エア ホース 2本を取りはずす。

(2) ボルト 2本をはずし，エア パイプを取りはずす。

3 イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

(1) オイル フイラ キャップを取りはずす。

(2) ナット 5個をはずし.イグニツシヨン コイルカパーを取り

はずす。

4 インテーク エア コネクタ取りはずし

(1) ボルト 2本およびクランプ2個をはずし.インテーク エア

コネクタを取りはずす。

5 イグニツシヨン コイル ウイズ ブラケット取りはずし

(1) イク、ニツシヨン コイルブラケットのナット 1個を取りはず

す。

(2) 1喬， 2番レジステイブ コードをイグニツシヨン コイルお

よぴクランプからはずす。

(3) イク守ニツシヨン コイル ウイズ ブラケットをレジテイブ

コード付きで取りはずす。

信墨書ブラケットにはボンド ケーブルが付いているので切らな

L、。

(4) 1番， 2番レジステイブ コードを取りはずす。

円 114 6 スパーク プラグ全数取りはずし



8・4 イグニツシヨン システム一車上点検

F5451 

F5114 

F 5328 

F5113 

7 火花点検

(1) レジステイブ コードにスパーク プラグを取り付け，プラグ

をアースする。

(2) ソレノイド レジスタ，コールド スタート インジエクタの

コネクタを取りはずす。

(3) スタータを使用してエンジンをクランキングしたとき，スパー

ク プラグに火花が飛ふ、ことを確認する。

8 スパーク プラグ取り付け

(1) レジステイブ コードからスパーク プラグをはずし，シリン

ダヘッドに取り付ける。

9 イグニツシヨン コイル ウイズブラケット取り付け

(1) 1番. 2番のレジステイプ コードをスパーク プラグに取り

f寸ける。

(2) 残りのレジステイブ コードをスパーク プラグに取り付け，

イグニツシヨン コイル ウイズプラケットをナット 1個で

取り付ける。

T =55:1: 15kg・cm
〈参考〉・ナット 3個はイグニツシヨン コイル カバーと共締めす

る。

-レジステイプ コードのロックは確実に行う。

(3) 1番.2番のレジステイブ コードをイグニツシヨン コイルお

よびクランプに取り付ける。

信書聾 レジステイブ コードのロックは確実に行う。

10 インテーク エア コネクタ取り付け

(1) インテーク エア コネクタをボルト 2本，およびクランプ2

個で取り付ける。

F 

F 



司、

• ......， 

イグニツシヨン システムー車上点検 8・5

F5112 

F5452 

F5107 

11 イグニツシヨン コイル カバー取り付け

(1) イグニツシヨン コイル カバーをナット 5個で取り付ける。

T =55::1:: 15kg・cm

(2) オイルフイラ キャップを取り付ける。

12 エアパイプ取り付け

(1) エアパイプをボルト 2本で取り付ける。

(2) エア ホースをエアパイプに取り付ける。

13 エア ホース No.6取り付け

(1) エア ホース No.6をクランプ2個で取り付ける。

スパーク プラグ点検

エアホース No.6取りはずし

(S 8-3参照)

2 エアパイプ取りはずし

(S 8-3参照)

3 イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

(S 8-3参照)

4 インテーク エア コネクタ取りはずし

(S 8-3参照)

5 イグニツシヨン コイル ウイズブラケット取りはずし

(S 8-3参照)

6 スパーク プラグ取りはずし



8-6 

rーーーー-一_.

イグニツシヨン システム一車上点検

7 スパーク プラグ清掃，ギャップ点検

CD・白金プラグを使用しているため，ギャップ調整は新品時

育伺 3本号イン I (走行1000km以下)以外は行わない。

G 50114 

・清掃は白金チップを損傷するおそれがあるので符わない。た

だし， くすぶり等により清掃が必要な場合は電極の保護の

ため，プラグ クリーナで短時間 (20秒以下)で行う。

.DLIを採用しているため型式の違うプラグは絶対に使わ

ない。

-左に示す識別用の青ライン(3本)を確認してから取り付

tする。

〈参考〉 プラゲ型式とギャップ

!F，~ 式

PQ20R-P8 

BCPR6EP-N8 

レジステイブ コード点検

エアホース No.6取りはずし

(S 8-3参照)

2 エアパイプ取りはずし

(S 8-3参照)

本準値(mm)

0.7-0.8 

3 イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

(S 8-3参照)

4 インテーク エア コネクタ取りはずし

(S 8 --3参照)

限度(mm)

l.0 

5 イグニツシヨン コイルウイズブラケット取りはずし

(S 8-3参照)

6 抵抗点検

(1 ) トヨタ エレクトリカル テスタを使用して.レジステイブ

コードの庇抗を測定する。

限度 25K Q/本以下

イグニツシヨン コイル点検

エア パイプ取りはずし

(S 8-3参照)

2 イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

内側 (S 8-3参照)

F5353 

3 入力電圧点検

(1) イグニツシヨン コイルから 2極コネクタを取りはずす。

(2) イグニツシヨン スイッチをONにする。

(p 

/伊



イグニツシヨン システムー車上点検 8-7 

少

合

唱

G
J巳

1 5 -2 -1 -L F 5454 

明民

F 5455 

F5456 

骨格、、

F5457 

(3) 各コネクタの 1端子日アース闘の電圧を点検する。

基準値 約 12V

4 イグニツシヨン コイル抵;手充測定

(1) イグニツシヨン コイルの端子聞の抵抗を測定する。

基準値 O.3~O. 6.Q 

〈参考〉 二次コイルの抵抗は，高圧ダイオードが内j燥されている

ため通常のテスタでは測定できない。

5 イグニツシヨン コイル絶縁抵抗点検

(1) イグニツシヨン コイルの各端子とアース聞に導泌がないこと

を確認する。

イグナイタ点検

入力電圧点検

(1) イグナイタの 6極コネクタをはずす。

(2) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

(3) ワイヤ ハーネス側 6極コネクタの 3端子日アース11日の電圧を

測定する。

基準値 約 12V

(4) 6極コネクタを取り付ける。

2 イグナイタ作動点検

(1) イグナイタの 4極コネクタをはずす。

(2) 各イグニツシヨン コイルの 2極コネクタを取りはずす。



8-8 

題

局

優

間G 

イグニツシヨン システム一車上点検

F5602 

F5803 

F5804 

母
F5458 

15・4・2・A

(3) イグニツシヨン スイッチ O Nの状態でイグナイタの4極コ

ネクタの2端子日アース聞に 3Vをかけた瞬間に， 2，5番シリ

ンダ用イグニツシヨン コイルの 2極コネクタの2端子日アー

ス聞に一瞬導通があることを確認する。

(4) イグニツシヨン スイッチをONにし，イグナイタの4極コネ

クタの4端子日アース聞に 3Vをかけた状態で， 2端子日アー

ス聞に 3Vをかけるた瞬間にし 6番シリンダ用イグニツシヨ

ン コイルの2極コネクタの 2端子日アース聞に一瞬導通があ

ることを確認する。

(5) イグニツシヨン スイッチを ONにし，イグナイタの 4極コネ

クタの 3端子日アース聞に 3Vをかけた状態で， 2端子日アー

ス聞に 3Vをかけた瞬間に 3， 4番シリンダ用イグニツシヨン

コイルの 2極コネクタの 2端子日アース聞に一瞬導通があるこ

とを確認する。

カム ポジシヨン センサ点検

エア ギャップ点検

(1) シックネス ゲージを使用してエア ギャップを点検する。

基準値 O.2-0.4mm 

2 カム ポジシヨン センサ各端子閏抵抗点検

(1) 各端子聞の抵抗を測定する。

基準値 G， ED-Ge 140-180.Q 

G2 ED-Ge 140-180.Q 

Ne⑤+-+Ge 140-180.Q 

F罷

f夢



喝ヘ

(!1O 

明、

イグニツシヨン システムーカムポジシヨンセンサ 8-9 

F5605 

E 1882 

カム ポジシヨン センサ

構成図

.・・・・・・再使用不可部品 仁コ…・締め付けトルク(kg.cm)

F5459 

カムポジシヨンセンサ取りはずし

バッテリ @ターミナル取りはずし

2 No. 1 シリンダ圧縮上死点セット

(1) オイル フイラ キャップを取りはずす。

(2) シリンダヘッド カバーのオイルフイラ ホールからカム

ノーズが見えるまでクランクシャフトを正回転させる。

(3) クランクシャフトを約120・逆回転させる。

(4) クランクシャフトを約10-40・正回転させタイミングベルト

カバーの上死点マークとクランクシャフト プーリの上死点マ

ークを合わせる。

e冨クランクシャフトを正回転させてマークを合わせる。

3 I.アホース No.5， No.6取りはずし

(1) クランプ2個をはずし，エア ホース Na5， Na6とインテー

クエア コネクタパイプ Na4を一体で取りはずす。



8-10 イグニツシヨン システム カムポジシヨンセンサ

F5431 

E 1883 

E1885 

F 5461 

4 エア クリーナホース No.2取りはずし

(1) ベンチレーシヨン パイプ，エア パイプから各ホースを取り

はずす。

(2) エア フロー メータのコネクタを取りはずす。

(3) クランプ 1個，ボルト 1本をはずし，エア クリーナホース

No.2，エアフローメータ，エア クリーナキャップを一

体で取りはずす。

5 P/S リザーパ タンク取りはずし

(1) ボルト 2本，ナット 1個をはずし，リザーパ タンクとブラケ

ツトを共に取りはずす。

〈参考〉 ホースは切り離さない。

6 カム ポジシヨン センサ取りはずし

(1) カム ポジシヨン センサの 4極コネクタを取りはずす。

(2) ボルトをはずし，カム ポジシヨン センサを取りはずす。

カムポジシヨンセンサ点検

0 リング点検

2 スパイラル ギヤ点検

F容

F 



イ グニツシヨン システム カムポジシヨンセンサ 8-11 

舎二

園~

F 4932 

現民

F5606 

F 5607 

眠、

F4B63 

事一…
F 560B 

スパイラル ギヤ交換

スパイラル ギヤ取りはずし

(1) ドリルを使用してピンのかしめ部を削り取る。

..  シャフトに傷を付けない

(2) ハンマとピン ポンチを使用してピンを抜き取る。

(3) スパイラル ギヤを取りはずす。

2 スパイラル ギヤ取り付け

(1) タイミング ロータ (Gl，G2用)の突走邑を G2ピック Jアツ

プに合わせる。

(2) ハウジング ボス部U溝とスパイラル ギヤの φ4穴マークを

合わせて，ギヤをシャフトに挿入する。

(3) スパイラル ギヤのピン取り付け穴とシャフトの穴を合わせて

ピンを挿入する。

(4) 2面幅12mmのボルトの頭をやすりなどで平らに削り，パイスに

固定する。

(5) ボルトを台にしてポンチとハンマでピンの両端をかしめる。

..かしめはピンの両端とも同概に行う。

カムポジシヨンセンサ取り付け

カムポジシヨン センサ取り付け

(1) カム ポジシヨン センサに新品のO リングを取り付け，ギ

ヤ， 0 リングにエンジン オイルを塗布する。

(2) ギヤの φ4穴とハウジングのU溝を合わせる。



8-12 イグニツシヨン シ ス テ ム ー カ ム ポ ジ シ ヨ ン セ ン サ

F5461 

E 1885 

E 1883 

F5431 

E 1882 

(3) シリンダヘッドのボルト穴とカム ポジシヨン センサ フ

ランジ部長穴の中心を合わせてカム ポジシヨン センサを挿

入する。

(4) ボルトを締め付ける。

T =140kg・cm
〈参考〉 ボルトは点火時期点検，調整後本締めする。

(5) カム ポジシヨン センサのコネクタを取り付ける。

2 P/S リザーパ タンク取り付け

(1) ボルト 2本，ナット 1個でリザーパ タンクを取り付ける。

3 エアクリーナホース No.2取り付け

(1) エアクリーナホース No2.エアフローメー タ，エア

クリーナ キャップを一体で取り付ける。

(2) エア フロー メータのコネクタを取り付ける。

(3) ベンチレーシヨン パイプ，エア パイプに各ホースを取り付

ける。

4 エアホース No.5，No.6取り付け

(1) エアホース No.5.NO.6とインテークエア コ ネクタパ

イプNo4を一体で取り付ける。

5 バッテリ @ターミナル取り付け

6 点火時期点検，調整

(S 1参照)

r" 

F 



帯、

同

巨豆5:1:151

L 

イグニツシヨン システムーイグエツシヨン コイル

イグニツシヨン コイJレ

構成図

キャップサプ AS SY.オイル 7イラ
パイプザプ ASSY.アイドルスピード

金 一付ツシイ

コントロールパルプ

F5108 

F5452 

コイ J~.
イグユツシヨン

コィ，レ

Eコ……締め付けトルク (kg・cm)

イグニツシヨン コイル取りはずし

バッテリ @ターミナル取りはずし

2 エアホース取りはずし

(1) エアパイプからエア ホース2本を取りはずす。

3 エアパイプ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，エア パイプを取りはずす。

8-13 

F5462 



8-14 イグニツシヨン システムーイグニツシヨン コイル

F5112 

F5453 

F5463 

F5463 

F5464 

4 イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

(1) オイル フイラ キャップを取りはずす。

(2) ナット 5個をはずし，イグニツシヨン コイル カバーを取り

はずす。

5 レジステイブ コード取りはずし

(1) イグニツシヨン コイルからレジステイブ コードを取りはず

す。

6 イグニツシヨン コイル コネクタ取りはずし

7 イグニツシヨン コイル取りはずし

(1) 3 mmのヘキサゴン レンチを使用してスクリユをはずし，イグ

ニツシヨン コイルを取りはずす。

イグニツシヨン コイル取り付け

f領

イグニツシヨン コイル取り付け 〆

(1) 3 mmのヘキサゴン レンチを使用してイグニツシヨン コイル

を耳Eり付ける。

2 イグニツシヨン コイル コネクタ取り付け

3 レジステイブ コード取り付け

(1) イグニツシヨン コイルの番号に合わせてレジステイプ コー

ドを取り付ける。

..イグニツシヨン コイルとレジステイブ コードのロック

を確実に行う。



イグニツシヨン システムーイグニツシヨンコイル 8-15 

4 イグニツシヨン コイル カバー取りイ寸け

(1) イグニツシヨン コイル カパーをナット 5個で取り付ける。

T = 55kg・cm

(2) オイル フイラ キャップを取り付ける。

F5112 

5 エアパイプ取り付け

(1) エア パイプをボルト 2本で取り付ける。

唱、

F5452 

6 エア ホース取り付け

(1) エア パイプにエア ホース 2本を取り付ける。

7 バッテリ @ターミナル取り付け

F5108 

晴ヘ
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9 スターテイング
システム

ページ

回路図……-..・ H ・---・ H ・H ・.....・ H ・---・ H ・--…....・ H ・H ・H ・--………・ H ・H ・--9-2

準備品....・ H ・.....……・…・・…....・ H ・-…....・ H ・---・ H ・......… H ・H ・....・ H ・-9-2

スタータ….....・H ・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--9-3

固



9-2 

SST 

計器

3曲 目旨

その他

ヒユージブル

リンク

圃守・

lバッテリ

_L  

噂事
豆三み

議事
アーマチユア テスタ

ダ イ ヤ ルゲージ

バ ネ ば か り

点検用ハーネス

サンド ペーパ(#400) 

スターテイング システム一一回路図

回路図

イゲニツシヨン スイッチ

準 備 回
目回

スタータ

プラー，インジヱクシヨン

09286-46011 ポンプスプライン シヤフ

ト

リプレーサ フロント ハブ
09608・28010 ，~- " 

ベアリング

テスタ， トヨタ エレクトリ
09082-00012 

カル

デンソー グリース50号，デンソー グリース極庄

F 

C5191 

アーマチユア ベアリング取りはずし)11

f" 

アーマチユア ベアリング取り付け)lJ

各部調1)走用

アーマチユア テスト用

コンミユテータ振れ点検用

ブラシ スプリング取り付け荷重点検別

各テスト用

コンミユテータ修疋別

アーマチユアベアリン欠アイドルギヤ等獅悶|



噛民

明ヘ

スターテイング システムースタータ

スタータ

構成図

伊 W・リ::!?:):¥日叫議閉ダ

ー ベア

@5751fU4そち11232タ ー ユ ア ASSY(1.4Kw)

川 )エ ンド一一守ボ川スルーギヤ…

~ 

@露型空ι
@ スイッチ リターン

クラッチサブ ASSY， 
スタ-~

ハウジンダ AS SY， 
^~-~ ドライブ (1.4kw)

ドライブ

.・・・・・・再使用不可部品

スタータ取りはずし

1 バッテリ@ターミナル取りはずし

2 コネクタおよびバッテリ@ターミナル取りはずし

(1) 50端子からコネクタを取りはずす。

(2) スタータよりバッテリ@ターミナルを取りはずす。

3 スタータ取りはずし

9-3 

F5296 

(1) ボルト 2本を取りはずし，スタータを車両の下側に取り出す。

F5297 

スタータ分解

C端子リード線取りはずし

8.7434 



9-4 スターテイング システムースタータ

97435 

自7436

97667 

日7440

C5208 

2 スタータ ヨーク ウイズアーマチユア取りはずし

(1) スルー ボルト 2本をはずして，スタータ ヨーク ウイ

ズ アーマチユアおよびO リングを取りはずす。

(2) コンミユテータ エンド フレームおよびO リングを取りは

ずす。

3 スタータ ハウジング取りはずし

(1) マグネット スイッチからスタータ ハウジングを取りはずす。

(2) ドライブ ピニオンを取りはずす。

(3) アイドル ギヤおよびリテーナ ウイズ ローラを取りはずす。

4 クラッチ ASSY取りはずし

(1) マグネット スイッチからクラッチ ASSYを耳Zりはずす。

5 ボールおよびスプリング取りはずし

6 ブラシおよびブラシ ホルダ取りはずし

F 

(1) ブラシ スプリングをドライパ等で起こし，ブラシを取りはず F 

す。

(2) ブラシ ホルダをスタータ ヨークから取りはずす。

7 アーマチユア取りはずし

(1) スタータ ヨークからアーマチユアを取りはずす。

構成部品点検

アーマチユア コイル接地試験

(1) アーマチユア テスタを使用して，コンミユテータとアーマチ

ユア コイル コアとの絶縁を点検する。

基 準 導通なし



内

民

スターテイング システムースタータ 9-5 

C5209 

C5210 

C5211 

F5304 

C5212 

2 アーマチユア コイル短縮試験

(1) アーマチユア テスタを使用して，鉄片をコアに当てながらア

ーマチユアを回転させる。

基準 鉄片が吸引または振動を起こさない

3 コンミユテータ点検

(1) 表面の汚損，焼損を点検して，不良の場合はサンド ペーパ

#400以上で修正する。

(2) V ブロックで両端を支えダイヤYレ ゲージを使用して，振れ

を測定する。

限 度 O.05mm 

(3) ノギスを使用して外径を測定する。

基準値 30mm 

限 度 29mm 

(4) ノギスを使用して，セグメント聞のアンダ カット深さを測定

する。

基準値 O.6mm 

限度 O.2mm 

4 フィールド コイル断線試験

(1) C端子リード線とフィールド コイルブラシ聞の導通を点検

する。

基準 導通あり



9-6 

ブラシ

スターテイング システムースタータ

C5213 

F5601 

ラシスプリンダ

F 5808 

Z5255 

Z5265 

5 フィールド コイル接地試験

(1) フィールド コイル ブラシとフィールド聞の車猷象を点検する。

基準 導通なし

6 ブラシ点検

(1) ノギスを使用して，ブラシの中央部の長さを測定する。

基準値 13.5mm (1.0kW) 

14.5mm (1.4kW) 

限度 8.5mm (1.0kW) 

10 Omm (1.4kW) fi'" 

(2) 当たり面の修正およびブラシ交換の場合は，サンド ベーパを

コンミユテータに巻き，当たり面を修正する。

7 ブラシ スプリング取り付け荷重点検

(1) パネばかりを使用して，スプリングがブラシから離れる瞬間の

目盛を読む。

基準値 2100 g 

限度 1200 g (ブラシか取り付いた状態にて)

8 ブラシホルダ点検

(1) ED側ブラシ ホルダと@側ブラシ ホルダ聞の絶縁を点検する。f"

基準 導通なし

9 クラッチ点検

(1) ギヤの摩耗，損傷を点検する。

(2) ギヤの駆動方向に回転させたときロックし，逆方向に回転させ

たとき滑らかに回転することを確認する。



噛、

時、

スターテイング システムースタータ 9-7 

C5214 

C5215 

F5600 

日1421

81422 

10 ベアリング点検

(1) 指先にカを加えて回転させたとき異常，引っ掛かりのないこと

を点検する。

(2) 急速に回転させたとき異音がないことを点検する。

11 ベアリング交換

(1) S S Tを使用して取りはずす。

55 T 09286・46011

(2) S S Tおよびプレスを使用して取り付ける。

55 T 09608・28010

12 マグネット スイッチ点検

(1) 50端子と C端子聞の導通を点検する。

基準 導通あり

(2) 50端子とマグネット スイッチ ボデー聞の導通を点検する。

基準 導通あり

スタータ組み付け

アーマチユア組み付け

(1) アーマチユア ベアリングにデンソー グリース 50号を塗布

後スタータ ヨークにアーマチユアを挿入する。



9-8 スターテイング システムースタータ

87440 

87437 

86190 

87439 

2 ブラシおよびブラシ ホルダ取り付け

(1) ノーズ プライヤを使用して，スプリングを持ちあげブラシを取

り付ける。

(2) コンミユテータ エンド フレームを O リングを介して取り

f寸ける。

3 スタータ ヨーク ASSY ウイズ アーマチユア取り付け

(1) マグネット スイッチにスタータ ヨークを O リングを介し，

マークを合わせて取り付ける。

信墨，聞の場所に少量の50号グリースを塗布する。

4 ボールおよびスプリング取り付け

(1) ボールにデンソー グリース極圧を塗布して取り付ける。

5 ギヤおよびクラッチ取り付け

(1) スタータ ハウジングにクラッチ ASSYを取り付ける。

(2) ローラ ウイズ リテーナおよびアイドルギヤをデンソー

グリース 50号を塗布して取り付ける。

(3) アーマチュア シャフトにドライブ ピニオンを取り付ける。

(4) 各ギヤにデンソー グリース 50号を塗布する。

6 スタータ ハウジング取り付け

(1) マグネット スイッチにスタータ ハウジングを取り付ける。

(2) スルー ボルト 2本を取り付ける。

7 C端子リード線取り付け

F 

F 



晴ヘ

時、

スターテイング システムースタータ 9-9 

5 T0030 

5 T0031 

5 T0032 

F529B 

F5299 

スタータ単体点検

e墨書各試験は短時間(3~5 秒)で符う。

プルイル試験

(1) 図のように結線したときピニオン ギヤが飛び出すことを確認

する。

2 ホールデイング コイルの維持試験

(1) プルイン試験の状態から C端子配線を放した後もピニオン ギ

ヤが飛びだしたままであることを確認する。

3 プランジヤのもどり試験

(1) ホールデイルグ コイルの維持試験の状態から，図に示すよう

にクリップをはずすと，ピニオンがもどることを確認する。

4 無負荷試験

(1) スタータをパイスなどで確実に固定する。

(2) 無負荷試験時，リード線には大電流が流れるので，太いリード

線を使用する。

(3) 電流計の指示値の読みは表示が安定したところで読む。

基準値 90A以下

スタータ取り付け

スタータ取り付け

(1) スタータを取り付ける

..・下側の取り付けボルトは図のようにワイヤ クランプを取

りイ寸ける 0

・スタータは車両下側より取り付ける。

(2) ワイヤハーネスをクランプする。



9-10 スターテイング システムースタータ

F5300 

2 コネクタおよびバッテリ@ターミナル取り付け

(3) コネクタを50端子に取り付ける。

(4) スクータにパツテリ@ターミナルを取り付ける。

..  EE>ターミナルを50端子側に平行して締め付けるとカバーが

取り付かないので，図のように50端子より隣して取り付ける。

3 バッテリ@ターミナル取り付け'

F 

F伊
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唱問

チャージング システム

'完備-:..-'

・……10-2

・H ・-・・:1.0-:-'73…

車上点検............._...一.....................o_.........・・・・・・ふ・…......・H ・...10，-3 

オルタネータ・ぷ・・H ・H ・.....・H ・...・H ・.......・H ・-…ヶプ…H ・H ・....・H ・10""，，"， 5

国



システム一回路図チャージング10・2

G聾・バッテりの⑨.8ターミナルを間違えない。

・クイック チャージを用いてバッテりを急速充電する場合

は，バッテリ ターミナルをはずしてから行う。

・エンジン回転中は，バッテリ ターミナルをはずさない。

図路固

オルタネータ

F 

-
・
I
l
-
-

」

l
l
a
-
-
ー
ム
〉
令
i
l
i
l
-
=

チャージング
ヒューズ
(7.5A) 

充電警告灯

ヒユージプル
リンク (40A)

ヒユージブル
リンク(IOOA)

ヒユージプル
リンク(2.0L)

オルタネ-?

チャージング
ヒューズ
(7.5A) 

充電警告灯

ヒユージプル
リンク(40A)

守

iバッテリ

ー」

l. 

ヒユージプル
リンク(IOOA)

ヒユージブル

リンク(2.0L)

F 5292 F 5301 
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曙、

計器

工具

油脂

その他

塾¥

母守
ぷ霊童
百づ

チャージング システムー寧上点検

09286・46011

09820・00021

準備 a 
岡田

プラー，インジヱクシヨン

ポンプスプラインシャフト

プラー，オルタネータ ベア

リング

リプレーサ，オルタネータ
09820・00030 グ

リヤベアリン

10・3

リヤエンド フレーム取りはずし用

リヤベアリング取りはずし用

リヤベアリング取り付け用

ぞ⑬訪蛇勺為 0醐9田…8田2 プーリーセット ナット L三一三
l 句通 09820・06010

タシ ャ フ ト

オルタネータ ブーリ、ナット脱着用

てお レンチ，オルタネータ ブー

09820・06020 リセットナット 22mm

義轟 09082・00012

比重計

ハン ダご て

サ ンド ペーパ(#400以上)

絶縁ペイント

C8698 

テスタ， トヨタ ヱレクトリカ
各部測定用

'L-

パツテリ比重点検用

ブラシ脱着用

スリップ リング修正用

ブラシ ホルダのハンダ付け部塗布周

車上点検
バッテリ比重点検

基準値 1.25~1.27 

2 バッテリ @ターミナル点検

3 V ベルト点検

(S 1参照)

4 ヒューズ点検

5 配線状態点検

6 異音点検

(1) エンジン回転中のオルタネータからの異音を点検する。



10・4 チャージング システム一車上点検

F0233 

7 無負荷試験(調整電圧，調整電流点検)

(1) 図のようにエレクトリカル テスタを接続する。

(2) エンジン回転数を2000rpmまで徐々にあげて電圧を測定する。

基準値 13.5~15.1 V 

(3) エンジン回転数を2000rpmまであげたときの電流を測定する。

基準値 10A以下

〈参考〉 エンジン始動直後は一時的に電流が10A以上になること

があるが異状ではない。

8 負 荷 試 験

(1) 無負荷試験の状態より，へツドランプをハイ ビームに，ヒー

タ ブロア スイッチをハイにし，エンジン回転数を2000rpm

にセットした状態でただちに電流を測定する。

基準値 30A以上

〈参考〉 パツテリが完全充電状態の場合，充電装置が正常でもオ

ルタネータから基準の出力電流が得られないことがあり

ます。その場合.ある程度放電したパツテリと交換する

か，または負荷を増し(ハザード ランプ，リヤデイ

フオツガなどを作動させる)再度測定する。

~ 

F 



チャージング システムーオルタネータ 10・5

オルタネータ

構成図

甲

Il--w

e 

喝、

(g ~~ 

ロータ ASSY，オルタネ-? カパー，ベアリンダ

プーリ，

オルタネータ

7レーム ASSY， 
オJレタネータ ドライブ

エンド

ク一

S

一
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士
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.ベアリング

7レーム.レクテイ 77イヤエンド

.ベアリング

3 
カバー，リヤ zンド

同

@ 

o e 

レギユレ-? ASSY，ゼネレータ

ホルダ.ウイズ レタテイ 77イヤ

.・・・・・・再使用不可部品 仁コ…ー締め付けトルク(kg.cm) 

F529S 



10・6 チャージング システムーオルタネータ

SSTlのA

SSTlのB

SST2 

F5294 

F3498 

C1218 

SSTlのA

C 1375 

/ 

F 5295 

オルタネータ取りはずし

バッテリ @ターミナル取りはずし

2 オルタネータの配線取りはずし

3 V ベルト取りはずし

4 オルタネータ取りはずし

オルタネータ分解

プーリ取りはずし

SST1のA，B 09820・06010

5 5 T 2 09820・06020

(1) S S T 1のBを規定トルクで締め付け， S ST  1のAをプーリ

シャフト部に固定する。

T =400kg.cm 

~ SSTをプーリ シャフト部に確実に固定する。

(2) パイスに SST2を固定し，前記作業でオルタネータに SST

1のA.Bを取り付けた状態でセットする。

55 T 09820・06020

(3) S S T 1のAを回転させプーリ ナットをゆるめる。

(4) S S T Bを回転させオルタネータからSST A. Bを取り

はずす。

(5) プーリおよびナットを取りはずす。

F 

F 
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2 ターミナル インシユレータ取りはずし

F3521 

3 リヤエンド カバー取りはずし

(1) ナット 3個をはずし，リヤエンド カバーを取りはずす。

喝、

F3522 

4 ブラシ ホルダ取りはずし

(1) スクリユ 2本をはずし，ブラシ ホルダを取りはずす。

5 I C レギユレータ取りはずし

(1) スクリユ3本をはずし. 1 C レギユレータを取りはずす。

F3517 

6 レクテイフアイヤ取りはずし

瓶、 | 一~~ I (1) スクリユ4本をはずし，ステータ コイルとレクテイフアイヤ

F3523 

/ 

F3524 

を切り離す。

(2) レクテイフアイヤを取りはずす。

7 レクテイフアイヤ エンド フレーム取りはずし

(1) ナット 4個を取りはずす。
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81450 

F4134 

F1698 

F1699 

85722 

(2) S S Tを使用して，レクテイフアイヤエンド フレームとロ

ータを分離する。

55 T 09286・46011

8 ロータ取りはずし

(1) 図のようにドライブエンド フレームを平行にして，プラス

ティック ハンマで軽くたたき，ロータを取りはずす。

..  ロータを落とさない。

オルタネータ点検

ロータ点検 No. 1 (コイル断線試験)

(1) 2個のスリップ リング聞の抵抗を測定する。

基 準 値 約2.9.Q以下

2 ロータ点検 No.2 (コイル接地試験)

F 

(1) スリップ リングとロータ コア聞の絶縁抵抗を測定する。(炉

基準値 ∞ 

3 スリップ リング点検

(1) スリップ リングの損傷を点検する。

①スリップ リング面に損傷がある場合はサンド ベーパ(#

400以上)で修正する。

②摺動面と非摺動面の摩耗段差が外径測定時0.4回以上ある場

合は，切削加工(旋盤)にて修正する。

(2) スリップ リングの外径を測定する。

基準値 14.4mm 

限度 12.8mm 
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廿1，，1
P. 

F 1700 

F3489 

85004 

F1701 

F 1702 

4 レクテイフアイヤ点検

(1) テスタのkQレンジでPI-P4......B間， PI-P4......E聞の導通テ

ストを行う。

基準 根性を変えて一方向に導通があり，逆方向に導通がない

こと

5 ブラシ点検

(1) ブラシの突き出し長さを測定する。

限度 1.5mm 

(2) ブラシ長さが限度以下の場合，ブラシ ホルダのハンダ部を溶

かしブラシを取りはずす。

(3) スプリングをブラシ ホルダに取り付け，ブラシの突き出し長

さが10.5mmになるようにブラシをハンダ付けする。

(4) 余ったリード線を切断する。

(5) ハンダ付け部に絶縁ベイントを塗布する。

..・ブラシ交換は必ず両側同時に行う。

・ハンダ付けする場合，ハンダを 1mm以上のせない。

6 ステータ コイル点検

(1) Pl. P2. P4-P3聞の抵抗を測定する。

基準値 約1.5Q以下

7 I C レギユレータのダイオード点検

(1) B端子と F端子聞のダイオードをテスタのKQレンジで導通テ

ストを行う。

基準 F<->B聞で極性を変えて，一方に導通があって逆方向に

導通がない
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F3519 

F3525 

F3526 

F3527 

F3528 

8 フロント ベアリング点検，交換

(1) フロント ベアリングを回転させ，呉音，ひっかかりのないこ

とを確認する。

異常がある場合は，フロント ベアリングを交換する。

(2) スクリユ4本をはずし，リテーナ プレートを取りはずす。

(3) インナ レースをグラスパーで軽くたたき，フロント ベア

リングを取りはずす。

(4) アウタ レースをグラスパーで、軽くたたき，フロント ベア

リングを取り付ける。

e量，インナ レースをたたかない。

(5) スクリユ4本で，リテーナ プレートを取り付ける。

9 リヤ ベアリング点検，交換

(1) リヤ ベアリングを回転させ，異音，ひっかかりのないことを

確認する。

異常がある場合は，リヤベアリングを交換する。

F 
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81565 

F0798 

F4133 

81566 

F3523 

(2) S S Tを使用して，リヤ ベアリングを取りはずす。

55 T 09820・00021

(3) S S Tとプレスを使用して，リヤ ベアリングを圧入する。

55 T 09820・00030

..ベアリングのインナ レース側で圧入する。

オルタネータ組み付け

ロータ取り付け

(1) 図のようにドライブエンド フレームを平行にし，プラステ

イツク ハンマで軽くたたき，ロータを取り付ける。

2 レクテイフアイヤエンド フレーム取り付け

(1) プレスと29mmのソケット レンチを使用して，レクテイフアイ

ヤエンドフレームを圧入する。

(2) ナット 4個を締め付ける。

T=55土15kg・cm

3 レクテイフアイヤ取り付け
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F8517 

F8522 

F3521 

F8498 

C1218 

4 I C レギユレータ取り付け

5 ブラシホルダ取り付け

..  ブラシ ホルダとレギユレータ コネクタのすき聞は，

1.lmmJ:.，lよ確保し組み付ける。

6 リヤエンド カバー取り付け

7 ターミナル インシユレータ取り付け

8 プーリ取り付け

SSTlのA，B 09820・06010

5 5 T 2 09820・06020

(1) プーリ シャフトにプーリを取り付け，ナットで締め付ける。

(2) S S T 1のBを規定トルクで締め付け， S ST  1のAをプーリ

シャフト部に固定する。

T =400kg.cm 

GiII SSTをプーリ シャフトに確実に固定する。

(3) パイスに SST2を固定し，上記作業でオルタネータに SST

1のA，Bを取り付けた状態でセットする。

F 

F 
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SSTlのA

C 1377 

F5295 

F5294 

(4) S S T 1のAを回転させ，プーリ ナットを締め付ける。

T=1125土175kg・cm

(5) S S T 1のBを回転させ，オルタネータから SSTlのA，B 

を取りはずす。

オルタネータ取り付け

オルタネータ取り付け

T=250土60kg・cm(オルタネータとプラケット)

T=185士35kg・cm(オルタネータとアジヤステイング パー)

T=80::!::20kg.cm (オルタネータ B端子)

2 コネクタ取り付け

3 バッテリ @ターミナル取り付け

(1)θターミナルを取り付ける。

(2) ターミナル カバーを取り付ける。

4 V ベルト取り付け

(S 1参照)

5 V ベルト張り調整

(S 1参照)

6 配線の接続

7 車上点検
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